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この物語はフィクションであり、実在の人物・団体・事件等とは、いっさい関係ありません。
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プロローグ









　真っ赤な夕陽に浮かび上がる城のシルエット。荘厳なそれを、自室の窓から眺めるのが、幼少時の日課だった。

　高い塔を持つ王の居城。

　あそこに実の父がいる。

　だが自分に許されたのは、その事実をひた隠し、一家臣の子として憧憬しょうけいの念とともに遠目に城を眺めることだけ。

　真っ赤な太陽が、地平線に沈んでいく。

　最後に映すのは、一番高い塔のてっぺんに掲げられた国旗。

　遠くて、そこに記されているはずの王家の紋章は見えない。それでも、少年の目には、ドラ

ゴンに守られる剣をデザインした王家の紋章が、しっかりと焼き付いている。

　焦がれつづけた王家の紋章を間近に見上げることを許されたのは、十五の歳のことだった。王女の護衛役として、城へ上がるように命じられたのだ。あくまでも、一家臣として。

　それでもよかった。

　この国の、王家の、役に立てるのなら。

　王家にとって厄介なものでしかない自分に、存在意義があるのなら。血を分けた妹に、家臣として傅かしずくことなど、なんでもない。

　王家の血を引きながら王族としてではなく一騎士として王宮に上がる。一騎士でありながら、素性を知る者には腫はれ物ものに触るように扱われる。

　置き場のないこの身にも、王女の盾として存在する意味がある。──それだけでいい。

　地平線に沈む夕日を、城の片隅に与えられた一室の窓から眺める。城下町の外れにあった育ての親の館やかたから眺めた、城のシルエットを背負った夕陽のほうが美しかったように思うのは、憧憬を向ける存在がなくなった今、胸の内に抱える孤独感がより際立つからだろうか。

「……バカなことを考えているな」

　己の思考を嗤わらって、腰に挿した剣を抜き、簡素なベッド脇に立てかける。その柄には、表に王宮騎士団所属騎士の証としての王家の紋章、裏には素性を示す育ての親の家紋が刻まれている。

　まるで自分自身のようではないかと、沈みかける夕陽によってオレンジに染まる世界のなか、金髪碧眼の青年は、口角をゆがめた。

　美しい相そう貌ぼうに不似合いな、見る者に不敵な印象を与える笑みだった。
















　遠く南の国でも太陽は同じに沈むのだろうかと、若き王はオレンジの夕焼けが紫の宵よい闇やみに変化していくさまを、居室のアーチ窓から眺める。

　同じ太陽を、自分と同じような気持ちで眺める者が遠い国にもいるのだろうか、などと考えながら。

　すっかり陽が落ちてしまえば、王の黒髪は漆黒の闇に交じり、澄んだ緑眼が煌きらめきを増す。圧倒的カリスマと国内外に囁ささやかれる美丈夫は、王家に代々受け継がれる漆黒の髪と翡ひ翠すいの瞳の持ち主だ。

　国民の圧倒的支持を得て玉座について数年、いかなカリスマの持ち主といえども、完璧に国家を治めるのはなかなか難しい。

　若い王を侮あなどる輩やからは潰しても潰しても湧いて出る。そんな姦かん計けいごときに負ける気はないが、背中をあずけられる存在がいたら……と、弱音に近い感情が過る瞬間があるのも事実。

　いや違う。

　弱音などではなく、これは渇かつ望ぼうだろうか。

　一を語らずとも十を察することが可能な、信頼のおける家臣かパートナーか、あるいは参謀か、そんな存在がいたなら、自身の治世は盤石ばんじゃくであるだろうに、と口惜しく思う。

「妃、か……」

　要らぬと何度突っぱねても、うるさく隣国との婚姻をすすめようとする大臣たちの腹積もりなど、手に取るようにわかる。妃では、背中をあずけるパートナーには到底ならない。孤独な王が欲するのは、そういう存在ではないのだ。

　すっかり闇に包まれた夜空に、大きな月が浮かぶ。ここは北の国。冷えた空気がより月を美しく見せてくれる。

　王家の紋章の刻まれた剣を腰に、若き王はアーチ窓から外へと身を翻ひるがえす。世界が闇に包まれる僅わずかな時間、自由の身を愉たのしむことができる。

　だが闇は、危険を呼び込む存在でもある。

　剣一本で己の身を守ることが可能な、彼は王であり騎士でもあった。







　北の大国の若き王に、南の国の姫が輿こし入いれするらしい。




　南の小国サザンランドの王女一行が北の大国ノースガルトの国境を越えたときには、噂話は大陸全土に広まっていた。
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　南国の太陽の恩おん恵けいをたっぷりと受ける母国サザンランドを出て一週間。

　広大な大陸を縦断するかたちで北上するうち、馬車の車窓から見える景色は一変した。北の大地は、想像していた以上に緑豊かで、砂漠のオアシスを見慣れた目には、驚くほど豊かに映る。その一方で太陽の輝きは南国の比ではなく、ときに煩わずらわしいとさえ感じることもあった灼しゃく熱ねつの陽光も、いまはひどく懐かしい。

「お疲れではありませんか？」

　向かいに座る姫を気遣う。

「お兄様こそ。ずっと気を張られていては、ツェントラーデに着く前に疲れてしまいますわよ」

　ツェントラーデは、北の大国ノースガルトの王都の名だ。世界の中心を意味する都市名が、北の大国の威い光こうを表している。

「その呼び方はお控えください、イリア姫」

　イオカステ──イオは、咎とがめるように眉根を寄せて、自分と同じ金の髪と青の瞳をした王女を諌いさめる。

「だって、本当にお兄様ですもの」

　この話をはじめると、ふたりの会話はいつも堂々巡りになる。自分は臣下に落とされた騎士の身の上、同じ腹から生まれたとはいえ、王族として育ったイリア王女とは立場が違う。イオはいつもそう返すのだが、なかなか頑固なところのある実妹は、まったくとりあおうとしない。

「自分は姫をお守りする一騎士です。王族では……」

「でも！　私のたったひとりのお兄様だわ」

　かたくなに言って、不服そうに頬を膨らませ、口を尖らせる。

「あなたの兄上は、国王シュテファン陛下おひとりですよ、姫」

　王族として育った妹と、いずれ王位継承時の揉め事の要因となる可能性を懸念され庶しょ子しであることを理由に臣下の子として育った兄。

　そんなふたりが再会したのは、十年ほど前、姫の護衛役としてイオが城に上がったときだった。イオの出自を知る大臣の誰かが、王女の護衛官として一番安全で適役だと国王に助言したのだろう。

「そんな顔をしていては、美人が台無しですよ」

「いいわ、べつに。ルキウス王に気に入られたいわけじゃないもの」

　結婚なんてしたくない……とイリア姫が零こぼす。

「姫……」

「……わかってるわ。国のため、国民のために生きるのが王家の者の務めですもの」

　穏やかな笑みに滲にじむ諦てい念ねん。

　それを瞬時に、王女としての凛りんとした表情の奥に消し去って、イリアはしゃんっと背筋を伸ばした。

「どんなことがあっても、自分がお守りします」

　騎士として、そして兄として。

「私がノースガルトの王妃になっても、お兄様はずっと傍にいてくださるわよね」

　王位継承時の火種となることを懸念されて臣下の子として育てられた自分と、いずれ他国の王族と政略結婚させるつもりで庶子ながら王女として育てられた妹と、果たしてどちらが幸せなのか。

「もちろん」

　力強く頷くと、イリアは安あん堵どの表情で肩から力を抜く。

「お兄様以上の騎士などおりませんもの」

　勇猛果敢で知られるノースガルトの騎士だとて、イオには勝てないだろうと言う。「かいかぶりですよ」と苦笑を返すと同時に、「気を付けてください」と今一度自分の呼び方を諌めた。

「国境の関が見えてまいりました！」

　従者の声が届く。イオが馬車の窓のカーテンをわずかにずらすと、城塞じょうさいの前に、大国ノースガルトの国旗と王家の紋章を掲げた騎士団が居並ぶ様子が見えた。未来の王妃を出迎える、大陸最強の呼び声も高い、王宮騎士団だ。










　大陸の最南端に位置する小国サザンランドは、周囲を砂漠に囲まれたオアシスの国だ。肥ひ沃よくな大地とは言い難いが、豊富な水資源と南国の太陽の恵みを受けて育つ農産物、産出される稀き少しょうな鉱物が他国との交易を潤うるおし、小国でありながら大陸において存在感を示す、歴史ある王家が治める国だ。

　年間を通しての温暖な気候がはぐくむ陽気な国民性と、おおらかな王家による治政。軍事力ではなく経済力と交渉力とで、長く独立を保ってきた国でもある。

　大陸の最南端に位置する最大の港町は、古くから海洋貿易の要所として栄え、この国に様々な民族の血をもたらした。多くの国が単一民族で形成される大陸にあって、髪の色も瞳の色もさまざま、多種多様な民族の血がかけ合わさった結果だろう、美人が多いと評判なのも、サザンランドの特徴だ。

　陽気でおしゃべり好きで、街はいつも賑やかで。王都の中心に立つ王宮の広場は常に開け放たれていて、開放的な空気が王家への親密感を産む。盛んな交易によってもたらされる各国の産物が流通する市場は、砂漠のオアシスの国とは思えぬほどに物資にあふれ、その豊かさも、国民のおおらかさの要因といえた。

　だが、争いを好まない穏やかな気質は、隣国との摩擦を呼ばないかわりに、他国の干渉を余儀なくする一面を持つ。とくに数年前に新国王に代替わりして以降、外交力の弱体化が国力に影響を与えはじめていることは、政治にかかわる大臣や官僚たちの間で大きな懸念となっていた。

　港町が交易で賑わう裏で、以前はサザンランド側に決定権のあった通貨レートの取り決めや、高価な宝石に加工される鉱物の流通価格といった、国益の根本に影響するあれこれが、じわりじわりと他国に侵蝕しんしょくされつつある現状。

　一番の原因は、先王崩ほう御ぎょを受けて王位についた現国王の資質にあるのだが、それを声こわ高だかに論じる者はない。主に大臣たちの間で、宰相さいしょうを立てるべきだったのではないかと潜ひそめた声が聞かれるだけだ。

　大臣や官僚たちの間の憂うれいが、国民にまで伝でん播ぱしたあとでは手遅れだ。早急に対処する必要がある。

　外務大臣がいかに奮闘したところで、サザンランドは王政を敷く国だ。他国に対して強く出られるのは国王以外にない。国王は国の顔であり、交渉事のすべてを担う立場にある。もちろん細かなことは大臣や担当省の官僚たちが担うのだが、大枠の取り決め、とくに他国との交渉は国王が表に立つ必要がある。

　大陸に国土を持つ国の多くが王政を布くが、群ぐん雄ゆう割かっ拠きょ、大陸に戦火が絶えなかった時代からの、これは伝統といえる。政は国王の手腕によるものと、広く認識されているのだ。

　ゆえに、北の大国ノースガルトのように、王家の血脈であれば嫡子ちゃくし庶子の区別なく強くカリスマを集める者が王位に就く取り決めになっている国はいいが、サザンランドのように王家の正当な血筋を引く男子と決められている場合は、その才を持つ王子が生まれることを祈る以外にない。

　そういう意味で現国王は、穏やかでやさしく好人物ではあるのだが、いかんせん押しの強さに欠け、王位についてさほどの時間もたたぬうちに、先述のような状況を生み出してしまっていた。

　イオカステは、現国王の異母弟にあたる。戸籍上は家臣の子であり一騎士にすぎないが、まぎれもなく先王の血を引く、本来なら王子として王宮で育てられるべき存在だ。

　だが、先王の正妃の子であり王位継承権第一位にあった現国王が王太子であった当時に、すでにその気質を危ぶむ大臣か王の側近か、観察眼のある何者かが、王太子の器を訝いぶかって、庶子の弟王子を次期国王に祭り上げる者がいてはならないと、先王に耳打ちしたのかもしれない。生まれてすぐに、イオカステ──イオは王宮騎士に所属する騎士の家に養子に出された。

　王の側室として離宮に暮らす実母とは、年に何度か会うことが許されていた。きっと母の希望だったのだろう。

　幼心にも、イオは自分の置かれた環境を理解することができていた。自分が王家の血を引いていること、それでも王子ではない現実、実母と暮らせない理由……大人が決めたことであって、自分にはどうにもできない現状を、ずいぶんと幼いうちに受け入れて、養父母に感謝しつつ、いずれ騎士になるのだと、王宮騎士団長の職におさまっていた養父の背を追いはじめたのは、学校に上がる前のことだ。

　妹が生まれたとき、自分とは違い王女として育てられる少女を、特別うらやむことも妬ねたましく思うこともなかった。それ以上に、可愛くて、大切で、絶対に守ってやろうと決めた。王子として守ってやれなくても、騎士として傍にいてやることはできる。

　娘の成長を見届けることなく実母が亡くなり、そのタイミングで王宮騎士団の一員となったイオは、国王の警護からは遠ざけられたものの、王女の警護を担うことを許された。イリアの強い希望あってのことだった。

　イオが騎士の家に養子に出されたのには、意味があったのかもしれない。

　長身にしなやかな肉体、長く先王の寵愛をうけつづけた美貌の持ち主であった母譲りの青い瞳と陽光を写し取ったかに明るい金の髪。およそ武芸とは縁遠い容貌を持ちながら、イオは体術も剣技も戦術論などの座学にも、稀け有うな才能を見せ、養父を驚かせた。王宮騎士団の入団試験をトップの成績で突破したとなれば、素性がどうあれ文句を言う者はない。

　養父母は我がことのように喜んでくれた。自分のような厄介な息子を押し付けられた両親にせめてもの恩返しと思い、重ねてきた努力が実を結んだ瞬間だった。

　それ以上に、剣術や体術、戦術論などの奥深い知識の習得は、イオの興味と好奇心を大いに刺激した。もとより王位になど興味はないし、王子を名乗れたはずが一騎士に落とされた身の上も、特別嘆なげくようなものではないと思っていた。一騎士という自由の身で、鍛錬に明け暮れることのできる日々は僥倖ぎょうこうだった。

　騎士仲間のなかにも、噂程度にイオの素性を知る者はちらほらいたが、イオの騎士としての実力が、下世話な噂話をよしとしなかった。いずれは騎士団長に……などと、気の早い声も聞こえるほどに、騎士としてのイオの腕は、入団間もないうちから周囲の認めるところとなっていた。

　それを快こころよく思わない者ももちろんいる。騎士団内部にはイオをライバル視する腕自慢が何人もいたし、イオの美貌に惹ひかれて群がる女官たちを恨めし気に見やるしかない無骨者たちもいた。

　だがそうした嫉妬の感情は、言ってみれば可愛いものだ。人間関係がはぐくまれる場所ならどこでもあたりまえに生まれる人間感情だからだ。いくらでも対処の方法がある。

　イオの評判を真に快く思わない者は、王の周辺にいた。イオを臣下の子として王宮から追放することを先王に助言した大臣たちだ。

　臣下に落としたはずの王弟が、騎士として名声を得ては、消したはずの懸念がまた浮上するとでも思ったのかもしれない。

　イリアに輿入れの話が持ち上がり、自分にその警護の任が下されたとき、イオは「そういうことか」と、大臣たちの思惑を理解した。

　ようは、厄介な側室腹を、まとめて国外へおいやれる、いい理由ができたということだ。

「我が国の国力を削ぎ、交易路の利権を手にいれようとしているのだ。断れば国軍による侵略をはじめると、水面下で圧力をかけてきた。長く王家が治めてきた豊かなオアシスの王国を、北の無骨者の手に渡すことはできない」

　大臣の説明は、わかりにくい形容詞や装飾言葉で意図的に難解にされていたが、要約すればそういうことだった。気弱な現国王の交渉力では、もはや北の大国の強引な要求を、跳ねのけることができない、と……。

「ルキウス王を討うて」

　王の名代としてイオの前に立ち、そう命じたのは国務大臣だった。「イリア姫をお守りしたいのだろう？」と、餌えさをちらつかせて。

「御ぎょ意いに」

　一家臣であり騎士でしかないイオに、それ以外の言葉は許されなかった。

　だが、たとえ選択の権利が与えられていたとしても、イオは同じ言葉を返しただろう。イリアを傍近くで守れるのなら、それでいい。

　イリアの輿入れに乗じて、潜入し北の大国ノースガルトを統すべるルキウス王を討つ。それが、イオに課せられた密命だ。そのために、はるばる大陸を縦断して、北の地にたどり着いた。

「思っていたよりずっと、緑豊かな土地なのですね」

　馬車の窓から外の景色をうかがって、イリアが声を弾ませる。

「もっと、殺伐とした、寂しい土地かと思っていました」

　凛と響く妹の声に、イオは目を細める。イリアも、自分が北の地へ送られた真の意味を理解している。両国の友好のための輿入れだと説明されているはずだが、それだけではない何かがあると、聡明な王女にはわかっている。己の身が、こういうときのために王族として据え置かれていたのだということも。

「冬になれば、大地は氷に閉ざされると聞いております。サザンランドでは見ることのない雪が降るのだとか」

「素敵。ぜひ見てみたいわ」

　無邪気にふるまう妹の美しい横顔を見やって、イオは胸の奥で決意を固める。己の身と引き換えにしても、イリアを守る。国益のためでも、大臣の思惑を成就させてやるためでもない。自分が命令どおりに動くのは、すべては妹の未来のためだ。

　馬車の両側を、甲冑かっちゅうに身を固めた騎士団が守る。

　大陸最強と噂される騎士団を統率するのは、騎士団長ではなく、北の大国を統べるルキウス王だと聞く。軍事力に重きを置く国らしい。国王は、絶対的な統治者であり、最強の騎士でもあるのだ。

　──あくまでも噂だけど。

　サザンランドの誰も、その姿を見たものはないのだから、噂の域を出ない。外務大臣ですら、ルキウス王とは直接の面談の場を持てたことがないというのだから、国力の差を見せつけられている。

　大陸の北半分をほぼ占める大国ノースガルトは、豊富な地下資源と科学力、軍事力を背景に、海を隔へだてた大陸外にまで支配と交易の手を伸ばす、サザンランドと同等の長い歴史を有する専制君主国家だ。

　最北の地ともなれば、一年の大半を雪と氷に閉ざされる。ゆえに王都ツェントラーデは国土の南方に置かれ、オアシスの鮮やかなグリーンとは質の違う、針葉樹林の深緑が印象的な深い森に囲まれている。

　それが他国の侵略を困難にし、ゆえに独立国家として長い歴史を刻む要因のひとつともなっている。──が、ノースガルトが他国に類を見ない国力を維持しつづけている一番の理由は、歴代の統治者がいずれもカリスマ的な政治手腕を持ち、絶対君主として君臨していることにある。

　他国の政治にまで威光を轟とどろかせるがゆえに、歴代ノースガルト王には嘘か本当かわからない噂話がつきまとうが、とくに現国王ルキウスには、歴代の王とは若干毛色の違う噂話が多く聞かれた。

　いわく、古代の英雄譚に登場する騎士を彷ほう彿ふつとさせる色男だとか、一方で背丈二メートルを超える大男だとか狩場で出くわした巨大なヒグマを素手で倒しただとか、あるいは引きこもりの変わり者で日がな一日書庫にこもって過ごしているだとか。

　まったく同一人物に対してのものとは思えない様々な噂話が、今度こそ真実だとたびたび伝わってくるのだが、あまりにも突飛すぎて、誰も本気にはしていない。

　だが、ただひとつ言えるのは、統治者として類稀たぐいまれな才覚の持ち主である、ということだ。

　ルキウス王の戴冠を期に、ノースガルトの国力を支える土台が変へん貌ぼうしつつあると言われている。豊富な地下資源に頼った物量にものを言わせる軍事力から、最先端の科学技術と情報戦略を駆使した圧倒的な経済力へと。もちろん、大陸最強といわれる王宮騎士団をはじめとする軍事力は増補されこそすれ衰えることはない。

　そうした新時代の変革を成し遂げたルキウス王の手腕は、どれがほんとうかわからない噂話を増長させ、あまりに突拍子もない尾お鰭ひれや端は鰭ひれを付け足す要因ともなっていた。

　そんな絶対君主が統治する大国相手に、のんびりとした気質の王家が治めるサザンランドが、いかな外交手腕を駆使しようとも限界がある。

　ノースガルトは、決して好戦的な国家ではないが、今の勢いに乗じて大陸制覇を考えるのであれば、最南端のサザンランドをまずは押さえようと考えるのは理にかなっている。やり手のルキウス王ならいかようにも実行可能だろう。

　それを回避し、国家としての独立を守ろうとするならば、できることは限られる。

　そうして浮上したのが、イリア王女のルキウス王への輿入れ話だった。

　ルキウス王は独身だが、正妃として迎えられる保証はない。サザンランドを出るときに、イオは大臣からそう聞かされた。

　ノースガルト側からの水面下の圧力が事実で、そんな理不尽がまかりとおるというのなら、イリアを逃がしたうえで、イオは大臣の密命を実行する覚悟でいる。変わり者の色男なのか素手で熊を対す巨漢なのかは知らないが、騎士としての力量には自負がある。退路さえ考えなければ、負けることはない。

「お兄様、妙なお顔をされているわ」

　剣呑なことを考えていたためだろう。せっかくの綺麗な顔が台無しだわ、とイリアが呆れた視線を寄越す。

「姫」

「私とお兄様はそっくりですもの。ご自分の美貌を否定されるのは、私に向けた賛美の言葉が嘘だったことになりますわよ」

　この口の達者さは、いったい誰に似たのだろう。母は、決して話術で側室の座にのし上がった人ではなかった。

　そうではなく、呼び方のほう……とイオが口を開く前に、「イオカステ、ノースガルトのお城にはまだつかないのかしら」などと、芝居じみた言葉を返してくる。遊んでいるのだ。

　イオは苦笑とともに長嘆をひとつついて、「もうそろそろのはずです」と返した。

　──鬼が出るか蛇じゃが出るか。

　妹の幸福はともかく、国家の安寧は、一騎士が背負うには重すぎる重責だ。だというのに、緊張以上に高揚を感じている己の身の内には、たしかに王家の血が流れているらしいと、イオはひっそりと自嘲じちょうした。

　王族を追われた身だというのに。難儀な正義感もまた、王子ゆえのものだろうか。これが業ごうというものかと、頭の片隅で嗤うもうひとりの自分がいた。










　イリア王女一行にあてがわれたのは、王宮の城塞内の一角、迎賓用の離宮だった。

　城塞の様相を呈ていすノースガルトの王城は、ひとつの小高い山を利用してつくられおり、周囲を二重の堀と三重の城塞に囲まれた広大な敷地を有している。山の裾野に城下町として開けたのが、王都ツェントラーデだ。

　一番内側の城塞のなかには、限られた者しか入ることを許されない。城門は屈強な王宮騎士団に守られている。

　迎賓用に設えられた離宮は、二番目の城塞の内側にあって、広い庭園に囲まれていた。一行が通ってきた王都の目抜き通りの様子は見えないが、賑わいは空気を伝って届くような気がする。それほどに、イリア王女一行を出迎えたノースガルト国民は沸いていた。南国の民の陽気さとは異なるものの、短い夏を目いっぱい楽しもうとする北国の気質そのままの、純粋な歓喜が感じられた。

　その歓迎ぶりに、当事者のイリアはもちろんイオも、正直驚いた。ふたりとともに大陸を縦断してきた女官や側近たち、警護の騎士たちも、それは同様だったろう。王族の婚姻が高度に政治的取引の上に成り立つものであることは今更だが、対等とは言い難い小国の王女を王妃に迎えることを、はたしてノースガルトの民が受け入れているとは思えなかったからだ。

　だが、蓋を開けてみれば、「王妃さまバンザイ！」「お美しい王女さまバンザイ！」と、いささか気の早い歓声まで聞かれた。

　なるほど、美貌の主が多いことで知られるサザンランドの姫君がカリスマ的に支持を集める若き王の妃となることへの期待、ということかとイオは理解した。お飾りでいいから、ともかく美しい王妃を、ということだ。

　だが残念ながら、お飾りに甘んじられるほど、イリアは世間知らずな娘ではない。サザンランドに女王制度があったなら、イリアこそが国主となっていてもおかしくはなかった。当人に言わせれば「お兄様の欲目でしかありません」と毎度苦笑されるのだが、イオは本心からそう思っている。

「もっと無骨な城を想像していました」

　イリアが、アーチ窓から望める庭園風景に視線を投げて言う。たしかに彼女の言うとおり、荒涼こうりょうたる北の大地を治める国の蛮ばん勇ゆうのイメージからは程遠い、城はもちろん王都に建ち並ぶ建造物も、思った以上に繊細で凝った意匠が印象的なものばかり。

　イリアのために用意された離宮も同様で、白はく釉ゆう色を基調とした上品な内装も各国から取り寄せたものらしい調度品も、華美な印象も反対に無骨な印象もなく、ひじょうにセンス良くまとめられている。

「なんて上質なリネンでしょう。これほどのものはサザンランドではなかなか手に入りません」

　イリアが感嘆を零す。それはイコール、ノースガルトとサザンランドの国力と技術力の差を意味する。ノースガルトの技術力が、軍事方面にのみ特化されたものではなく、市民生活を潤すものであることが、目に映る様々なものから理解できた。

　気を引き締めなくては、とイオは胸中で己に言い聞かせる。

　課せられた密命と、憂いのぬぐえない横顔を見せる妹と、そしてさりげなくも突き付けられる国力の差。

　そこへ、ノックの音。イリアを御み簾すの奥へと下がらせ、イオも王宮騎士の紋章入りのフード付きの外がい套とうをまとい、剣の柄に手を添える。

　全身を覆う外套は、強い太陽光から身を守るためにサザンランドの民が外出の際に身にまとうもので、サザンランドでは珍しいものではない。王宮騎士の正装として王家の紋章入りのそれをまとうことで、顔を隠せるのはこの状況においては都合がよかった。

「どうぞ」

　ドアの向こうへ声をかける。

「失礼いたします」と、慇いん懃ぎんな声とともに装飾の施された観音開きの扉が開く。離宮の警護にあたる王宮騎士とは違う制服をまとった騎士を従えて部屋に入ってきたのは、この国においてそれなりの地位にあることが、ひと目でわかるいで立ちの中年の男だった。

　貴族階級の人間しか身に着けることのない丈の長いローブの上に金刺繍のほどこされた上着を合わせている。

　指には紋章入りの金の指輪。遠目にもそれを確認して、イオは男の素性を記憶したリストから拾い出した。

　ノースガルト行きを命じられる以前から、国交のある近隣諸国についての情報はある程度頭に入っていたが、今回のためにイオは徹底的にノースガルトに関する情報を集め、必要なものは記憶し、どんな事態にも即対処可能なだけの準備を万端整えてきていた。

　──あの紋章は、財務大臣の……。

　ルキウス王の側近中の側近と言われる人物だ。頭の切れる老ろう獪かいだとひそかに噂される、ノースガルトの政治の中枢にある人物だ。

「遠路はるばる、ようこそお越しくださいましたイリア王女。私はこの国で財務大臣を務めております、ハンネスと申します」

　金庫番か……と、イオは胸中で大臣を分析する。他国の要人を出迎えるのは本来は外務大臣の役目だろう。なのに財務大臣がでばってくる。政治的な力関係によるものか、あるいは家柄の問題か。

　だが、今現在のこの国での国王に次ぐ権力を持っているのは、第二王位継承者である王弟でも、王家の血を引く誰かでもなく、このハンネス卿だということだ。イオはそう理解した。

「ルキウス陛下のお心遣いに感謝いたします」

　御簾の向こうから、イリアが言葉を返す。いつもとはまるで違うつくった口調は、サザンランドの王女としての対外的なものだ。国力の差が歴然としていようとも、せめてもプライドを明け渡す気はないという、イリアなりの意思表示でもある。

「イオカステ」と促され、イオは一歩進み出る。

「イリア王女の警護を任されております、イオカステと申します。姫に関することはすべて、私をとおしていただきます」

　目深にかぶったフードで顔さえあかさない騎士の言葉に、財務大臣は明らかに気分を害した様子だった。

　だが、これがサザンランドの騎士の正装だ。文句を言われるいわれはないし、大臣にしても顔を見せろと言うこともできないだろう。

「イオカステは我がサザンランド随一の騎士であり、わたくしの側近でもあります。随行団の筆頭とお考えください」

「……かしこまりました」

　渋りきった声ながら、ハンネス卿は慇懃に腰を折った。

　その大臣へ、イオはより横柄に聞こえる口調で問う。もちろんわざとだ。

　小国の王女だと、イリアが見下されるようなことがあってはならない。あくまでも国と国の関係、立場は対等だと最初に印象付けなくてはならない。たとえ、水面下でどんな取引がなされていようとも。

「ルキウス王への謁見はいつかないますか？」

　すぐに目通りがかなうわけではないと知っていて、これもあえて問う。

「まずは長旅のお疲れを癒していただきたいとの、陛下のお言葉です。そのあと、姫様には我が国のしきたりを学んでいただき、陛下への謁見はそののち、ということになります」

　代々受け継がれた儀式の式次第にことをすすめるつもりらしい。変わり者と評判のルキウス王でも、守るところは守るのだなと、肩透かしなような、奇妙な感想を抱いた。だが、時間がもらえるのは、こちらとしてもありがたい。

「ずいぶんと手間を踏むように聞こえますが」

　夫となる王に会うのに、いかほどの手順が必要だというのかと、言外に不服を滲ませてみる。大臣は「しきたりを曲げるわけにはゆきませんゆえ」と、予想どおりの言葉を返してきた。

「正式な婚約発表を経ての婚礼の儀となります。詳細は別途時間を設けて、ご説明させていただきます」

　それも花嫁修業の一貫、ということらしい。

「私は陛下とこの国に輿入れする身、嫁ぎ先の習慣に従うのは当然のことです」

「ご理解賜たまわり、感謝いたします」

　婚約の儀かあるいは婚礼当日まで、王に近づくチャンスはないことになる。何か王に近づく手を考えなくてはならない。

　課せられた密命と、イリアの無事と幸せと、そして国の繁栄。天てん秤びんにかけるためには、判断材料が必要だ。

「こちらはルキウス陛下よりの贈り物にございます。どうぞお納めください」

　大臣が手を打つと、再び扉が開いて、女官たちが手に手に何かを掲げて部屋に入ってくる。そしてテーブルや長椅子の上に、それらを並べた。

　ドレスに宝飾品に花や瑞々しいフルーツなどなど……。妃となる王女の気を引こうというのか、あるいはこの国では貴賓に対してあたりまえの贈り物なのか。色とりどりの花が咲き乱れ、多種多様なフルーツが実る南国のサザンランドと違い、色鮮やかな花や強い陽光を好む種類のフルーツは、この国では貴重品のはずだ。

　サザンランドから取り寄せたと思しきものもあれば、ノースガルトの特産品もある。

　ドレスの光沢はすばらしく、宝飾品にはサザンランドでは産出しない大粒の金剛石ダイヤモンドがあしらわれている。

　ドレスのデザインはサザンランドでは見ないもので、ノースガルトの流行かもしれない。上質な絹織物であるのは間違いない。

　そこへ、扉をノックする音。大臣が「何事か」と従えてきた騎士に確認を促す。扉の向こうに確認した騎士が戻ってきて、大臣に耳打ちした。大臣は「なんと」と驚いた声を零し、ひとつ嘆息したのち、その騎士になにやら指示をした。

　イオに断って、騎士がアーチ窓に歩み寄る。そして、薄絹のカーテンを大きく開いた。

　射し込む陽光と青い空。その向こうに、王宮の高い塔が見える。

　三重に施された城塞に守られた王宮は、山のてっぺんに位置する場所につくられている。イリアのために用意された離宮は二番目の城塞の内側にあって、山の中腹あたりに位置するが、王の威光を知らしめるためだろう、城塞のどこからでも、王都のどこからでも、城の塔は何に邪魔されることなく望むことができた。

　その塔の最上部、バルコニーに動くものを見て、イオは窓の近くへ足を進めた。距離があるが、騎士として鍛えられたイオの視力は、その輪郭を捕らえることが可能だった。

「あれは……」

　人間だった。あの塔から下々を見下ろせる人物など、ひとりしかいない。

「ルキウス陛下にございます」

　イオの呟きを受けて、大臣が慇懃に返す。その芝居じみた口調から、これも演出だとイオは感じた。

　北の国とは思えない青い空が広がっている。流れる雲が、上空の風の強さを教える。

　ちょうど塔のてっぺんに太陽がさしかかっているために逆光となり、バルコニーにたたずむ人物が、まるで太陽神を従えているかのように見える。この国の信仰は、太陽にないはずなのに。太陽神を信仰しているのはサザンランドのほうだ。

　まさかそこまで、意図してのものか。イオはぐっと奥歯を噛む。

　遠目にも、王が長身であることがわかった。高い塔のバルコニーに吹き抜ける強い風が長いマントをなびかせている。

　──ルキウス王……。

　どんな評判が聞かれようとも、今現在この大陸で最強の大国の君主であり、それは事実上、大陸の支配者と言い換えられる。

　逆光によって影となった人物と、遠目に視線が合う。いや、塔とイオがたたずむアーチ窓の角度と位置関係を考えれば、あの高さからでは、このアーチ窓の奥を覗くことは不可能なはずで、王の目にはただ窓の形しか映らない。影のなかに立つイオと視線が合うことなどないはずなのに、どうしてか強い視線に射抜かれるような感覚を覚えた。

　御簾の向こうで、イリアもイオと同じ光景を捉えている。

　──……分ぶを弁わきまえろということか。

　高い場所から見下ろして、立場を再確認させようということかと、イオは胸中で毒づく。視界の端に映るハンネス卿の口元に、さきほどまではなかった笑みが刻まれている。

　おまえたちは人質だと、身の程を弁えた言動をしろと、口にせずとも言いたいのだろう。対外的に友好的な婚姻を結ぶのだとしても、その実態が隷れい属ぞくであることを忘れるなと、大臣の目が語っている。

　高い場所から見下ろす視線に感じる、威圧感。

　それを跳ねのけるかのように、イオは高い塔を見上げる。目を凝らしても、太陽を背負ったシルエット以上のものは確認できない。

　風に揺れる薄絹のカーテンを、乱暴に閉める。

　ハンネス卿の眉間にわずかに皺が刻まれたが、無視してアーチ窓を離れた。

　ノースガルト側に、サザンランドへ敬意を払う気はないらしい。それが確認できただけで充分だ。
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　ルキウス王から、イリア王女の身の回りの世話をするために女官や侍従が離宮に派遣されたが、イオの判断で傍近くに置くのはサザンランドから同行してきた顔も素性もわかっている女官と侍従に限定した。

　本来なら離宮に入る人間も限定したいところだが、広い離宮を管理するに足るほどの随行員はいない。極力、ノースガルトの人間がイリアの目の入る場所に配置されないように配慮し、慣れない人間がいると落ち着かないからと言い訳した。ルキウス王の顔を潰すわけにはいかない。

　昨夜はノースガルトの特産品をふんだんに使った料理がテーブルに所狭しと並べられ、その毒見をしようとしたイオを苦笑とともに止めたのはイリアだった。いわく「疑いはじめたらきりがありません」とのことで、イオが止める間もなく、イリアは一番手近にあった皿から大麦のガレットを摘まんで口に運ぶ。

「姫！　お行儀が悪いですよ！」

　イオより早くイリアを諌めたのは、イリアが生まれた時から傍で世話係を務めてきた女官長だった。イオとイリアの実母よりひとまわりほど年上の女官長は、イオの乳母でもあった人だ。生まれてすぐ騎士の家に養子に出されたイオが彼女の世話になったのは短い期間だったが、イオが城に上がったとき、涙を浮かべて再会を喜んでくれた、兄妹にとって真に信用のおける数少ない存在のひとりでもある。

「あら、ばあや、これをナイフとフォークで食べるのは無理よ」

　南国特有の奔放な気質のサザンランドでは、新鮮なフルーツを手づかみで食べるのも普通のことで、それは王侯貴族も変わらない。本国の城では、庭園で実ったフルーツを直接もいで口にすることも、日常だった。おおらかな気質の彼女にしてみれば、近しい人間の目しかない空間で堅苦しい食事など勘弁してほしい、というのが本音だろう。

「よろしいですか姫様、大国ノースガルトの王妃になられるからには、サザンランド王家の評判に泥を塗るようなことは──」

　いつもの小言がはじまって、イリアはウンザリと肩を竦める。

「公おおやけの場ではちゃんとするわ」

「常から礼儀作法に気を付けていなくては、いざというときにぼろが出ます」

　ふたりのやりとりを苦笑を浮かべつつ聞いていたイオは、間合いを見計らって言葉を挟んだ。

「女官長、小言はそのへんで。せっかく用意いただいた食事ですから、皆でいただきましょう」

　イリアひとりではとても食べきれない量の料理が並んでいて、随行の女官や侍従、警護の騎士たちも、ノースガルトの味に興味があるだろうとの配慮だった。

「この先、どんな状況が待っているかしれませんから」

　イオの言葉に、イリアも女官長も表情を引き締め、だが同時に「目の前の状況を楽しみましょう」と、芯の強い女性らしい言葉を返してくれた。

　それが昨夜のこと。

　今朝は今朝で、届けられた朝食をイオが毒見もしないうちにイリアが口にしてひと悶着あったが、イリアはもちろん昨夜の料理を食べた随行員たちの間に体調不良を訴える者もなく、「私を暗殺したところで、ノースガルトに益があるとも思えません」という、イリアの主張を受け入れざるを得なかった。

　午後になって、ルキウス王の遣いが尋ねてきて、これからの予定を聞かされた。

「姫様にはまず、ノースガルトの歴史としきたりを学んでいただきます」

　お抱えの歴史学者と作法を教える女性が寄越されて、まるで学生のように教えを請うこととなった。

　もちろん、いざというときにイリアを守るため、夫となるルキウス王以外に素顔は晒さらせないとサザンランドのしきたりを主張して、御簾ごしの受講となった。かわりにイオが、教師たちに対応した。こちらもフード付きの騎士の正装で顔を隠して。

　御簾ごしでは限界があると感じたときには、イリアは女官を装って、御簾の外に出た。サザンランドから随行している近しい者以外、イリアの素顔を知らないのだから、それが可能だ。

　歴史の長い大国だけあって、歴史学者の講義は長く、とうてい一日で終わるものではない。いったい何日かけて国家の成り立ちを教え込もうというのか。作法に至っては、サザンランドでもノースガルトでも変わらない基本的な作法からはじめられて、さすがにイオが口を挟んだ。

「ノースガルト独特の作法やマナーに限って講義してください」

　王女をバカにしているのかと、意図的に不快感を滲ませれば、女性教師は青くなって、慌ててカリキュラムを組み替えた。怯えさせて申し訳ないが、一から十まで付き合っていられない。

　だが、婚約から婚礼の儀式にいたるまでの流れには、イオも真剣に耳を傾けた。密命を果たすためには、王に近づく隙をうかがわなくてはならない。そのためには式次第を完璧に頭に叩き込む必要がある。

　午後一杯を、花嫁修業と称した講義に費やされることとなった。

　──これでは身動きが取れん。

　適当に理由をつけて離宮を出て、今後に供えて王宮内を探索するつもりでいたイオはあてがはずれた。

　一方のイリアは、思いがけずノースガルトの歴史にも、自国のものとは違う慣習や作法にも興味を惹かれた様子で、ときには女官のふりで御簾の外に出てきて、休憩時間に教師たちと直接言葉を交わしていたりする。

　イリアの希望を汲んで、歴史と作法の授業のほかに、ノースガルトの動植物に詳しい生物学者の授業が加わった。お茶の時間には、茶葉や添えられた菓子についての説明を求め、興味深くそれに耳を傾ける。

　開放的なサザンランド王家の育ちとはいっても、幼い時分から王宮内で育ったイリアには、ノースガルトで新たに目にするさまざまなものが、興味を引いてやまないらしい。

　意に沿わない政略結婚を余儀なくされ、随行員はいるにしてもたったひとりで慣れない土地に送り込まれて、気が伏せってもおかしくはない。と心配していたが、興味を惹かれるものがあるのなら、それにこしたことはない。










　昼間が無理なら、夜中に動くよりほかない。

　闇に隠される夜なら、イオは身軽な恰好で動くことができる。騎士の正装で顔を隠す必要もない。

　三日目の深夜、イリアや女官たちが寝静まったのを見計らって、イオは離宮を抜け出した。サザンランドの王宮騎士の身分を示すものは腰に携えた剣のみ。それも、夜の闇のなかでは、よほど夜目の利く者でなければわからないだろう。

　動きやすさを考えて、短刀一本だけを携たずさえようかとも考えたが、何があるかわからないと思い、念のため持ち出した。

　まずは離宮の周囲の状況を把握すべく散策したのち、王宮の中心方向へ足を向ける。

　一番内側の城塞は王宮騎士と憲兵隊が二十四時間交代制で警護についているが、隙をつくのは不可能ではない。

　君主が有能で平和な世がつづけば、いかに大陸最強と言われるノースガルト王宮騎士団といえども、わずかなゆるみが生じる。そうして生まれたゆるみが、蟻あり一匹通さないはずの警護にわずかな隙をつくる。そこを、見切ればいい。

　一定間隔で行き過ぎる警護の兵をやり過ごして、城塞を越える。長身のイオだが、身軽さも人一倍で、斥せっ候こうとしての能力も高い。夜の闇に紛れて、一番内側の城塞を越えて、限られた者しか足を踏み入れることの許されない王宮中心部へ、やすやすと侵入を果たした。

　藍あい色の夜空に浮かぶ下か弦げんの月の角度と城塞の形を頭に入れて、複雑なつくりの王宮へつづく道を探る。

　これも侵入者対策だろう、広大な敷地には小路や通路がまるで迷路のように複雑に巡らされていて、ともすれば来た方角を見失いそうになる。そのたび空を見上げて、サザンランドの夜とは違う色合いの闇と月を見やった。

　最低限確認すべきは退路。密命を果たしたときに自分が逃げる道を確保するという意味ではなく、イリアを逃がすための経路という意味だ。

　政略結婚は、ようは人質だ。国と国の関係如何いかんで、イリアの立場は変わる。国と国民のために生きるのが王族の務めとはいえ、万が一のときには、イオはひそかにイリアを逃がし、すべての咎は自分がかぶるつもりで随行してきた。王に目通りがかなうまでの間に、睡眠時間を削って外へ通じる経路を探し、王宮の簡単な見取り図をつくらなければならない。

　一番内側の城塞の内部、王宮に近づくほどに、光景が変わってくる。侵入者を阻はばむための石壁や通路、灌かん木ぼくの繁みにハーブガーデン。それが、庭師の手入れの行き届いた庭園に建築士が技巧を凝らした噴水や石畳、といった美しく整えられた景観へと。

　王のために整えられた空間に足を踏み入れているのだと理解した。その証拠に、深夜だというのに警備にあたる兵の数が格段に多い。

　彫像の影に身を隠し、二人組の警備兵が行き過ぎるのを待つ。ここまでくると、さすがに身動きがとりにくい。ここより奥は探索が難しそうだ。

　──そう簡単に、逃げ道は見つからないか……。

　城塞のどこかに、有事に備えた地下通路や隠し扉の類が、かならずあるはずなのだが、そう簡単に見つけられるようでは、それはそれで問題だ。

　──戻るか……。

　今宵は、城塞内部のつくりを確認しつつ、来た道を戻るのが得策かもしれない。道を見失うと、離宮に戻るのも困難になる。それほどに、三重の城塞に守られた王宮の敷地は広大だった。山につくられているから、高低差もあって城塞から城塞への移動は存外と時間を食う。岩場も多い。完全な平地に均ならされているのは、一番内側の城塞の内部、王宮を囲む庭園部分のみだ。

　まさしく難攻不落の城。

　ノースガルトが興されたのは、数百年も昔、大陸各地で百年にも及ぶ戦乱がつづていた時代のことだ。その当時に建城されたがゆえに、このつくりなのだろう。

　平地につくられたサザンランドの城とは、そもそもの成り立ちが違う。サザンランドの王都も城塞に囲まれているが、これほど堅固ではない。

「綺麗だけど、よそよそしいな」

　美しく造りこまれた庭園を見て、呟く。ここに至る途中に見た、自然のまま生命力を見せつけるハーブガーデンのほうがよほどイオの目には美しく映った。これがルキウス王の好みなのだろうか。

　来た道を戻るつもりが、灌木の繁みや石造りの壁に阻まれて、思うようにいかない。離宮の方角は見失っていないが、来たときにたどったのと同じルートで戻るのは難しそうだ。

「この壁の向こうは……？」

　繁みの向こうに城塞のつくりとは違う石壁を見つけて近づく。城塞よりはずっと低く、意匠も施されているから、それを足場によじ登って越えられそうだ。

「この匂い……？」

　壁の向こうから甘い香りが漂う気がして、イオは首を傾げた。果樹園や畑があるのだとしたら、工夫が出入りするために、外へ通じる扉があるかもしれない。

　今晩は、あとはここだけ確認して離宮に戻ることにしよう。つづきはまた明日の晩に。そう決めて、石壁を越える。

　身軽に降り立った地面は、クッションが利いていた。それが一面にはびこる芝によるものだと青い匂いを嗅いで気づく。

　顔を上げて、思わず感嘆の声が出た。

「……すごい……」

　月あかりに照らされる、そこは一面の薔薇園だった。色とりどりの薔薇が咲き誇っている。

　だが、庭園のように刈り込まれたり、人工的に枝の形をつくられたりということはなく、ごく自然な状態で育てられている。その間を、小路が通じていた。

　乗り越えてきた石壁は、この薔薇園を囲むものだったらしい。

　素晴らしい光景に見とれつつ、小路を進む。すると、月明かりに浮き上がる、おとぎ話の一場面のような情景が開けた。

　薔薇園の中心にぽかりと空間が造られていて、薔薇のアーチに囲まれたなかに、白いブランコが置かれている。大人二人がならんで座れる大きさのベンチ型のブランコが、薔薇の花弁を揺らす夜風に、わずかに揺れていた。

「可愛い……」

　サザンランドの城の中庭にもあって、まだイリアが幼いころ、せがまれて一緒に乗った覚えがある。

　想い出に誘われて腰を下ろす。音を立てないようにそっと揺らした。童心に返った気持ちで、夜空を見上げる。

　王女か王妃のためにつくられた場所だろうか、それとも庭師の遊び心だろうか。造りこまれた庭園以上に、イオの目にはロマンティックに映った。

　ふいに気配を感じて、ブランコを止める。腰に携えた剣の柄にそっと手をやる。

「何者だ」

　背後から声がしたときには、イオが抜いた剣の切っ先は、予備動作なく背後に立つ男の喉元を捉えていた。だが同時に、イオの喉元にも、短刀の刃があてられている。

「見ない顔だな」

　背後の声は、そう言ったあとで「サザンランドの者か」とつづける。夜目にも、イオの剣の柄に埋め込まれた王家の紋章を見取ったらしい。

　喉にあてられていた鋼はがねの冷たさが離れる。イオも、背後に向けていた剣を引いて、鞘さやに納めた。

　背後に立っていた男が、ブランコの前に回り込む。思った以上に高い位置に視線を向ける必要があった。自分以上の長身だと気づく。

　月明かりのなか、イオの前に立った男は、全身黒づくめだった。夜の闇に紛れるための装束だと知れる。

　男が手にした短刀の柄には、ノースガルト王家の紋章。上着の袖口に施された刺繍に、ノースガルト王宮騎士団特有の模様を見取る。

　黒づくめの騎士が手を伸ばしてくる。頤おとがいを取られ、顔を上げさせられた。月明かりに、イオの素顔が晒される。男の背後に月があるために、男の顔は逆光になっていてよく見えない。
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「サザンランドの騎士か。名は？」

　騒ぎにはできないと判断した。

「……イオ」

　イオカステと、フルネームを名乗ることもできない。素性がばれる危険がある。下っ端の騎士が迷い込んだならいいわけのしようもあるが、王女づきの騎士が王宮内に入り込んだとなればそうはいかない。

「……あなたは？」

　臆すことなく問い返す。そのとき、月にかかる雲が流れて、月明かりの角度が変わった。男の顔が露わになる。

　──……っ!?

　黒髪緑眼の、精せい悍かんな美丈夫だった。

　歳のころはイオより片手ほど上だろうか。北方民族特有の白い肌に漆黒の髪、サザンランドでも多く産出される最上級の翠玉すいぎょくより透明度の高いグリーンの瞳。

　鍛えられた体躯は、騎士としての力量を剣を交えずとも感じさせる。長身と手足の長さは、剣技においては優位に働くことだろう。

　イオも長身の部類で、騎士として鍛錬を怠ったことはないが、しなやかな筋肉がつくばかりで、目の前の男のような力強さは手に入らない。民族の違いを差し引いても、同じ男として騎士として、羨せん望ぼうを禁じ得ない。

　うっかり男に見惚れて、反応が遅れた。このまま拘束されるわけにはいかない。だが、ただ頤に手を添えられているだけだというのに、身動きがとれない。

　イオに検分するかのような視線を注いだ後、男は「ふむ」とひとり合点して、「つめろ」と意味不明なことを言う。

「は？」

　イオが碧眼を瞬くと、ブランコの隣に男の身体が割り込んできた。

「わ……っ」

　イオはブランコの真ん中に腰を下ろしていた。ようは隣半分を空けろ、ということか。

「な、なに……っ」

「このブランコはふたりのりだ」

「……は？」

　だから、隣に座ったと？

　いったい何を企んでいるのか、と警戒するイオを嘲笑うかに、男は飄ひょう々ひょうと言葉を寄越す。

「アレクだ」

　今更先の問いに応えられても、すぐには反応できない。

「……」

「名を尋ねたのはそなただろう？」

　だから答えたのに、なんだその反応は？　と愉快そうな視線を向けられて、イオは戸惑いに瞳を瞬またたく。

「あなた、ノースガルトの騎士ですよね？」

「まぁ、な」

「いいんですか？」

「なにが？」

「……」

　立ち入ることを許されない区域に自分は夜中に忍び込んだはずなのだが……。捕まえなくていいのか？　と、こちらから聞くのもなんだか間抜けだ。

「ときおり、夜の散歩に出るのがささやかな趣味なのだ。暇ならつきあってくれ」

　アレクと名乗った、たぶんそれなりの地位にあるのだろう騎士は、ずいぶんと呑気なことを言う。

　それなりの地位とイオが判断したのは、あの一瞬で男の騎士としての腕が自分と張るものであることを見切ったためだ。気配を消してイオの背後をとり、喉元に短刀をつきつけた。その気があれば、命を奪われていたのはイオだった。だというのに、この男は自分のほうから先に殺気を散らした。そうとうな手て練だれだ。

「散歩？」

「警備兵が出入りするような場所に見えるか？」

「……見えませんね」

　会話の意図が見えなくて、馬鹿正直に返すよりほかない。

　戸惑うイオに、アレクと名乗った騎士は、さらに唐突な問いを寄越す。

「サザンランドの民は、皆そなたのような風ふう貌ぼうなのか？」

「……？　自分、ですか？」

「健康的な肌色はノースガルトの民にはないものだ。金髪も碧眼もいるが、もっと薄い色味だな」

　イオのように、濃い蜂はち蜜みつ色の金髪も、紺こん碧ぺきの海のような碧眼も、南国特有のものだと言う。

「それに──」

「……？」

　何を言われるのかと、首を傾げて隣を見やったイオに向けられる緑眼。薄い唇が、思いがけない言葉を紡ぐ。

「噂どおり、美しい」

　美貌の持ち主が多いと評判のサザンランドの民だが、多くは女性に対して使われる言葉であって、男でしかも王宮騎士のイオには、これまでに向けられたことのない讃辞だった。

「……は？」

　自分が？　と思わず聞き返してしまう。

「古いにしえに多くの民族の血が混じりあった結果と聞くが、なるほどエキゾチックな美しさだ」

「……ありがとうございます」

　ほかに返しようもなくて、首を傾げつつも一応礼を言っておく。そういう自分こそ、玲れい瓏ろうとした美貌の持ち主ではないか。

「離宮だけではものたりなかったのか？」

　忍び込んできたのだろう？　と、どこか面白そうに訊かれて、「見逃していいのか？」と今一度問う。

「捕らえられたいのか？」

「いや……」

「深夜の散歩くらい、自由にしたらいい」

　そういう問題ではないだろうに……と、こちらが唖然としてしまう。

「アレク卿、あなたは──」

「アレクでいい」

　イオと呼んでいいかと訊かれて、断る理由もなくて頷く。

「ではアレク、あなたは騎士でしょう？　禁じられた区域に無断で入り込んだ他国の騎士を放置していい理由はどこにもないと思うのですが？」

　しかもただの騎士ではなく、指揮官クラスの、それなりの立場にあるのではないかと指摘すると、「よくわかるな」と感心された。だがイオを捕らえる気は毛頭ない様子。

「私の背後をとれる騎士はそういない」

　自信過剰だと笑われるかと思ったが、アレクは「言うな」と口角を愉快気に上げるだけ。

「俺も、急所を捉えられたのははじめてだ」

　たしかにいい腕だと返されて、「その言葉はそっくりそのまま返します」と、こちらもニヤリ。

　剣を交えれば、どんな人間かだいたいわかる。初対面の男を、信用のおける存在とイオは理解した。

「素敵な場所ですね」

「秘密の花園さ」

　甘さを帯びた低い声で俺のお気に入りなんだと言われて、ついクスッと笑ってしまった。怜れい悧りな美貌の主に薔薇は似合いすぎて、それが妙に滑稽に感じる。

「なぜ笑う。女は皆うっとりと聞くぞ」

「そりゃあ、その顔とその声で言われれば……でも生憎、僕は男ですので」

　うっとりはできませんと返す。アレクは「そうか」と考えるそぶりを見せ、それから「面白いやつだ」と口角を上げた。

「大陸最強と謳うたわれるノースガルトの騎士も、存外と俗物なのですね」

　そんな言葉で女性を口説こうとするなんて……と呆れを滲ませれば、「はっきりとものを言うのだな」とまた笑われる。

「俺にそんな物言いをするのは、亡くなった乳母か弟くらいのものだ」

「弟？」

「ああ、俺とは正反対の気質で、植物学者をしている」

「学者……」

　そのあたりの情報から調べれば、この男が騎士団内でどのような立場にあるのか分かるかもしれない。

「我が国の印象はどうだ？」

「……北の大地は、もっと荒涼としているのだと思っていました」

　イオの目的がルキウス王暗殺のための情報収集だと知ったら、目の前の男はどうするのだろう……などと考えながら、適当に話を合わせる。

「南国はさぞ、太陽の恵みにあふれているのだろうな。……そなたの髪の色のように」

　いちいち気障な物言いを挟んでくる。どうやらこれが、この男の素のようだ。

　たいして腕もたたない輩が口にしたなら、即座に回れ右するところだが、この男ならしょうがないかと思えてしまう。騎士としての腕は申し分ないし、何よりこの美貌だ。同性の自分でもそう思うのだから、女性の目にはひどく魅力的に映ることだろう。

「一年の大半は雪と氷に閉ざされると聞いていたので、瑞々しいフルーツも、もはや口にすることはないと思っていました」

「北の大地にも、特有の果樹が育つし、草木の種類は多い。研究のために各国から集めた植物が温室で育っているしな」

　国をあげて学術研究分野での人材育成に力を入れていると聞いて、イオは感心した。サザンランドも教育レベルは高いほうだが、港湾国家であるのもあってひとの出入りが激しく、義務教育がゆきとどかない現実がある。

　地下資源に恵まれ、他国の追従を許さない軍事力を持ちながら、より広い分野で次代を担う人材を育てることに資金を注ぐ。それは、あたりまえに聞こえてその実、各国がなかなか実現できないでいることだ。

　ルキウス王の代になって、産出した鉱物資源をただ輸出するのではなく、それを利用して付加価値を加えることを可能にする、科学技術の発展を進めるための基礎研究に、これまで以上に力を注ぎはじめたと噂には聞いていたが、想像以上だ。

「城も、もっと質実剛健とした造りを想像していました。大陸最強と謳われる王宮騎士団の評判もありますし」

　繊細な意匠のほどこされた離宮はもちろん、視線の先、月明かりに浮かぶ王宮の高い塔にも、複雑な意匠が施されているのがわかる。──が、あのバルコニーから見下ろしていたルキウス王のシルエットを思い出してしまって、思わず眉間に皺が寄った。

「……イオ？」

　どうした？　と訊かれて、瞳を瞬く。

「……っ!?」

　声の近さに驚いて、思わずのけぞった。傍らの男が、イオの顔をのぞき込んでいる。

「睫毛も金色なのだな」

「……は？」

　思わず頓狂とんきょうに訊き返していた。

　ノースガルトの民は、黒髪かブルネットが多い。瞳の色は様々なようだが、イオの金髪が珍しいのかもしれない。

「な、なに……」

「金細工のようだな」

「……」

　だからそういうセリフは自分に言っても意味はないというのに。

「どうした？」

　自分は妙なことを言ったか？　と不思議そうに訊かれて、イオは「いや」と首を振った。どうにも口元に浮かぶ笑みを消せない。

　かなり腕が立つだろうに、この飄々としたというか、天然というか、剣一本で生きていける男のこれも余裕なのだろうか。ノースガルトでは、騎士の位に家柄は関係ないと聞いている。

「ヘンなひとですね。そんなで騎士隊を指揮できるのですか？」

　イオの指摘に、アレクが「ん？」と瞳を瞬く。

「だってあなた、一介の騎士には見えません」

「どう見える？」

「騎士団長にはまだ若いですし、騎士隊を率いる隊長、といったところではないかと思ったのですが」

　違いますか？　と尋ねる。アレクは「どうかな」と誤ご魔ま化かした。

「答える気がないのに訊いたのですか？」

「気分を害したのなら謝る。だが、当たらずとも遠からず、だ」

　そして、身分を名乗らない理由を告げた。

「肩書にとらわれず、そなたと話したい」

　つまりは、彼が何者か知れたら、イオは傅かなくてはならない、それほどの立場にある、ということか。

「僕を見逃したと知れたら、あなたにも罪が及ぶのでは？」

　許されない者が許されない区域にいる。それなりの地位にあるというのなら、なおさら見逃せないのではないか。懸念を滲ませるイオに、アレクはなんとも豪ごう胆たんな言葉を返してきた。

「迷ったとでも言えばいい。事実、城塞内は迷路だからな」

「……」

　それはそうだが……と考えて、とうとうイオは噴き出してしまった。

「あなたの副官に同情します」

　こういう人物の下につく騎士たちは、さぞ大変だろう。騎士としての技量に心酔しつつも、破天荒ぶりに振り回され、気苦労が絶えないに違いない。

「副官を持てるような立場だと言った覚えはないが」

「では、そういうことで」

　命じることに慣れているのが口ぶりからわかる。イオ自身、サザンランドの王宮騎士団においては隊を指揮する立場だったが、同じ主に仕えていたら、きっと毎日意見を戦わせていたことだろう。

「ここは、薔薇の育成園ですか？」

　散策路のようなものはつくられているが、庭園のつくりとはあまりにも違う。庭園の薔薇を管理するための育成の場としての薔薇園かと思ったのだ。ブランコは庭師の遊び心だろうか、と……。

「いや、さっきも言ったろう、秘密の花園だ」

　それは、比喩としての表現ではなかったのか。

「そもそもは先の王妃のためにつくられた薔薇園だ」

「……え？」

　サラリと返された言葉があまりに重要な内容を孕はらんでいて、うっかり鼓膜を通りすぎた言葉が、Ｕターンして戻ってくる。

「えぇぇっ!?」

　それこそ、限られた人間以外立ち入り禁止の場所ではないのか!?　と驚いて腰を上げると、アレクは「気にするな」とイオの腕を引っ張った。

「先王妃はとうに鬼き籍せきだ。以来、ここを訪れる者はない。放置するわけにもいかないから庭師が定期的に世話をしているが、それだけだ」

　豪胆にもほどがある。

「……気にするだろ、フツー……」

　掴まれたままの腕を引っ張られ、イオはぎこちなくブランコに腰を戻す。このブランコも、王妃のためにつくられたものではないのかと思ったら、座るのも恐れ多い。

「これほどの薔薇園だ。訪れる者がないのは先王妃の望むところではないだろう」

　アレクの言い分ももっともだが、それにしても相手が悪すぎる。よりにもよって先王妃のための薔薇園とは……。

　額に手を当てて、「はぁ……」と大きく息を吐き出す。

「あなた、そうとうな問題児でしょう」

「子どものころは、よく乳母に叱られたな」

　彼の副官は絶対に胃を痛めているに違いない。自分だったら願い下げだ。

「絶対に、僕を売らないと約束してください」

　立ち入り禁止区域に入り込んだことを絶対にばらさないと約束してもらわないことには落ち着いて薔薇の美しさを観賞することもできない。

「わかった。ふたりだけの秘密だ」

　もはや呆れるのも諌めるのもばかばかしくなってきた。

「男ふたりで眺めるには、いささかロマンティックすぎますが……でも、本当に綺麗です」

「花は好きか？」

「嫌いな人のほうが少ないと思いますが……」

　イオの言葉に「それもそうだな」と笑って、アレクは「命あるものは皆美しいものだ」とつづける。

　眼前に広がる薔薇園の美しさに見とれ、傍らの男の発する予想外すぎる言葉の数々に驚かされていたところへ、ブランコの背後からガサッと葉音がして、イオは条件反射で剣の柄に手をやった。

「ここは安全だ」

　アレクがそれを制する。

　すると足元から、なぁうと鳴き声がした。

「おまえか」

　アレクの呼びかけに答えるように、ブランコの下から顔を出したのは、一匹の猫。まるでアレクに合わせるかのように、闇夜に紛れる真っ黒で大柄な猫だった。瞳の色もグリーンで、そんなところまで似ている。

　北国を原産地とする種類らしく、毛足が長くとても優美な姿だ。長い尾をぴんっと立てていて、ご機嫌であることがわかる。

「ここらを縄張りにしている野良だ」

　昨夜までは、この猫だけが夜の散歩の相棒だったとアレクが美しい猫を紹介してくれる。大柄な黒猫は、臆することなくアレクの膝に飛び乗った。

「名はなんというのです？」

「君がつけてやってくれ」

　王宮の敷地内に棲すみ着いている野良のうちの一匹だから、名などないという。

　イオがそっと手を伸ばすと、黒猫は鼻先を寄せて、まるで値踏みするかのようにふんふんと匂いを嗅いだ。仲間かどうか、判断するときの仕種だ。猫同士なら、鼻先を寄せて互いの匂いを嗅ぐ。

「あなたがつけてあげるべきでは？」

　こんなに懐いているのに……と首を傾げると、「苦手なんだ」と返された。センスがないのだとアレクが肩を竦める。

「まさか……思いつかなくて今日まで名無しだったんですか？」

　呆れた顔を向けると、アレクはバツが悪そうに視線を逸らした。おいで……と自分の膝を叩くと、黒猫がぴょんっと乗り移ってくる。

「名無しじゃあんまりだよなぁ？」

　イオの言葉に同意するかのように、黒猫がなぁう！　と鳴く。アレクが「調子のいいやつだ」猫の頭をひと撫なで。

「うーんと……、ムスタ」

「ムスタ？　少数民族の言葉だな」

　さすがによく知っている。南方の少数民族の言葉ではなく、北方の少数民族の言葉で黒という意味なのだ。

「ムスタ……いいのではないか。どうだ？」

　イオの膝の上でくつろぎはじめた黒猫に、アレクがうかがいを立てる。まるでひとの言葉がわかっているかのように猫は顔を上げ、なぁうと鳴いた。気に入ってくれたと思っていいのだろうか。そのまま丸くなって寝の体勢に入ってしまう。温かい。

「博学なのだな」

「こちらへ赴おもむくことになったときに勉強しましたから」

　王女についてノースガルト行きが決まったときに、ノースガルトの言葉とともに、下働きの者に多いと言う少数民族の言葉も多少勉強した。読み書き自在にとはいかないが、単語だけでもわかれば片言でもどうにか意思の疎通がかなうのではないかと思ったためだ。

「一騎士がそこまでするのか？」

「……え？　あ……いや、そちらこそ」

　どうにか誤魔化して、問いに問いで返す。

「遠征に赴いたときに、通訳を介していては意思の疎通がかなわんからな」

　──遠征？　貴族階級か？

　アレクの言葉の端々から、ただの一介の騎士ではないと知れる。だがイオは敢あえて指摘しなかった。

　そんな立場の騎士が、短刀一本を手に真夜中の散策とは……。

　よほど腕に自信がなくてはできないことだ。

「王宮騎士団ではどのような鍛錬を？」

　好奇心に駆られて、つい口にしていた。

「ん？　興味があるのか？」

「なにせ大陸最強と謳われる王宮騎士団ですから」

　その実力はどこからくるのかと、騎士なら誰でも考える。

「民族の違いもあるのではないか。サザンランドの民にくらべてノースガルトの民は大柄だ」

　基礎体力の違いだけでも、差は出るだろうと言われて、果たしてそれだけだろうかと首を傾げる。

　たしかにアレクも長身できっちりと筋肉がついているように見えるが、イオが見上げるほど大柄なわけではないし、筋骨隆々という表現が似合う風貌でもない。

「俺など、騎士団の連中のなかに入ったら、小さく見える」

「本当ですか？」

「憲兵や王宮の警護につく隊の連中は、見目も選抜基準に入っているから、そういう印象を受けなかったかもしれないが、前線に出る隊の者たちは、ほとんど猛獣だ」

　そんなふうに言って笑う。ひどい言い方だが、その口調には慈愛の情が感じられた。部下を大切にしているからこその言葉であることがうかがえる。

「サザンランドの騎士は俊敏と聞く。タイプが違うのだから比べても意味はない」

　しなやかな体躯の者の多いサザンランドの王宮騎士は、俊敏性を生かした小回りの良さが特徴だ。

　剣一本を手に、敵陣に飛び込んでいく。軽やかな身のこなしで前線を翻弄し、攪かく乱らんする。

　大陸に平穏が訪れて久しく、戦場を知る者は老人のなかにしかもはや存在しないが、戦術の基本は今も受け継がれている。

「双方の特徴を備えた騎士団が存在したなら、それこそ大陸最強……いや、世界最強の騎士団といえるかもしれないな」

「たしかに……」

　アレクの発想に、イオも大きく頷く。

「面白いですね」

　合同訓練の場を設けられたら、どれほど有意義だろう。だが、自分に求められているのは、ノースガルトとの友好の懸け橋になることではなく、サザンランドをわが物にしようと水面下で画策しているルキウス王の陰謀を挫くじくことだ。

　アレクの発言には、裏を感じなかった。仕える主君が、政略結婚の名目でサザンランドに支配の手を伸ばそうとしていることを知らないのだろう。純粋に騎士として主君に仕えているに違いない。

「明日も来るか？」

「……え？」

　明日の夜も、深夜の秘密の散歩にくるかと訊かれて、イオは返答に困った。今日はたまたま探索途中で秘密の薔薇園に迷い込んでしまっただけだったのだから。

　だが、そんな逡巡も、アレクのつづく言葉によって、あっという間に霧む散さんする。

「明日は、剣を持参しよう」

　イオの胸がドクリと高鳴った。

「手合わせ、していただけるのですか？」

　アレクと剣を交えられる期待が、急速に膨らむ。ひと目で手練れとわかる騎士と手合わせできる機会に恵まれるなんて。しかもノースガルトの王宮騎士だ。

「むろん」

　手加減はしないと言われて、それはこちらのセリフだと返す。

「楽しみです」

　碧眼をきらめかせるイオに、アレクが「そんなに喜ぶとは思わなかった」と苦笑する。

　子どものような反応を見せていたことに気づいて、カッと頬が熱くなった。

　手前味噌になってしまうが、サザンランドの王宮騎士団内には、もはやイオの敵となる剣士はおらず、鍛錬の場ではいつも物足りなさを感じていた。だから、絶対に自分より強いとわかる騎士と剣を交えられるのが、嬉しくてならないのだ。

「寝不足は肌によくないな」

「……はい？」

「せっかくの綺麗な肌にクマをつくっては大変だ」

「……」

　剣を交えようと言ったその口で、今度は女相手にするような心配を口にする。ヘンなヤツだと思ったが、嫌な気持ちにはならなかった。

「イオと過ごすのが楽しくて、つい引き留めてしまった」

　もう月があんなに傾いている、とアレクが夜空を見上げる。月の角度から、思いがけず時間が過ぎていることにイオも気づいた。

「もうあんな……」

　こんなに時間が過ぎているとは思わなかった。離宮に戻ったら、さほどもたたず夜が明けはじめるだろう。

「戻らないと……」

　明るくなれば、闇に忍んで離宮にたどり着くことが難しくなる。ただでさえ、迷路のような道をたどってここにたどり着いたというのに。

「ムスタ、起きてくれるかい」

　イオの膝で気持ちよさそうに寝ている猫を起こすのは忍びなかったが、どいてくれないとイオは立てない。

　膝からそっとブランコの座面に下ろすと、ムスタは耳をぴくぴく尻尾をひとふり、だがすぐにまた丸くなって、爆睡態勢。可愛らしい寝顔に口元が緩む。「おやすみ」とひて撫でして、イオは腰を上げた。

「イオ、こっちだ」

「……え？」

　薔薇園に入ったときに越えた石壁のほうに足を向けようとしたら、アレクがイオに手を差し伸べる。傍らに駆け寄ると、腕をとられた。

「あの……？」

　引きずられるように薔薇園の奥へ。

　石造りの東屋あずまやが見えて、背の高い下草をかき分けるようにして、脇へ足を進める。

　石の土台に紛れて、扉と思しき切れ目が見えた。

「これ……」

　アレクが細工の施された錠前を開ける。鍵が必要なものではなく、一定の手順を踏んでパーツを外していくと開錠されるタイプのものだ。ノースガルトの匠の手によるものだろう。

「離宮に通じる地下通路だ」

「抜け道、ですか？」

「この城は古い。古いにしえにつくられた地下通路や隠し扉があちこちにあって、もはやすべてを把握している者はない」

　途中で崩れていたり、扉が開かなくなっていたり、使えなくなっているものも多いと言う。

　この通路は、夜の散歩を楽しんでいたときに、たまたま見つけたらしい。たどってみたら、離宮の東屋に出て驚いたのだと説明されて、イオはトクリ……と心臓が鳴るのを聞いた。先の鼓動とは別種の、ひやり……とするものだ。逃走経路に使えるかもしれない。

「離宮を経由して、街への近道に使える」

「夜遊びに出かけるときに使っている、ということですか？　不良ですね」

　早くなる鼓動を隠すように、あえて明るく言う。イオが彼の副官ならきっと、お立場をお考えくださいと苦言のひとつを呈したところだろう。

「もっと若いころの話だ」

　最近はしていないと返される。自分に言い訳しなくても……。子どもじみた言いぐさにイオが笑いを零すと、アレクはニンマリと笑った。まったく食えない男だ。

「この通路をつかえば、もっと早くに来られるだろう。明日は月が上がったころに会いたい」

　イオの背を通路へと促しながら、アレクが耳元に唇を寄せて言う。

「こちら側の扉は開けておく」

　待っている、と言われて、三度目、胸がドクリと鳴った。先の二回とはまるで違う音色で。

　低く艶つやのある声音に耳じ朶だを擽くすぐられて、耳まで熱くなる。

「明日の夜、月が上がったころに」

「おやすみ」

　後ろ髪を引かれる気持ちで、地下通路へ身を翻した。

　どういう仕掛けになっているのか、イオが足を進めると、石壁に取り付けられた燭台しょくだいが次々と明かりを灯していく。ノースガルトの科学力に驚嘆する思いだった。

　しばらく行くと、階段が見えて、突き当りの壁を押すと、思いがけず容易に開いた。そっと顔を出すと、そこはアレクの言ったとおり、離宮の中庭に設けられた東屋だった。しかも、テーブルの足に当たる部分に、小さな扉が開くような恰好でつながっている。たぶん、人目につきにくくする配慮だろう。

　平均的な体型の大人ひとりなら抜けられるサイズの扉から這い出て、周囲を確認する。警備の兵の姿はない。よく見るとそこは、イオに割り当てられた部屋のすぐ前だった。その部屋専用の中庭のような造りになっているために巡回の兵の目からも隠されるのだ。

　扉には、薔薇園側の入り口でアレクが開錠したのと同じタイプの錠前がつけられている。内側から開いたのは、果たしてどういう仕組みなのだろう。最初から開いていたのだろうか。

　万が一のときに王族や国家の要人が逃げ延びるためにつくられた地下通路なのだとしたら、出口側にあたる扉に鍵がかかっていないのはわからなくない。逆に王宮に近い薔薇園側の入り口は、賊の侵入を防ぐために、しっかりと施錠されている必要がある。

　入れなくなっても困るから、錠前を外し、扉を元通りに閉めた。そうするとテーブルの影に隠れているのもあって石造りのテーブルの足にしか見えない。

　月明かりが雲に隠れたタイミングを見計らって部屋に戻り、錠前をクローゼットの奥に隠す。

　アレクは、王宮のあちこちに、こうした地下通路や仕掛けがあると言っていた。だとしたら、この離宮から外へ通じる通路もあるはずだ。

　明日以降は、まずはイリアのための退路を確保するために、離宮から外へ通じる通路か抜け道を探すことにしよう。人目を忍べば夜に行動するしかない。寝る時間を削るにも限界があるが、ルキウス王との謁見の日まで、時間は限られているから、やるよりない。

　だが明日は……。

　明日の夜だけは、探索は休みだ。夜空に月が上がったら、アレクと剣を交えるのだから。

「剣の手入れをしておかないと」

　腰に下げた剣を抜いて、うっすらと明るくなってきた空に掲げる。アーチ窓の外にぼんやりと見える明け方近い空の色に、鍛えられた鋼がきらりと光を放った。

　王宮騎士団入りが決まったときに、養父が贈ってくれた剣は、特別名工の手によるものというわけではないが、騎士団長まで務めた養父が選んでくれた実用的な品だ。これまで刃毀はこぼれひとつ起こすことなく、イオの騎士人生とともにある。

　その剣を丁寧に磨いて、床とこに就いたときには、とうに東の空は明るくなっていた。短い時間であっても、身体を横にするだけでも回復力が違う。

　たとえ短い時間でも身体を休めるべく、瞼を閉じる。だが、いつもならすぐに取り込まれる睡魔は襲ってこない。瞼の裏に浮かんでは消える男の顔は、月明かりのなかでしか見ていないはずなのに、妙に細部まで詳細だった。

　明日の夜が楽しみで眠れないなんて、幼い子どものようではないかと、イオは深いため息をついて、頭から上掛けをかぶった。










　ノースガルトの歴史と作法を中心とした花嫁修業という名目の講義は、二日目もみっちりスケジューリングされている。

　御簾の向こうにいるのに飽きたらしいイリアは、イオの忠告も聞かず、女官のふりをして教師にお茶を出しに出てきたりイオに微笑みかけてみたりと、悪いた戯ずら心をのぞかせる程度には、リラックスしている様子だ。こういうところは、イオ以上に腹が据わっている。

「どうなさったの？　今日はあくびばかり」

　休憩時間、教師が部屋を退出したタイミングで声をかけられて、イオはギクリと肩を揺らした。かみ殺していたつもりだったが、イリアにはばれていたようだ。

　夕べ寝られなかったのかと心配げに言うイリアの指摘に、胸中での焦りを押さえて「そうかな」と返す。

　聡明な王女は、イオの嘘などお見通しの顔で、しかし自分のためにイオが何かしら動いていたに違いないと思ったのか、「無茶はなさらないでくださいね」と気遣う言葉を寄越した。

「お気遣いなく。すべて私の役目ですので」

　睡眠時間を多少削った程度のことで、騎士としての腕に影響はない。

「それにしても退屈な授業ですね。こんなものが花嫁修業とは」

　マナーやダンスといった一般的な花嫁修業でなされることは、王女であるイリアにはあたりまえにできてしまうから、あと必要なことといえば、王妃として最低限の知識を教え込むことくらい、ということになるのだろうが。

「そうですか？　私は結構楽しんでいます」

　どんなものでも、知らなかったことを知るのは楽しいと言う。その聡明さに、イオはどんな状況に陥っても、妹を犠牲にすることはできないと、改めて感じた。聡明な王女を失うことは、サザンランドにとって大きな損失だ。

　異母兄のシュテファン国王が無能だとは言わないが、凡人であることは誰の目にも明らかで、もしもイオにその権限があったなら、せめてイリアを宰相に任命しただろうに。大臣たちのなかにも、きっとイオと同じことを思っている人物がいるはずなのだが、立場上口にするわけにもいかないのか、あるいは大臣のなかで一番の実力者である国務大臣が親国王派であることに遠慮してか、そうした声は聞こえない。

　自分の立場以上に国家と国民を思う人間が政治にかかわっていれば、ノースガルトから水面下の圧力などかけられることはなかったろうに。国王はともかく大臣たちは、保身しか頭にないように常々イオの目には映っていた。

「本当に大丈夫ですか？」

　女官の恰好をしたイリアが、イオの前でひらひらと手を振る。はたと我に返って、「大丈夫です」と笑みで返した。

　今日はやけに時間の進みが遅い。だからあれこれ考えてしまうのだ。

　夕方ようやくその日のカリキュラムを終えて、イリアはノースガルトに来てお気に入りになったというハーブティーを所望した。サザンランドではうまく育たない北の大地に適した薬効の高いハーブだという。

「美容にいいのですって」

　イリアが気に入った一番の理由はそこらしい。「美肌効果があるのですよ」と植物学の教師が言っていた。

「姫は充分お綺麗ですよ」と、イオがたしなめても、「だって」と不服そうに言う。

「ノースガルトの女性は皆、肌が白くてきめ細かくて、とても美しいのですもの」

　サザンランドの民は、燦さん々さんと輝く太陽の恵みを受ける大地に暮らすこともあって、健康的な肌の色をしている。

　普段外に出ることのないイリアは、イオに比べたら充分に白い肌をしているのだが、ノースガルトの民の抜けるような透明感とは、やはり系統が違っていた。

　ともすれば病的にも見える青白い肌より、皮膚の下を流れる赤い血の温かさを感じるようなイリアの薄桃色がかった肌色のほうがイオは好ましいと思うのだけれど、女性の価値観はわからない。

　この夜のディナーに出されたデザートに使われているフルーツが栄養豊富で美容にいいと若い娘たちの間で評判になっているらしいと、ノースガルトの侍従から聞きかじってきた傍仕えの女官が話すと、酸味の強いフルーツはあまり好きではないずなのに、おかわりまでして食べていた。

「食べなれないものは、あまり多く口になさらないほうが……」

　イオが諌めてようやく、スプーンを置いたほど。

　不安なのだろうか。イリアの行動をうかがって、イオは考えた。顔も知らない相手に嫁ぐことを強要され、遠く異国に赴いてきた。イオと女官長が傍にいたところで、不安は拭えないだろう。

　精神的な不安は、食欲や味覚を狂わせることがあると聞く。イリアの様子に常以上に注意を払ってくれるよう、女官長に言っておいたほうがいいかもしれない。

　夜の帳とばりが降りて、東の空に月が昇る。

　自室へ下がったあと、廊下の気配に耳を欹そばだて、警備にあたるノースガルトの兵たちの様子に変わったところがないのを確認して、イオは窓から中庭へ身を翻した。

　今宵は雲がなく、月が明るい。手合わせにはうってつけだが、闇に紛れることは難しくなる。

　だが、アレクが地下通路を教えてくれたおかげで、昨夜のような危険を冒して遠回りする必要はない。

　明るいうちに、散歩と称して、離宮内をしばらく探ったが、他の隠し扉の類は見つけられなかった。東屋の他の石壁を探っても、別の通路に通じる扉はない。明日以降、散歩以外の何か理由をつけて、離宮内をもっと探る方法を考えなくては。

　だが今宵は、それ以上の探索は諦めて、昨夜……いや今朝がた出た扉から、地下通路へと降りる。イオの足が階段につくと、背後で勝手にドアが閉まった。やはり何かカラクリがあるようだ。

　通路に燭台の火が灯る。昨日はじっくりと観察する時間のなかったそれをあらゆる角度から見てみたが、イオにはどんなカラクリが施されているのか、さっぱりわからなかった。

　物理や科学の考えの上に、石工や技術者ならではの伝統の技が組み合わされているのだろうと想像するが、それが限界だ。

　天井は高くない。イオが直立して、ギリギリ頭がつかない程度。アレクなら身をかがめなければ通れないだろう。

　周囲を観察しながら歩いていたら、あっという間に出口……いや、入り口に着いていた。昨夜も、直線距離になるとこんなに短かったのかと驚いたが、その驚きをまた新たにする。昨夜イオが城塞を超えて忍び込んだとき、迷路のように張り巡らされた小路や通路に、どれほど手間取っていたかが知れるというものだ。

　薔薇園側の出口の扉は開いていた。月明かりが注いでいる。

　イオが足を止めると、人影が覗いた。シルエットで、アレクだとわかる。

　手を差し伸べられた。

　女性ではないのだから、手助けなど無用だと胸中で毒づきながらも、つい手を差し出すと、向こうから強く握られる。ぐいっと引かれて、扉をくぐった。

「よかった」

　アレクの端整な唇からこぼれたのは、再会のあいさつには不似合いな言葉。イオが首を傾げると、「本当に来てくれるか、実は不安だった」と心情を明かした。

「約束しましたから」

　剣を交える約束を楽しみにしていたのは自分だけなのかと返せば、アレクは「まさか」と肩を竦めてみせる。

「もちろん楽しみにしていたさ」

　そう言って、アレクは腰に下げた剣の柄に手をやる。手足の長い彼に合わせてつくられたものだろう、実戦に適した長剣だった。

　東屋の周囲は開けていて、手合わせをするには充分な広さがある。薔薇の甘い香りに包まれた優雅な場所ですることではないかもしれないが、王妃ための秘密の花園だからこそ、誰の目も気にすることなく剣を交えることが可能だ。

　東屋のテーブルには、ノースガルトで広く呑まれる蜂蜜酒と、サザンランド特産の発泡白ワイン、瑞々しいフルーツの篭かご盛もりが用意されている。

「ディナーは？」

「ノースガルトの名物をいただきました」

「喉は乾いていないか？」

「汗をかいたあとなら、美味しくいただけそうです」

　背の高い下草の繁みがガササッと揺れて、そこから黒い獣がぬっと顔を出す。ムスタだ。立てた尾をひとふり、なぁうとひと鳴きして、東屋のベンチに飛び乗った。イオに顔を見せに来てくれたようだ。

　ムスタの撫で心地を堪能するのも、あとにしよう。

「まずは一戦」

　イオが剣の柄に手を伸ばすと、「いいだろう」とアレクが応じる。

　一定の距離をとって、向き合う。

　剣を抜き取って構えたイオは、正面に捉えた男の姿に、「へぇ……」と胸中で感嘆した。アレクは剣をぬいていなかった。鞘に納めたまま、柄に手を添えてもいない。

　──抜刀術か。

　戦場で彼が剣を抜いたが最後、血を見ずには終われないということだ。

　イオの胸を、高揚が満たす。こうして対峙しているだけでも、アレクの力量がうかがえる。久しく対峙していない相当な手練れだ。

　互いに見合ったまま、じりじりと時間が過ぎる。互いの隙をうかがって、切り込むタイミングを決めかねている。これほど隙のない相手もはじめてだ。

　薔薇の葉を揺らす風が吹き抜ける。

　ムスタのものではない、猫の鳴き声。少し離れた場所から聞こえてくる。ムスタ以外にも、棲みつく野良猫がいるのだろう。

　雲に隠れていた月が姿を現す。それが合図となった。

「──……っ！」

　イオの剣がアレクを捉える。遠慮はしていない。本気で切りかからなければ負けるとわかっているから、手加減などしなかった。

　響く鋼と鋼がぶつかる硬質な音。

　たしかにアレクの脳天を捉えたはずのイオの剣が、アレクの剣に阻まれる。柄と柄がぶつかり鎬しのぎを削る音、息づかい、間近に見据える眼光。翡翠色の瞳の奥に、戦いを知る者のギラつく光を見る。

　──こいつ……。

　背後に飛び退って、間合いを取る。

　その瞬間を狙って、空を切る鋼。イオの軽やかな身のこなしを見たアレクが、口元に笑みを刻んだ。

「ずいぶんと余裕ですね」

「その言葉はそっくりそのまま返そう」

　苛立ちを隠すための揶揄に、余裕の笑みで返される。くそ……っ！　と胸中で毒づいて、イオはそれならと戦法を変えた。

　間合いを開けず切りかかり、追い詰める。イオの剣を受けながらアレクは一歩一歩後ずさるものの、焦る様子はない。受け流されているだけだ。

　──本気を出させてやる！

　イオの剣の切っ先が、アレクの黒髪を数本落とした。それを視界の端に捉えて、アレクが緑眼を眇める。口元に刻まれていた余裕の笑みが消えた。──次の瞬間、腕に鋭い衝撃が突き抜けた。

「……っ！　く……っ」

　トス……ッと、重い物が土に刺さる音。イオの手から、剣が消えていた。弾き飛ばされたのだ。

「くそ……っ、参りました」

　毒づきながらも負けは認める。剣を奪われるなど、修練をはじめた幼いころ以来だ。

「大丈夫か？」

　ケガはしていないかと鞘に剣をおさめながらアレクが尋ねてくる。

「大丈夫です」

　地面に刺さった剣を抜いて刃毀れなどしていないか確かめる。

「もう一本、いいですか？」

　剣を構えて請うと、アレクは「望むところだ」と受けてくれた。

　二本目は、懐に入り込んだイオがアレクの喉元を捉えると同時に、アレクの長剣がイオの腹を捉えて、相討ちになった。

　実践なら、どちらも死んでいる。

　三本目は、ふいに下草の陰から姿をあらわした獣に気を取られたアレクの隙をついて、イオが喉元に切っ先を突き付けることがかなった。アレクは両手を上げて「降参だ」と肩を竦めたものの、足元にすりよるムスタとは違う毛色の猫の甘えた鳴き声に毒気を抜かれ、「勝った気がしません」とイオが口を尖らせるはめに陥った。アレクが気をとられたのは、薄茶色のスレンダーな猫だった。

「おまえ、わざとじゃないだろうな」

　なんというタイミングだ……と呆れた声をかけ、アレクが薄茶色の猫を抱き上げる。うなぁうと不服げに鳴いて、猫はアレクの腕を飛び出してしまった。そして東屋のベンチで眠るムスタの隣へ。不服をぶつけるように、ムスタの頭に猫パンチをくらわせる。ムスタは驚いた様子で緑眼を見開き、犯人を認めると、興味をなくしたようにまた丸くなる。その様子をしばし眺めていた薄茶の猫も、誘われたようにムスタの傍らで丸くなった。

　一連の様子を唖然と見ていたイオとアレクは、顔を見合わせて、同時にククッと笑いを零す。

「あの子、ムスタの友だちですか？」

「たまに一緒にいるのを見かけるが……番つがいというわけでもないようだな」

　雄同士だし……とアレクが苦笑する。

「兄弟とか？」

　猫は同時に毛色の違う個体を産む。黒猫と薄茶猫が兄弟でもおかしくはない。

「汗をかいたな。ひとやすみしよう」

「あとでもう一勝負」

　いいでしょう？　とお願いすると、アレクは「確実に一本取るまで終わらないんじゃないか」と苦笑しながらも、頷いてくれた。

「どちらにする」

「喉が渇いたので発泡酒のほうを」

「では俺もそうするか」

　栓を抜いた瞬間から発泡し発酵が進みはじめる白ワインは、時間がたつと味わいが変化する。篭に盛られたフルーツのなかに、サザンランドで日常的に食べられる小ぶりな柑かん橘きつを見つけて、イオは添えられたナイフでサッとふたつに割り、グラスに注がれた発泡ワインに果汁を注ぐ。

「サザンランドではこうして呑むのか？」

「そのままでも美味しいですけど、こうすると爽やかでいくらでも呑めるんです」

「強いのか？」

「どうでしょう？　前後不覚になるほど呑んだ経験がないので、よくわかりません」

　でも、付き合いで呑まされる場面において、酔っぱらって粗相した記憶はないし、それ以前に顔色もあまり変わらない。

「酒に弱くては、王女の警護など務まらんだろうからな」

　酒場で酔っぱらって警護計画や王室のプライベートをペラペラとしゃべるようでは王宮騎士など務まらないとアレクが言う。

「そういうあなたも強そうです」

「一度心地好く酔ってみたいものだと思っている」

　なるほど、相当なザルのようだ。

「ふたりの出会いに乾杯」

「剣を交えられて光栄です」
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　アレクの気障な言い回しにくすぐったい気持ちにさせられながらも、イオは生真面目に返した。口数が多いタイプではないのに、どうしてこういう甘い言葉だけはスラスラと出てくるのだろうか。

　サザンランドを出るしばらく前に口にしたきりだった発泡ワインは、馴染んだ味で心地好くイオの喉を潤してくれる。

「……旨いな」

　アレクははじめて呑んだのか、感嘆を零した。

「サザンランドの味はお口に合いましたか？」

「発泡白ワインは以前に呑んだことがあるが、こういう呑みかたははじめてだ。この実はこうして使うものだったのか」

　イオが割って使った果実を取り上げて感心する。

「これはサザンランドから取り寄せられたのですか？」

「いや、温室で育ったものだ」

　各国の植物を育てて研究していると話しただろう？　と言われて、果樹が実るほどの立派な温室なのかと改めて驚く。

「王弟殿下の趣味だ」

　たしかニコラス殿下といった。大陸各地に足を運んで植物学の研究に勤いそしんでいると噂に聞く、研究分野では世界的な権威だ。

「研究のために育てられているのでは？」

「ときどきおこぼれがあるんだ」

　それはアレクがそれなりの立場にあるからだろう。もしかしたら王弟づきの警護騎士なのかもしれない。

「ほしいものがあれば希望を言ってみるといい。あるものなら離宮に届けられるはずだ」

　サザンランドから取り寄せていては瑞々しさが損なわれてしまうが、王宮の温室で育つものなら、もぎたてを王女に届けられるという。

「今のところ、はじめて見るノースガルトの花や果物に興味津々で満足しているご様子ですから……」

　つい返してしまって、慌てて口を噤つぐんだ。イリア王女に近い位置にいる、自分の立場を吐と露ろしたに近い言葉だったと気づいたためだ。

　騎士の正装は顔がかくれるから、式典の場でアレクと顔を合わせても、フードをとらない限りイオとはわからないだろうが、それでも立場を明らかにはできない。

　イオの失言に気付いただろうに、アレクは何も言わない。

　そのかわりに、半分あいたイオのグラスに発泡酒を注ぐ。そして今度は自分で果実を半分に切って、イオのグラスと自分のグラスに果汁を絞った。爽やかな香りがあたりに広がる。

　食べ物の匂いだと気づいたのか、ベンチで丸くなっていた薄茶色の猫が顔を上げた。つづいてムスタも。

「そいつにも名をつけてやってくれないか」

「……ココ」

「そのままだな」

　サザンランド近隣の少数民族の言葉で薄茶色の意味だ。言い当てたアレクの語学への博識ぶりに驚いて、イオは目を瞠みはった。ムスタは北方の少数民族の言葉だったからアレクが知っていても不思議はないと思ったが、南方の言葉まで？　一騎士が？

　もしかすると、この若さで王宮騎士団長もありえるかもしれないと思えてくる。

「どうした？」

「次はそちらをいただきたいです」

　答えを返すかわりにイオが指したのは、ノースガルトの蜂蜜酒の瓶。甘い蜂蜜を自然発酵させてつくる強い酒だ。

　杯に注がれた液体はとろりとしていて、とても甘そうな香りがする。寒い季節に身体を温めてくれる酒なのだろう。

「冬場は湯で割るのだが、この時期は──」

　言いながらアレクが取り出したのは石でできた蓋つきの器のようなもの。布に包まれた何かが収められている。蓋を開けるとひやり……とした空気が流れてきて、イオは「まさか」と目を瞠った。

「氷ひ室むろから持ち出してきたんだ」

「氷……！」

　南国サザンランドでは高級品で、ほとんど目にすることはない。

「冬の間に山の清流から切りだしたものを、王宮の氷室に保存してあるんだ。夏場はこれを料理にも使う」

　アイスピックで割った氷が、カランッと杯に落とされる。濃度の高い蜂蜜酒にじわじわと溶けた水が広がっていく。

　甘い酒が、氷で冷やされたことで喉越しよく食道を冷やしていく。汗をかいた身体に冷たさが心地好く、イオは一気に呑み干してしまった。

「大丈夫か？」

「美味しい……！」

　感嘆を口にすると同時に、おかわりを要求して杯を差し出す。アレクは少し驚いた顔をしたあと、愉快そうに口角を上げた。

「気に入ったようでよかった」

「甘すぎる酒は苦手なんです。でもこれは美味しい！」

「野生蜜を使わないとこの味にならない。養蜂で採取された蜂蜜ではダメなんだ」

　アレクの説明を聞きながら、二杯目もあっという間に呑み干してしまう。アレクは「本当に大丈夫か？」と目を丸くしながらも、さらにおかわりを注いでくれた。

　いつの間にか、ココがイオの膝に乗ってきて、その温かさとやわらかな毛並みを堪能しながら、篭に盛られたフルーツにも手を伸ばす。

　イリアの前では、常に兄であり騎士であろうとするために、遠慮なく飲み食いすることはない。育った環境から、親しい友だちもいないイオには、仕事関係の集まり以外で呑み明かすような仲間もいない。だから、アレクと気兼ねなく呑みかわせるのが、楽しくてならなかった。

「あなたの剣、あれは抜刀術ですか？」

　北国の剣術は、もっと力任せの荒っぽいものかと思っていたと感想を述べると、アレクは「幼いころに旅の剣士に習ったものだ」と返してくる。

「まさかそれって……」

　イオが尋ねると、アレクは大陸に暮らす騎士なら誰もが知る、極東の小国発生の剣術流派の名を上げた。その名人がたまたまノースガルトに立ち寄ったときに長逗留ながとうりゅうして、そのときに習得したのだという。

「うらやましい……」

「俺でよければ教えよう」

「ぜひ！」

　杯に残った酒を呑み干して、イオが腰を上げる。アレクは唖然とした顔で「いますぐか？」とイオを見上げた。

　そのアレクの腕をとって、「いますぐです！」と引っ張る。アレクは「アルコールは大丈夫なのか？」とイオの頬に手を伸ばしてきたが、そこにアルコールによる火照りがまるでないことに気づいて、呆れた顔で目を瞠る。

「驚いた」

　ノースガルトの王宮騎士でも、あんな呑み方をして平然としているものはなかなかいないと言う。

「言ったでしょう？　酔ったことはないって」

「そのようだな」

　傍らにすり寄って寝ていたムスタの頭を一撫でして、アレクが腰を上げる。イオに引きずられるように東屋を出て、期待に目を輝かせるイオを見て長嘆を零した。

「まったく色気も雰囲気もあったものではないな」

　そんな言葉を吐き出して、やれやれと肩を竦める。

「アレク？」

　アレクが何をぶつぶつ言っているのかわからなくて、イオは早く！　と急かした。

「脱力して立て」

　全身の力を抜いて、自然な立ち姿で立てと言われる。

「こう……？」

　言われたとおりにすると、イオの背後にまわったアレクが、後ろからイオの脇に腕をまわしてきた。

「わ……っ」

「こら、力を抜いて立っていろと言っただろ」

「でも……っ」

「姿勢はこう、腕は力を抜いてこう、無理はないだろう？」

　後ろから姿勢や腕の位置などを直されて、イオはその無理のない立ち姿に感嘆した。これだからこそ、あの間合いで剣が抜けるのだと理解する。

「さすがに呑み込みが早いな。無駄な筋肉がついていないのがいいのか……」

　そんなことを言って、アレクはイオの腹を撫でる。

「ちょ……、アレク!?」

「ノースガルトの兵は、ともすれば筋肉過多でな。この技は習得できんのだ」

「……へぇ」

　断りもなく触られて怒ったのも一瞬、すぐに興味津々と背後をうかがう。

「その状態で、剣を抜いてみろ」

　動きに無理はないはずだと言われて、「ホントに……」と感心しきり。イオをその場に、アレクが背後から離れる。どうするのかと思っていたら、東屋に戻って、篭から小ぶりな木の実を持ち出した。

　予告なく、予備動作もなく、いきなり手にしたものをイオに向かって投げつけてくる。

　反射的に剣を抜いたイオの一メートルほど先で、木の実が真っ二つになって地面に落ちた。

「お見事」

　アレクが愉快そうに賞賛の言葉を寄越す。

「基本中の基本だ」

　普通はそこへ行きつくまでにそうとうな鍛錬を必要とするのだが……と、イオの呑み込みの早さにも感嘆を寄越す。

「あとは使い慣れるしかない。抜いていない状態で剣を向ける輩と対峙するのは、なかなか勇気がいるものだ」

　深い息をついて、イオは剣を鞘に戻した。手ごたえは目に見えるものではないのに、つい開いた両手に視線を落としてしまう。

「この呼吸……」

「そうだ。ポイントは呼吸だ」

　すごい！　面白い！　と目を輝かせるイオに、アレクがたまりかねたように笑いを零した。

「……なんです？」

「いや、失礼。子どものようだと思って」

　ふいに頬が熱くなった。

「僕、はじめてで……」

「……？」

「友だちと切磋琢磨するとか、教えあって鍛錬を積むとか……そういうこと、したことなくて……」

　いつもひとりで修練に励んでいたから、誰かと共通の喜びを分かち合うことなどなかった。友だちというのはこういう喜びを分かち合える存在なのだと、はじめて知った気分だ。

「君は……」

　アレクの眉間に怪け訝げんそうな皺が寄せられているのを見て、イオははっと我に返った。

「あ……いえ、えっと……も、もう一度、手合わせしませんか？」

　習ったばかりの技を、すぐに試してみたい。

「君は見た目によらず体力があるな」

　細いのに……と言われて、イオは「失礼な」と眉を吊り上げた。

「負けたときには、誠心誠意詫びよう」

「その言葉、忘れないでくださいね」

　付け焼刃がアレクに通じるわけがない。阻まれても阻まれても、イオはアレクに挑んだ。

　ついにはアレクが「少し休もう」と言い出して、「降参」するまで、イオは絶対に自分からは引かなかった。

「見た目に騙された。とんだじゃじゃ馬だ」

　アレクがムスタの寝床を奪うように、疲れたといって東屋のベンチに横になる。寝床を奪われたムスタがお返しとばかり、アレクの上に乗って、「重い」と訴えてもどく気配がない。それどころかココまで呼び寄せて、さらに重石を乗せてくる。

「だらしないですね。歳ですか？」

　イオが揶揄うと、アレクはムスタとココの背を撫でながら苦笑する。

「君と片手ほどしか離れていないつもりだが」

　おじさんですね、と笑うと、アレクは「明日、泣きをみてもしらんぞ」と苦い声で返してきた。

「明日も」

「月が昇ったころに」

　この夜も、約束をしてわかれた。

　離宮に戻るのが、もどかしい。もっと一緒にいて、もっといろいろ話したい。そんな気持ちを口にしかけて、できないまま呑み込む。

　今だけの関係だ。

　もしかしたら、アレクの剣が自分の心臓を貫くことになるかもしれないのだ。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　別れ際、アレクは汗に濡れたイオの髪を梳すき、「離宮の浴室にゆっくりつかるといい」と見送ってくれた。

　ノースガルトには、温泉が湧く。源泉かけ流しの湯がとうとうと流れて、二十四時間いつでも好きなときに湯を使うことができる。

　離宮に戻ったイオは、アレクに言われたとおり、ゆっくりと湯に浸かって汗を流した。湯を出てようやく、使い慣れない筋肉を使った結果の疲労を覚えて、アレクの気遣いに口元を緩める。

　こうなるとわかっていて、あんなことを言ったのだ。

「明日泣きをみるのは僕かな」

　小さく笑って、愉快な気持ちのまま、床に入る。

　でも、楽しい気持ちは長くつづかない。ひとりになれば、嫌でも国を出るときに国務大臣から告げられた密命が鼓膜に蘇よみがえってくる。

『ルキウス王を討て』

　そして、イリアとサザンランドを守る。それがイオに課せられた使命だ。

　アレクを騙すことになるのだな……と思ったら、それまでは感じたことのなかった息苦しさが襲った。

　詫びて許されるとは思わない。どのみちこの命は捨てることになるのだろうから、それで許してもらうよりほかない。










　午後の講義の休憩時間、今日はサザンランドから持ち込んだハーブティーで一息ついていたところへ、離宮づきの侍従が書簡を届けに来た。イオ宛の親書は、シュテファン国王とスキロス国務大臣からの二通。ノースガルトの検閲が入った様子はない。

　自室にこもって封を切ると、異母兄シュテファンからの親書は、秘書官による代筆だった。国王の親書にはよくあることで、事実国王からの手紙であることを示すために、紋章入りの封蝋がされ、おさめられた手紙にも同じ紋章の押印がなされている。

　大臣からの手紙と国王からの手紙と、文面は違っても、結果的に言おうとしていることは同じだった。

『ノースガルトとの水面下の交渉に難航している。ルキウス王とイリア王女との婚礼の儀が執り行われれば、もはや属国としての道しか残されていない。しかもイリアは王妃とは名ばかりの側室扱いされるのが目に見えている。

　だが、ことはルキウス王の独断で進められているきらいがあり、ルキウス王を討てば、交渉如何によってサザンランドの権益は守られ、イリアも無事に帰国できるだろう。

　何がなんでも、ルキウス王を討て』

　読み終えた親書を、イオは燭台の炎で燃やした。

　ルキウス王との謁見の日までに、イリアを逃がす算段をつけなければ。最悪の事態を考えておかなくてはならない。

　アレクを、利用させてもらおう。

　イリアを守るために、自分の感情には蓋をする。それが自分が騎士として生かされた意味だ。










　大仰な礼服を好まないアレクは、公務以外ではいつも身軽な騎士服姿だ。いいかげん自分の立場を自覚してほしいと側近には言われるが、好まないものはしかたない。

「あまりうるさくは言いたくありませんが、夜遊びもほどほどになさってください」

　口うるさい老人の苦言には耳を傾けておく。

「いい歳の大人に言うことでもないと思うが」

「はやく花嫁をお迎えくださって、身を固めてくださりさえすれば、私は安心して天に召されることができるのですが」

　ここ数年、同じ苦言ばかり聞いている気がする。だが、家のための結婚など、どうしてもピンとこないのだ。それに形ばかりの結婚をするのなら、急ぐ必要もない。

「あと百年は生きそうだがな」

　ぼそりと返すと、

「何かおっしゃいましたか？」

　耳ざとく返される。矍鑠かくしゃくとした老人がいなければ、アレクの身の回りの生活はまわらない。彼の息子も身近に仕えてくれているが、まだまだ修行の身だ。

「いいや、なにも」

　とぼけて返して、アレクは剣に手を伸ばす。

「いったいどんなお方なのでしょう」

「ん？」

「あなたさまに、そんなに楽しそうな顔をさせる美女は」

　老獪な側近の探る言葉に、アレクは「ふむ」と考えるしぐさを見せた。

「美しいが、美女ではなない」

「ほほう」

　それだけで、長い付き合いになる側近には、アレクの言いたいことがわかった様子。

「うっかりすれば寝首をかかれかねん、手練れだ」

「あなたほどの方にそう言わしめるとは……お目にかかる日が楽しみです」

　いつ紹介してくれるのかという伺いには答えず、アレクは剣を腰に部屋を出る。

「薔薇園の東屋にはご希望のものをそろえておきました」

「すまんな」

　側近の手をかりなければ、もてなしひとつできない。自分はその程度の男だとアレクは自嘲する。

「まったくご兄弟そろって、手のかかることでございますよ」

　自分以外にも側近の手を煩わせている者がいると聞いて、アレクは足を止めた。

「あれはまた温室にこもっているのか？」

　アレクとは正反対の気質の弟は、天才的な頭脳の持ち主だ。

「ええ、でも……」

　側近が愉快そうに笑うのを見て、アレクは「なんだ？」尋ねる。

「こんなところまで似ておいでとは……どうやらここしばらく、お気に入りの女官がいらっしゃるようで」

「ほお……」

　弟も、意中の相手を射止めようとしているのか、あるいはもう射止めたのか。人目のない温室に茶の用意を頼むと言われれば、側近の期待も膨らむというものだ。

「弟君に先をこされませんように」

　花嫁を迎える順番があると言われて、「俺は一向にかまわんのだがな」を肩を竦めたら、幼いころに叱られたときと同じ顔で睨まれた。

「この国にあなたさまをどうこうできる輩などいないとわかっておりますが、くれぐれもお気をつけください」

　側近としてのもの以上の気遣う言葉には「わかっている」とだけ返す。

　部屋を出ようとして、足を止める。

「例の件だが……」

「あちらから反応はございましたか」

「おまえが育てた斥せっ候こうは優秀だ。思ったとおりのようだぞ」

「さようでございますか」

　嘆かわしいことです、と老側近は肩を落とす。

「金と権力が人をだめにさせる。今にはじまったことではない、人間の業だ」

「そう自覚しさえすれば、ひとは業に呑み込まれることはございません」

　側近の言葉に、アレクは口元に笑みを刻む。

「幼い私にそう教えてくれたのはそなただったな」

　老獪の言葉は、経験に基づく重さがある。

　アレクの言葉に満足げに微笑んで、老側近は「お気をつけて」と見送ってくれた。

　視線を上げて、藍色の空の低い位置に月を認める。

　東の空に月が昇るのが、こんなに待ち遠しいと思ったことはない。










　イオが地下通路から通じる東屋の扉を抜けると、アレクは東屋のベンチで二匹の猫を膝に月を見上げていた。

　ムスタは動かないがココはピクンッと顔を上げたかと思うと、イオを認めてアレクの膝から飛び降りた。そのままテーブルの下に隠れてしまう。

　どうやらまだいくらかイオを警戒しているようだ。昨日は膝にきてくれたのに、本当に猫は気紛れだ。

「すみません。遅くなりました」

「いや……」

　問題ないと返す途中で言葉を止めたアレクは、イオの顔をまじまじと見て、「何かあったか？」と尋ねてくる。

「……え？」

「暗い顔をしている」

　思いがけない言葉に、胸がきゅっと締め付けられた。アレクを利用して情報を引き出そうと決めてきたのに、早々に決意が揺らぐ。

　己の意思など関係なく、やらなくてはならないことがある。そう割り切って、己の感情には蓋をすると、地下通路をくぐる前、東の空に昇った月を見上げて決めたのに。

「いえ、そんなことは……」

「疲れているのなら──」

　今日の手合わせはやめておこうか。

　続く言葉が予想できた瞬間に、首を横に振っていた。

「嫌です！」

　つい大きな声を出してしまって、アレクの膝の上でムスタが飛び起きる。驚いたのだろう、アレクの膝を降りて、テーブルの下でうずくまるココの横に移動した。

「イオ？」

　感情のセーブが利かなくなっている。精神状態を保てないなんて、騎士としてあるまじきことだ。

「……すみません。本当になんでもないんです。王女の警護のために昼間ずっと小難しい講義を聞かされているので、ちょっとぐったりしているのかもしれません」

　この国を理解するための大切な説明だとわかっているが、さすがに連日となると耳から疲れてしまうと苦笑で返す。アレクは「学者の話は長いからな」と話を合わせてくれた。

「イリア王女は、ご不便はない様子か？」

「ええ……」

　イオの返答に、どうしてそんなことを？　というニュアンスを感じ取ったのだろう、アレクは「両国の友好がかなうのは喜ばしいことだと思ったんだが」と返してくる。どこかよそよそしい言葉のようにも感じて、イオは怪訝に瞳を瞬いた。

「きみは？」

「……？　僕？」

「ノースガルトの暮らしは気に入っているか？」

　イオが返答に窮していると、アレクは「すまん」と詫びて、テーブルの上のティーポットに手を伸ばした。今夜は少し冷えるから、温かいものを用意してくれたようだ。

「生まれ育った国以上の場所などあるはずがないな」

　答えにくいことを聞いてしまったと詫びてくれる。

「……ルキウス王は、どういうお方なのでしょう？」

「……？　どういう意味だ？」

　なぜそんなことを？　と返されて、またも答えに窮した。

「仕える姫君の夫となる男だからな、気にならないはずもないか」

「まぁ……」

　そんなところです、と曖あい昧まいに返す。

「どんな評判を聞いている？」

「え？」

　イオの反応を見て、アレクがククッと笑った。

「ロクでもない評判しかまわってないようだな」

「いえ、そんなことは……」

「気にしなくていい。まったくのデマでもないからな」

　アレクの言い草に、眉根を寄せる。主君をそんなふうに言って、不敬罪に問われないだろうか。

「あれこれ言われているが、変人というのは当たらずとも遠からずだろう。側近たちに聞いてもそう答える」

「主君のことをそんな……」

「そういうことを気にする人物ではないのでな」

　王弟づきかと思っていたが、もしかして国王づき……つまりは近衛騎士なのだろうか？

　実はアレクと出会ったあと、警備の兵たちに、黒衣の騎士について訊いてみたのだが、誰もが首を傾げ「どなたのことをおっしゃっておられるのか」と不思議そうに返された。女官や侍従に訊いても似たような返答で、「王宮騎士の通常装備はそもそも黒づくめですし」と言われ、人物を特定するには情報が少なすぎることに気づいたのだ。──が、黒髪緑眼の長身で涼やかな美丈夫だと言っても、さらに首を傾げられて、色よい返答は得られなかった。

　今目の前に立つ男は、いったい何者なのか。

　できれば、密命を阻む存在であってほしくない。腰に携えた剣でアレクを切る。そんな事態はできれば避けたい。

「ノースガルトは大国です。広大な領土を治めるだけでは足りないのでしょうか？」

「……？　どういう意味だ？」

「あ……い、いえ。これほどの大国を治めるには、変わっているくらいでないと難しいのかもしれませんね」

　これではノースガルトの政治を批判しているように聞こえる。

　アレクは「かもしれないな」と返したあとで、声音を変えた。

「権力を追い求める者は、もっともっとと強欲になる。やがては周囲が見えなくなって、すべてを失ってもまだ自分だけは特別だと思い上がる」

　そういうものだと、辛しん辣らつにも聞こえる声音で呟く横顔は、ゾクリ……とするほどに怜悧だった。緑眼にたゆたう光の冷ややかな色は、イオの見慣れた男の瞳とはまるで違う。

「アレク？」

　訊いたこちらのほうが不安に駆られる空気だった。イオの呼びかけに我に返った様子で、アレクは「そのうち不敬罪に問われかねんな」と、おどけたように言う。それが演技であることは、イオでなくてもわかるだろう。意図的にわざとらしく見せているのだと理解した。

　──権力……。

　アレクも、立場上口にできないまでも、ルキウス王の施政に不満を抱いているのだろうか。だとしたら、もしかしたら味方に引き込めないだろうか。

　──いや、ダメだ。

　何を考えているのかと、即座に否定した。

　それはイコール、アレクに祖国を裏切れと言っているようなものだ。彼は国王に忠誠を誓っているのではない、ノースガルトという国を守るための王宮騎士だ。何より、イオがしくじったら、アレクまで巻き込むことになる。

　そんな謀ぼう議ぎに、巻き込めるはずがない。

「主君に振り回されるのが、仕える者の宿命ということですね」

「少々癖のある人物でも、惚れこんでしまえば見捨てられない。そういうものではないか？」

「ええ、まったく」

　イオの立場は特殊で、アレクが語る騎士の在り方は一般論としてはわかるが、実感はない。だがそういうものだろうと思った。

　実妹イリアを守りたい気持ちはたしかだが、それ以外──国のため国民のため、と思う気持ちが、真に王族の血を引くが故のものなのか、市井しせいに追いやられた身でありながらそれでも自分には王家の血が流れているのだと思いたいだけなのか、自分でもよくわからなくなる。

「すみません、ヘンな話をして」

「いや、嬉しいよ」

「嬉しい？」

「そういう話をしてくれるのは、俺を信用しているからだろう？」

　他国の騎士に、語れることは少ない。その範疇を逸脱した内容だ。でもアレクなら聞いてくれるに違いないという甘えが、たしかに自分のなかにあると気づかされた。

「迷いなく急所を狙われた、初対面の夜からはずいぶんと進歩したな」

「あれは、いきなり背後に立つから……」

　気配を消して背後に立たれれば、誰だって本気で対抗する。

「殺気は消していたはずだが」

「殺気をまとって忍び寄ってたら、本当に切ってました」

　そんな間抜け相手に、出方などうかがわない。完全に殺気を殺し、気配を消していたからこそ、防衛本能が働いたのだ。

「可愛い顔をして容赦ないな」

「可愛いは余計です」

　自分は可愛くなどないと返す。アレクは「気に入らないか？」と面白そうに尋ねてきた。

「あなたにはわからないでしょうね。外見で軽んじられる僕の気持ちなんて」

「軽んじたつもりはないが……」

　本心しか口にしていないと返されて、イオはぽかんとアレクを見やった。

「暗いところでしか顔を合わせてませんからね」

　夜目が利かないのかと返すと、「夜の森に松たい明まつなしでも視界が利く」と返される。

「……僕、男です」

「美しさも可愛らしさも、性別を限定した形容ではない」

　それはそうかもしれないけれど、中性的な少年ならともかく、自分はそれなりに鍛えているし、可愛らしいところなどあるとは思えない。顔はイリアとよく似ていて、女性的ではあるが決して中性的ではない。イオを見て性別に悩む者などいないだろう。

　不思議そうにするイオに、「そういう問題ではないのだがな」とアレクが苦笑する。そして「そういうところが可愛いのだ」と笑った。

「それって、子どもっぽいって意味ですか？」

　たしかにアレクよりは年下だが、もう充分に大人だ。青年と呼ばれる年齢も、そろそろおわろうとしている。

「怒ったのか？」

「……べつに」

　ふいっと顔を背けると、アレクがククッと笑いを零す。やっぱり、子どもっぽいと思われている。

「イオのご機嫌を治すのに協力してくれ」

　アレクがそんな言葉を足元に落としたのは、そこにムスタとココがいたから。大きなムスタを抱き上げて、イオの膝にのせる。自分はココを抱いて、イオの傍らに腰を下ろした。

「猫で誤魔化されたりしませんから」

「厳しいな。では──」

　アレクはティーセットとともにテーブルに用意されていた篭から赤い果実をとり、ペティナイフを使って器用に細工切りを施す。

　北国で育つ赤い色が美しい果物は、実がしっかりしているために、飾り切りに向いている。

「なんですか、これ？」

「ウサギだ」

「……」

　言われてみれば、残された赤い皮がクリーム色の果肉とのコントラストで長い耳に見えなくもない。

「我が国では、昔から母親が幼い子どもにする、一番よく知られている切り方だ」

　母親、と聞いて、イオはフォークにさして差し出された果実を受け取った。ウサギだと思うには、イオにはかなりの想像力を要したが、でも可愛らしいと思った。ウサギを模したフルーツも、器用にこんなものを作ってしまう目の前の男も。

　なるほど、可愛いとはこういう気持ちをいうのか。

　アレクの言葉を理解して、今度はイオがクスクスと笑いを零す。そして「存外と可愛いところがあるのですね」と、やり返した。

　アレクは、面白そうに口角を上げて、フォークを持つイオの手首をつかむ。そして自分へ引き寄せた。

「ちょ……」

　なにをする！　と咎めたときには、ウサギを模した果実はアレクの口に消えていた。

「え!?」

　なんで!?　と、手元に残された半分を見やる。ひどい！　と睨むと、アレクは笑って、残った半分をイオの口元へ押し付けた。

　しぶしぶ口を開くと、甘酸っぱい果実が押し込められる。

「も……強引ですね！　……美味しい……」

　南国では収穫できないフルーツは、しっかりとした歯触りが特徴的で、思った以上に瑞々しかった。

　不服そうにするイオの前に、ウサギではない飾り切りが、つぎつぎと並べられていく。ウサギのほかに、木の葉に白鳥、カービングを施した花や幾き何か学がく模様などなど……最後に薔薇が仕上がって、イオは感嘆を零した。

「もとシェフだなんて言いませんよね」

「料理人に憧れたこともあったな、ずいぶんと幼いころの話だが」

　意外な印象だった。幼少時から、国一番の騎士になるべく鍛錬を積み重ねてきたように見える。

「どんな子どもだったんですか」

　興味に駆られて聞いていた。アレクは「遠い記憶だな」と言いながらも、どこか懐かしそうに幼いころを思い出して、教えてくれる。

「書架の本を一番端から順に読み進めていったり、温室にこもって珍しい南国の花のつぼみが開くのをじっと待ってみたり、猛獣を手懐けようとして噛まれてみたり……」

　放っておいたら、武勇伝は枚挙にいとまがないだろうと思わされる。

「……ずいぶんと破天荒なお子さんだったのですね」

　声音に滲む呆れを隠すことなく言う。

「誉め言葉として受け取っておこう」

　厚こう顔がんにも言ってのけた男を、イオは「違います」と一刀両断。

「でも、愛されて育たれたことは、わかります」

　両親はもちろん周囲の人々から愛情をたっぷり注がれて育った少年時代が容易に想像できた。でなければ、作り話にしか聞こえない武勇伝を披露するような子どもには育たない。

　イオを引きとってくれた養父も、充分に愛情を注いで育ててくれたが、アレクの幼少時とは比べようもない。

「そうなのかな」

「そうです」

　ありがたいと思わなくてはバチがあたると諌めると、アレクは「そうだな」と頷いた。

「イオにはいろいろと気づかされる」

「僕は何も……」

「こうして過ごすのも悪くない」

　いつもは剣をまじえて、そのあとで軽く呑んで……という流れだから、こんなふうにじっくりと話をしたことはこれまでなかった。

　時間が許す限りアレクと剣を交えたい気持ちはもちろんあるが、今宵の過ごし方は嫌いじゃない。むしろ好きだ。

　アレクと、話したいと思っていた。

　自分のすべてを吐露することはできなくても、アレクとはもっと語り合う時間を持ちたいと思った。──自分に残された時間は多くないけれど。

「僕も」

　アレクと話せて嬉しいと、そのまま口にするのはなぜだか気恥ずかしくて、その先がつづかない。俯いて、手持無沙汰にムスタの背を撫でる。

　剣を交えれば、伝わるものがある。

　でも、それでも足りない言葉がある。

　けれど、生まれた国も民族も、育った環境のすべてが違うのに、アレクとは多くを語らずとも通じるものがあるような気がした。

「きみは？」

「僕？」

「今に満足しているか？」

　意地悪な質問だと思った。アレクはイオの置かれた立場など知らないのだから、意地悪で聞いているわけではないとわかっているけれど、でもつらい質問だった。

「……ええ」

　無理なく答えたつもりだったが、アレクには心の奥を読まれてしまったかもしれない。だとしてもイオの返答は変わらない。

「王女づきの騎士を拝命して、お輿入れにも随行できて、不満など口にしたらバチがあたります。……光栄に思っています」

　イオが騎士に登用されたのはイリアの警護に最適だと思われたからで、ノースガルトへ赴くことを命じられたのは単なる厄介払いだ。

　けれどそれは大臣たちの思惑であって、イオがどう受け止めるかは別問題。自分が国の根幹にかかわる立場だったら、大臣たちと同じ判断を下す状況があったかもしれないし、あるいはもっとうまく利用する方法を考えたかもしれない。

　国家の安寧は容易くないと知っている。そのために犠牲になる存在があるのもわかる。

　だが、理性と感情は別物だ。

　父王は反対しなかったのか、亡くなるまで側室の座にいつづけた母は、どう説得されて自分を手放したのか。

　イリアは、市井に落とされた兄が傍に着くことを、当初なんと説明され受け入れたのか。幼い日の出会いの記憶は、イリアの笑顔しかないが、それが自分の脳が都合よく書き換えた記憶ではないとどうして言い切れよう。

「俺は、弟が羨ましいと思ったことがある」

「……え？」

「自由に好きな研究に打ち込んでいる姿を見ると、なぜ自分にそれが許されなかったのか、と妬ましくなる瞬間がある」

　アレクほどの男が？　と驚いた。

「幻滅したか？」

　自嘲気味に訊かれて「いえ」と首を振る。

「騎士である自分に疑問を持ったことはない。だがそれ以上は、望んで得たわけではない」

　家督、という意味だろうと理解した。

　騎士としてもっと自由にありたかったのだろう。彼ほどの腕なら、諸国を漫遊して見聞を広めることも、傭兵として腕を磨くこともできただろう。そんな実力者が嫡子であるという理由で国に縛られるのはさぞ不自由だったに違いない。

　かといって、好きな研究に没頭していたい弟に、面倒を背負わせようとも考えないのだろう。アレクはそういう人だ。

「あなたと、大陸の外まで旅できたら、きっと楽しいでしょうね」

　イオがそんな夢でしかないことを言うと、アレクは「いいな」と賛同してくれた。

「すべての責任を果たしたあと、老後の楽しみにいかがです？」

「なるほど、その手があったか」

　互いに顔を見合わせて、そして笑いを零す。

　大陸の外、海を渡った先は国家らしい国家もない、数百年前、大陸がまだ戦禍のただなかにあった時代と変わらない状況が広がっている。老人が旅できるような環境ではない。けれど、そんな夢を語れることが楽しかった。

　高く上った月を見上げる。今日の月は明るい。

「どうだ？」

　イオの気持ちを読んだかのように、アレクが剣に手をやって言う。

「ぜひ」

　膝で寝ていたムスタを下ろして、東屋を出る。

「ほお、この俺に試すか？」

　イオが抜刀術の構えを見せたのを、アレクが愉快そうに茶化す。

　通用するとは思っていない。

「練習台になってください」

　のうのうと返すと、アレクは「面白い」と緑眼に強い光を宿した。ゾクリとする、戦うことを知る男の目だ。

　ドクリ……と鼓動が鳴る。

　血流が全身をめぐって、高揚感が肌を火照らせる。

　これほどの高ぶりを、イオは知らない。自分の感情をこれほど揺さぶれるのは、目の前のこの男だけだ。

　ずっとこうしていたい。

　かなわぬことを思って、イオは見据える緑眼を見返した。

　透明度の高い碧眼の中心に、対峙する男の姿を捉える。爛々と瞳を輝かせる騎士の美しさに、対峙する男は緑眼を眇めた。

　風が吹き抜ける。

　下草が揺れる。

　互いの呼吸を読む。

　一瞬の間合い。

　ガッ！　と、鋼と鋼のぶつかる音がして、すぐ間近に互いの瞳の奥を見据える。今この瞬間に、言葉にできない高揚を、互いに覚えていることを確認する。

　剣を切り刻む絶妙な間合いと呼吸。拮きっ抗こうする力量を持ったもの同士でなければ得られない無心の極致きょくち。

　無心に剣をふるうのが楽しくてならない。

　こんな気持ちはもう、他の誰とも得られないだろう。

「……っ！」

　何かに足を取られて、イオは背中から倒れた。アレクが腕を伸ばす。

　勢いのままに、ふたりは地面に倒れ込んだ。

「……っ！　痛ったた……」

「大丈夫か？」

　ふたりの上に、左右からぬっと射す影。

「またおまえたちか……」

　アレクが長嘆を吐き出す。

　なぁう！　と呑気な声がユニゾンで響いた。ムスタとココだ。

　どちらかが、あるいは二匹が、イオの足元を邪魔したのだ。

「……ったく」

　猫の悪戯ではしょうがない。地面に倒れ込んだまま顔を見合わせ、ひとしきり笑う。笑って、そのまま地面に寝転んだ。

「気持ちいい……」

　中天に上る月を見あげて、息を整える。

　隣でアレクが上体を起こした。大きな手が伸ばされて、イオの乱れた髪を梳く。自分は猫じゃないと言いたかったがやめた。大きな手が心地好い。

　瞼を閉じたら、睡魔にとらわれそうだった。

　でも、寝てしまうのももったいない。

「イオ」

「はい」

　呼ばれて、重くなりはじめた瞼を上げる。見上げた先に月を背負ってアレクがいた。

「いや、なんでもない」

　イオの問う視線を受けて、アレクが言葉を濁す。言葉を言い淀むなんて、彼らしくないと思った。

　髪を撫でられるにまかせて、「なんです？」と問い返しながら今一度瞼を閉じる。

　イオの髪を撫でていた手が離れて、もっと撫でてほしいのに……と残念に思う。

　大きな手の心地好さを名残惜しく思っていると、すぐ横で身じろぐ気配。下草が擦れて青い匂いを立てる。

「アレク……？」

　もう一勝負しようというのか、それとも東屋で休憩しようというのか。腹の上に感じる重さはムスタの前肢だろう。足元にじゃれついているのはココか？　では、額に触れるくすぐったい感触はいったい……？

　それがアレクの髪だと咄嗟に気づくことはできなかった。

　唇に熱が触れて、不思議に思って瞼を上げる。ムスタがじゃれているのか？　けれどこの感触は……？

　ゆるり……と目を瞠る。

　瞼を開けた先には、すぐ間近に翠玉の瞳があった。

　──……え？
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　至近距離にアレクの顔があることを、ようやく理解する。同時に、唇に触れたものが、ムスタの舌ではないことも……。

「……っ!?」

　反射的に飛び起きていた。アレクの肩を突き飛ばしたのは、嫌悪感からではなく、驚いたから。

「あ……」

　肩を押しやる手を取られる。

　逃げようとしたら引き寄せられて、視界一杯に広がる端整な面。

「イオ……」

　常以上に甘さを帯びたかすれた声が名を呼ぶ。カッと血が巡って、頬が熱くなる。その反応だけで、イオが嫌悪を覚えていないことは明白だった。

　突然のキス以上に、自身のその反応が、イオを挙動不審にさせた。

「……っ」

　逃げるように腰を上げて、大股に東屋へ足を向ける。

「イオ！」

　追いかけてきたアレクが、イオの腕を掴む。引き留められる理由はわかっているが、振り返ることはできなかった。

「……っ」

　どくどくと、心臓が煩うるさい。顔が熱くて、耳まで赤くなっているのがわかる。

　振り返れないのに、腕を振り払うこともできない。

「明日も、月が上がったころに」

「……っ」

　耳朶に吐息が触れる距離で低く囁かれて、条件反射で声の主を振り仰いでしまう。緑眼とぶつかって、ただでさえ熱い頬がカッと焼け付いた。

　緑眼に浮かぶ余裕の色。

　イオが否と言うとは、かけらも思っていない。腹立たしいほどの図々しさを、逆に好ましいと思ってしまう。

　悔しくて、唇を噛む。

　掴まれた腕を振り払って、イオは逃げるように地下通路へ身を翻した。

　ただひたすらに駆けて、離宮の出口にたどりつく。部屋へ駆け込んで、ドアを背にズルズルとへたり込んで、どくどくとうるさい心臓を押さえる。

　男の熱が触れた唇へそっと指をやって、自爆した。心臓が痛くてしかたない。

「……っ」

　いい大人が何をしているのかと自分で自分に呆れて、でも逃げる以外の選択肢など思いつかなかったのだから仕方ない。

「どうして……」

　これまでそんな素振りなどなかったのに。自分も、そういう目でアレクを見ていたわけではなかったのに。

　それとも、気づかなかっただけで、自分は最初からそういう目でアレクを見ていたのだろうか。

　アレクは、ことあるごとに「可愛い」だの「美しい」だの、女性にかけるような言葉をイオにかけていた。それは、そういう意味でのアピールだったのだろうか。

　自分は、一騎士としてアレクに憧憬の目を向けていた。……はずだ。それがいつの間にか、そういう感情にすり替わっていたと？

　わからなくて、イオはぐしゃりと前髪を掴んで唸うなる。

「明日？」

　明日の月が昇るまでに、感情の整理をつけろと？

　──無理だ……。

　立てた膝に顔を埋めて熱い顔を隠す。誰に見られているわけでもないのに。

　嫌だと思っていない時点で、感情の整理などついている。けれど、その感情に溺れることがかなわない。

「無理とか、無理じゃないとか、そういう問題じゃないな……」

　ふっと自嘲して、顔を上げた。

　個人的な感情に溺れていられる時間は、イオには残されていない。だったらせめて、今宵だけ流されてしまえばよかった。後悔にも似た感情が湧くのを覚えて、イオは「バカだな」と今一度自嘲をこぼす。

　とうにカウントダウンははじまっている。
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　イリアの自室の窓辺に、一輪の花。

　繊細なガラス細工の花瓶に生けられたそれが目にとまったのは、王女イリアのために整えられた空間において、それだけが異質だったからだ。素朴というか、統一感を欠いている。けれど、イリアが気に入ってそうしていることは、すぐにわかった。

　それに気づいて、イオは「これは？」と尋ねた。ノースガルトでは咲かない、南国の花だったからだ。

　イリアや傍仕えの女官が離宮の庭から摘んできたものではないだろう。

　サザンランドではどこにでも咲く花だが、ノースガルトに来てからは見ていない。この時期になると、オアシスのそこかしこで可憐な花を咲かせる。一夜にして砂漠が一面の花畑に代わることもあって、その健気さと生命力の強さもサザンランド国民に素朴な野の花が好まれる理由でもあった。

「……え？」

　大したことを訊いたつもりはなかったが、イリアは驚いた顔をして、イオを見やる。

　──……？

「温室で咲いたものですか？」

　イリアのために届けられたものなら、誰がそんな気を利かせてくれたのだろうかと思ったのだ。

「え、ええ……侍従が届けてくれたの。お兄様も、懐かしいでしょう？」

　サザンランドではどこでも咲く草花だから特別なものとは思っていなかったが、いざ見られなくなると途端に恋しくなるものだ。

「熱心な研究者がいるそうですね。温室があるとはいえ、北国でこの花を見られるとは思いませんでした」

　アレクが話していた温室で育てられたものだろうと想像する。

　侍従の誰かが、イリアのために届けてくれたのだとしたら、サザンランドとの友好を本心から願っている城仕えの者も少なくないということかもしれない。

　権力者がどう考えるかは別にして、国民同士が悪感情を抱いていないのは救いに思えた。サザンランド国民は決してノースガルトを嫌ってはいない。ではノースガルト国民は？　少なくともイリアがノースガルトに来てから、嫌な思いをしていないことにイオは気づく。

　国民レベルでの交流と、国と国の関係は、かならずしもイコールでは結ばれない。

「温室の話をどこで……？」

　イリアに訊かれて、ドキリとしつつ、イオは「誰からだったかな」ととぼけた。

「侍従の誰かに聞いたのかもしれません」

　覚えていないと誤魔化す。

「いずれにせよ、正式に御礼を申し上げなくてはなりませんね」

「……え？　そこまでする必要がありますか？」

　イリアの奇妙な反応を訝って、イオは碧眼をひとつ瞬く。

「……？　姫様？」

「いえ、お兄様のいいように取り計らってください」

　イオの反応を見て、イリアは先の言葉をひっこめた。

　──……？

　いったいどうしたのか？　何か気がかりなことでもあるのか？　と気遣う言葉を、ドアをノックする音に邪魔される。

　警備兵が、来客を知らせた。王宮からの伝令だ。王宮に仕える侍従たちを束ねる侍従長が自ら足を運んできたと聞いて、イオは何事かと眉根を寄せる。

　イリアを御簾の向こうに下がらせ、イオが応対する。恐れ多いと思うのか、侍従長は顔を上げようとはしない。

「陛下より、イリア王女のドレスを仕立てるようにと、仰せつかってまいりました」

　くることもあるだろうと思っていた内容だった。

「いまから、ですか？」

　イオは意図的に不服を滲ませ、だったら最初に言えと、追い払うような態度をとる。だが侍従長はひるまない。

「王宮御用達の針子が仕立てます。問題ございません」

　二日もあれば充分だという。本当だろうか。

　だがサザンランド側には……いや、イオには、絶対に受け入れられない申し出だった。

「謁見にはサザンランドの衣装でおうかがいさせていただきます」

　失礼はないはずだと返す。

「公の場には民族衣装で、というのが我がサザンランドのしきたりであり誇りです。正式に婚姻がなされるまで、イリアさまはサザンランドの王女です。ノースガルトの衣装を着ることはできません」

　毅然と言い放ち、さらに不服だという意思表示。いいなりになると思われては困る。

「陛下の御意向であっても、ですか？」

　言外に、逆らうのか？　と言われた気がした。やはりルキウス王は、噂どおり難しい人物なのだろうか。だが、こちらにも引けない理由がある。

「そのように受け取っていただいて構いません」

　この程度で不敬だといわれたらそこまで。密命を実行に移すわだかまりが消えるだけのことだ。

「かしこまりました。陛下にはそのようにお伝えさせていただきます」

　伝令の侍従長が深々と腰を折る。そして一度も顔をあげることなく部屋を辞した。

　ドアの向こうの人の気配が消えたのを確認して、イリアが不安気な様子で御簾の向こうから顔を出す。

「大丈夫です。自分におまかせください」

　微笑みで安堵させる。

　イリアには、ルキウス王に剣を向けることまでは話していない。ただ、今回の輿入れに関して裏がある危険が拭えないために、謁見の日は自分が身代わりになると伝えてある。

　だからこそ、イリアと自分の素顔をノースガルトの人間の前で隠しつづけたのだ。

　チャンスは一度きり。

　ルキウス王とイリア王女が、正式に顔を合わせる、謁見の場。

　これまでもったいつけてくれたノースガルト側には、感謝してもいいように思う。よもや王女と警護の騎士が入れ替わっているとは想像もしないだろう。イリアがおとなしく花嫁修業を受け入れていた期間、ノースガルト側を安心させるのは充分だったはずだ。

　はじめから、イリアと入れ替わる作戦を実行するために、顔を隠すサザンランドの正装を国を発つときにイオのサイズで用意してきている。

　それを着てイリアになりすまし、王と面会する。その隙に、イリアを女官たちとともに脱出させる。

　あの夜、アレクと触れるだけのキスをしてから二晩、イオは薔薇園に足を向けていなかった。アレクとの約束をすっぽかした格好だ。

　毎夜、通路の入り口に立つのだが、足が動かなくて、ただ気持ちばかりが焦って、どうにもできないでいた。

　そして、そんな場合ではないと己に言い聞かせ、本来の目的を果たすべく、他方向へ探索の手を伸ばし、そして見つけた。イリアを王宮外へ逃がす経路。

　この離宮から、城塞を抜け、王宮と王都の裏へ出る。広大な森林が広がる一帯だが、だからこそ隠れやすい。イリアは顔を知られていない。ほとぼりが冷めるのを待てば、市井に交じってノースガルトを出ることが可能だ。女官長にだけ、そう指示してある。

　年の功だろう、イオの説明から何を感じ取ったのか、「姫様はなんとしてもこの婆が国へお連れいたします」と約束してくれた。そして、「どうか無茶をなさらないでください」と、イオの身を案じてくれた。この人は、イオの素性を知っている。

　イリアを守るため、国を守るため、密命を果たすための準備は整った。準備できなかったのは、ルキウス王の首をとったあとの、自身の退路だけだ。

「どうして、ただ純粋に、互いを思いやれないのでしょう」

　イリアが、窓辺に飾った花にそっと手をやって呟く。

　──……？　イリア？

　まだまだ少女だと思っていた妹が、ふいに女の顔を見せたような、戸惑いを覚えた。

「人と人はわかりあえるのに、国と国は争う……なぜ？」

　イリアの純粋な問いに、イオは「そうですね」と頷く。

「そこに己の欲を満たそうとする者の悪意が混じるからでしょう」

　国と国が互いの思惑を巡って摩擦をもっても、民間での交流はつづく。民間レベルでは、実に友好的に交流がなされていることはままある。なのに、国と国は争う。そこには、個人間の純粋な感情とは程遠い、権力を求める利己的な欲望が影響している。

「ルキウス王は、そんな政治をどう思ってらっしゃるのでしょう」

　大臣たちの言いなりになるしかない兄王シュテファンに政治改革、対外政策の強化など望めないとイリアもわかっている。だからこそ、ルキウス王に期待する気持ちがあったのだろう。が、端からそんな期待ができないことを、イオは知っている。

「姫様、これを」

　一本の短刀を、イオは差し出した。それは、市井に落とされたイオに、唯一残された母の形見だ。息子として最期をみとることが許されなかったイオに、イリアが渡してくれたものだった。母に託されたと、そのときイリアは言ったが、それが事実かどうかはわからないと、イオは思っていた。

「万が一のときに、お使いください」

　イオの申し出に、イリアは首を振る。

「いいえ、これはお兄様が。それに、女官がこんなものを持っていたら、万が一のときにいいわけがききませんもの」

　自分には、母が遺してくれたものが他にもある。けれどイオにはこれしかないと言う。本当に、母が遺してくれたものだったのか？

「私のふりをするなら、長剣は持てません。せめてこれを帯刀してください」

　王女の正装には、装飾としての剣が含まれる。今、手の中にある短刀よりは長く、いつもイオが腰に提げている剣より短いものだ。

　その剣を、装飾ではない真剣にすり替えて、イオは使うつもりでいた。だがもう一本、忍ばせておくのもいいだろう。

「ありがとうございます」

　あくまでも騎士として仕えようとするイオに、イリアが「お兄様」と呼びかける。

「私は、王女としての役目を果たします。ですがそれは、決して不幸な選択だとは思いません。幸せになる方法はいくらでもあります。ですからお兄様も、これからはご自分を優先させてください」

「……？　姫？」

　それは、どういう意味なのか。

「ときの大臣たちに先見の明があったなら、お兄様が国主となられる未来もあったのでしょうに」

　そんなことを言うイリアに、ダメだと首を振る。

「誰かに聞かれたら、姫のお立場が危うくなります。お気を付けください」

「私の、本心です」

　シュテファン国王は、悪い人ではない。善人だと思う。ただ気弱で凡庸で、王としての器ではないだけだ。だがそのことが、多大な罪となりうるのが、王位というものなのだ。

　イリアの聡明な碧眼をみやって、イオは自分はともかくイリアが女王となりえたら、サザンランドは変わるだろうにと、彼女の才覚を惜しんだ。せめて国王に妹王女を宰相に迎える気概があったなら、状況は変わっていたに違いない。

　だが、大臣や官僚たちの誰もが、気弱なシュテファン国王を利用することしか考えていないサザンランドの現状では、すべては空むなしい空論に思えた。

「いよいよ明日です。どう転ぶか、その場になってみなければわかりません」

　だが、絶対に大丈夫だと、イリアを安心させるように、イオは微笑む。瞳の奥の決意を覗かれないように細心の注意を払って。

「両国と両国の民に、最善の未来が選択されますように」

　窓辺の花に、イリアが祈りをささげる。

　彼女にとって、サザンランドの象徴のようなその花は、それ以上に特別なものであるようにイオには感じられた。










　東の夜空に月が昇る。

　どうしようかと悩んだのは一瞬のこと、イオは地下通路に身を翻していた。

　イオが約束を反ほ故ごにしたことで、もうアレクは来ないだろう。けれど、それでもいい。あの薔薇園を、もう一度みたい。今宵は満月、青白い月明かりに浮かぶ薔薇園の光景は、さぞ美しいことだろう。その光景を目に焼きつけて、明日に臨む。

　最期の想い出に……なんて、我ながら女々しいと思う。けれど、たぶん二度と、ここへはこられないから。そして、サザンランドの土を踏むこともないから。

　薔薇園側の扉を潜ると、記憶にある以上に濃い薔薇の香りが鼻についた。何十種類もの薔薇が育てられている秘密の花園だ。咲く種類によって香りも変わるのだろう。

　東屋に、アレクの姿はない。当然だ、あの夜アレクは「明日」と約束を求めた。自分はそれを破った。今宵の約束はしていない。

　薔薇園に足を進めると、葉陰から覗く四つの光。

「おまえたちは出迎えてくれるのか」

　ムスタとココだ。二匹はイオの足元にすり寄って、誘うように薔薇園の奥に駆けていく。二匹の立てた尾を目印に、イオは足をすすめた。

　いつも東屋周辺で剣を交えていたから、薔薇園の全体像をイオは知らない。かなり広いことはわかるが、いつも夜の闇の中だから、遠くを確認できないのだ。

　濃い甘い匂いのなか、薔薇園を進む。頭上には大きなまんまるい月。サザンランドで見るのとは色味も模様も違って見える。

　進んだ先に、館が見えた。灯りは灯っていないが、月明かりに浮かぶシルエットでわかる。離宮よりこじんまりとした、市井の商人の館のようですらある。

　その前に、人の姿があった。

　長身のシルエット。間違えようがない。

　先を行くムスタとココが、嬉しそうに駆け寄った。足元にじゃれついてきた二匹に、「ごくろうだったな」と、男が声をかける。二匹の誘導で、自分はここに連れてこられたらしい。

「……どうして……」

　約束はしていないのに。

「二晩も待ちぼうけを食らった」

　茶化した口調で返される。

「嫌だったか？」

　何が、と訊くのは野や暮ぼというものだ。口づけたことを訊かれている。嫌がる様子はなかったのに、約束を反故にしたのは、本心では嫌だったからか？　と訊かれているのだ。

「いえ」

　イオははっきりと首を振った。

　嫌ではなかった。この二晩、イオも考えつづけていた。明日のことさえなければ、もっと素直に、あの場でアレクを受け入れていただろう。

　戦乱の時代が長かった大陸各国では、世継ぎの問題もあって異性婚が一般的ではあるものの、自由恋愛は暗黙の了解で認められている。王侯貴族のなかには、同性を正式なパートナーとし、一方で跡継ぎを生ませるために異性を側室として置く者もいる。その逆もしかり。

　騎士階級にあっては、戦場での長年の慣習から、同性の恋人を持つ者は少なくない。だから性別は、ふたりの関係を阻むものにはならない。

　家に縛られていると話していたアレクがどういうつもりかはわからないが、イオには生涯正式なパートナーを持つことは許されない。イオが子を持てば、それがまた新たな火種となる可能性を危ぶまれる。

　だからイオは、これまでロクな恋愛もしてこなかった。結局、相手の想いを受け止めきれない自分には、誰も愛せないし、愛される資格もないと思っていたのだ。

　生涯ひとりで生きていく覚悟は、自分の生まれと家臣に落とされた理由を理解した少年の日には固めていた。

　幸福になることを求められていない。できることなら、王政の邪魔になることなく、誰に存在を意識されることなく、消えることを望まれている。

　そんな自分を、イリアは兄と呼んでくれた。イオがどれほど諌めても、イオが自分の兄であることに違いはないと言って譲らなかった。

　異母兄シュテファンには、弟と呼んでもらったことはない。顔を合わせたのも数えるほど。その目に映る自分は、一騎士以上でも以下でもなかった。兄王にとって自分は、弟ではないのだとそのときに理解した。あきらめがついた。あれは、城に入ってすぐの頃だった。

　そんな自分に、まっすぐに注がれる熱いまなざし。アレクの緑眼の中心に、自分が映されている。

　もはや、イリアと瓜二つの顔をしていること以外に存在価値のない自分を、翠玉の瞳がまっすぐに捉えている。

「約束をやぶって、すみませんでした」

　二晩も会えなかったことを、いまさら惜しんでも遅い。本当は少しでも長く一緒にいたかったのだと、いまさら気づく。

「顔を上げてくれ」

　イオの前にアレクが立つ。俯いてしまったイオの視界に映るのは、アレクの緑眼ではなく、足元にじゃれる二匹の猫。

　真っ黒と薄茶色。よく見れば、自分とアレクによく似ている。おまえたちは、この先もずっと長く、仲良く一緒に、この薔薇園で幸せに暮らせたらいい。

「イオ」

　頬に手が添えられる。温かい。

　ふいに耳まで熱くなって、ますます顔があげられなくなった。

「イオ、顔を見せてくれないか」

　間近に請う、甘い声。

「……っ、恥ずかしい…ん、ですっ」

　消え入る声で、勘弁してくれと返した。

　頭上から、唸るような声。え？　と顔を上げようとしたところを、腕を引かれて、バランスを崩す。その勢いのままに、アレクの広い胸に倒れ込んでいた。

「アレ……、……うんんっ！」

　この前の、触れるだけのキスとはまるで違う、咬み合うような口づけだった。掬すくい取るように唇を合わせ、舌をねじ込まれて、経験値の低いイオには、抵抗がかなわなくなる。それどころか、何をされているのかすら、すぐには理解できなかった。

「う……んっ、や……っ、……っ」

　抗おうというのではない。ただどうしていいかわからなくて、身体が勝手に抵抗を試みる。それを容た易やすく押さえ込まれ、より深く合わされた。

　剣術でも体術でも、かなわないまでも、まったく相手にならないほどアレクとの力量を感じたことはない。戦場で相見えたら、首をとれないまでも深手を負わせる自信がある。体格差は問題ではない。騎士としての腕は拮抗していると、イオの思い上がりでなく、第三者もアレク自身も、認めるところのはずだ。

　だというのに今、イオはされるがまま、対抗手段を失い、アレクの唇に翻弄されているよりほかない。

　口腔内を蹂躙じゅうりんする舌の執拗な愛撫に、背筋が震え、膝から力が抜ける。がくんと崩れ落ちかけた痩身を、アレクの腕が難なくささえ、その力強さに嫉妬を覚えたのも一瞬のこと、すぐさま濃厚な口づけに意識を捕らわれ、ただ広い背に縋っているよりほかなくなる。

　イオから抵抗を奪ったあと、アレクは角度を変えて何度も何度も口づけた。情熱的な口づけがイオの思考を蕩とろかせ、冷静な判断力を奪う。

　このままずっとこうしていられたらいいのに。絶対に許されないことを思って、涙が滲んだ。

　それに気づいたアレクが、ようやく口づけを解く。

　イオが息苦しさを感じていると思ったのか、気遣うように頬を伝う滴しずくを拭った。だがそれが生理的なものではないと気づいて、目を細める。

「なにを泣く？」

　嫌だからとか、ただ嬉しいからとか、そんな単純な感情からのものではないと、すぐに理解したようだった。

「わかりません」

　自分に残された時間は今宵だけ。その焦燥が流させるのだと、口にすることはできない。

「泣くな」

　ぎゅっと抱きしめられて、また涙が滲んだ。

「あなたと剣を交えられて、幸せでした」

　この薔薇園で過ごした時間を想い出に、自分は明日に臨む。

「この先も、いくらでも相手をしよう。……君が許してくれるなら」

　そんなふうに言うアレクは知らない。イオが彼の主君の首を狙っていることに。明日、玉座の前で、王を守る騎士として立ちはだかるアレクの首をイオが討つことになるかもしれない可能性も、知らないから、未来を語れる。

　アレクの言葉には答えず、イオはそっと身体を離した。そして、腰に携えた剣に手をやる。一戦交えるかと、誘った。

　アレクは頷いて、「だが今宵は別の方法で」と、イオの手を剣の柄から離させる。

　別の？　と首を傾げたあとで、意味を理解して、カッと頬に血が昇った。イオの腰を抱き寄せて、アレクが耳朶に唇を寄せる。

「ダメか？」

　そんなふうに訊かれて、嫌と言えるはずがない。かといって、素直に頷けるだけの経験値もない。

　ただ、ふるっと首を横に振って、ダメではないと伝えるのが精いっぱいだ。

　アレクの唇が、耳朶を這う。くすぐったくて、なのに背をゾクリとした悪寒に似た、でも違うものがゾクゾクと這い上がってくる。

　どうしていいかわからなくて、イオはアレクの騎士服に、ぎゅっと縋った。いつもの、全身真っ黒な衣装だ。袖に施された紋章の刺繍が、彼がこの国で高位を持つ騎士であることを教える。

　そんな男に、求められる僥倖ぎょうこうを、いまだけ自分に許そう。

　どのみち、明日にはない命だ。

　はじめから玉砕覚悟ではないが、かといって逃げられるとは思わないし、騎士ではなく暗殺者となった身には、玉砕以外の結末は残されていない。ルキウス王を討ち取ったのちに命があったときには、秘密保持のため、イリアに火の粉が飛ぶことのないように、自ら命を断つ覚悟もある。

　だから今だけ。今だけ、まだ知らぬ幸福に身を任せてみたい。

　イオの口から拒絶の言葉が紡がれないのを確認して、アレクが「ありがとう」と背を撫でる。頬に軽く口づけて、イオを館へと誘った。

　王宮の建造物とは趣おもむきを異にする館は、薔薇園を管理する下働きの者たちの住み家にしては豪奢で上品なつくりだし、かといって王族のためにつくられた離宮とも違う。いったいどんな目的の建物なのかと訝るイオの目に映ったのは、滔とう々とうと流れる白濁の湯だった。

　大陸には温泉が湧くが、とくに北国ノースガルトでは古より重宝されていると聞く。寒い冬を乗り切るため、湯治のため、レジャーのひとつとして、さまざまに利用されているが、そもそもは戦で傷ついた兵を癒すための施設として広がったと、イリアのもとに派遣されてきた歴史の教師が言っていたのを思い出す。

　広い浴室から、薔薇園が一望できた。テラスに出れば、湯に火照った身体を薔薇を鑑賞しながら冷ますことができる造りになっている。

　湯船にも、薔薇の花弁。噎むせ返るような甘い香りに包まれている。もしかすると、この香りが広まって、今宵の薔薇園はより濃い香りに包まれているように感じたのかもしれない。

「ここは……」

「温泉だ」

　イオの腰を抱いた格好のまま、アレクが説明をする。

「湯治のためにつくられた施設だ」

「湯治？　王宮内にこんな場所が……？」

　アレクが使えるということは、家臣にも開放されているということだろうか？　けれどそもそもこの薔薇園は、先王妃の秘密の花園だったのでは？

「まさか、ここ……」

　先王妃のためにつくられた施設ではないのか？　だったら、この美しく素朴なつくりも頷ける。心身を休めるための場所に、華美な装飾は必要ない。

「だ、ダメです。恐れ多い……」

　自分には、この湯にふれることも恐れ多いと逃げようとすると、アレクの腕がイオの痩身を捕えた。

「逃げるな」

「でも……っ」

　いやだというのではない。ただ場所が問題だというだけのことだ。

「あなただって……」

　アレクは気にならないのだろうか。仮にも仕える主君が王妃のためにつくった場所を穢けがすことになるのを。

「穢す？」

　とんでもないと、アレクが憮然と言う。

「ダメです」

「許さない」

　抵抗は空しく封じられ、それ以上の抗議の言葉も、口づけに阻まれた。

　力なく抵抗を試みるイオの腕を払い、アレクはイオの着衣を解いていく。正装ほど細かなパーツが使われているわけではないが、それでも剣をさげるベルトや上着など、面倒な装束を剥いでいく手つきは、自身もそれを着慣れていることを知らしめる。

　上着を乱暴に剥いでおきながら、アレクはイオの剣を丁寧に抜いて、近くにあった長椅子に立てかける。その剣の扱いが、イオを騎士として認めてくれているように思えて、泣きたくなる。自分は明日には、騎士にあるまじき行いをしようというのに。

　自分からもアレクに手を伸ばすべきなのか、それともアレクに任せてじっとしているのがいいのか、そんなことすらわからなくて、イオは立ち竦んだ。

　そんな反応から、イオの経験値がほぼゼロであることを、敏さとい男が察しないはずがない。だが、イオのプライドを慮おもんぱかってか、口にはしない。かわりに、啄ついばむキスでイオの緊張を少しずつ解きほぐしながら、素肌を露あらわにしていく。

　湯気で煙る広い浴場とはいえ、視界が邪魔されるほどの湯気ではない。イオの肢体は、アレクの視線に晒されている。

　イオはうるさく鳴る鼓動を聞きながら、真っ赤になっているだろう顔を隠すようにそっぽを向いて、アレクの視線を避けようとするも、全身に熱い視線を感じて、ますます肌が熱くなる。

　そんなイオの羞恥に染まる表情を観察する余裕が、男の側にはあった。

　大きな手が頬に触れるだけで、しなやかな筋肉に覆われた肩がビクリと跳ねる。

　女性のような柔らかさのないイオの身体を、アレクはどう思って見ているのだろう。そんなことを考えたら不安で、イオは肌を震わせる。

　一方でアレクは、ノースガルト王宮騎士団に交じっても、見劣りすることはないだろう手練れのイオが、艶やかな肌を羞恥に震わせ、いつもは気丈にアレクを見据えている碧眼を不安に揺らす様に、たまらなく煽あおられていた。

　見つめる視線に耐えかねて、イオの踵かかとがじりっと退がる。

　二の腕を掴まれ、引き止められる。

　じっとそそがれる眼差し。無言のそれに促されて、顔を上げる。アレクの瞳に浮かぶ情熱の色。透明度の高いグリーンが、爛々と輝いている。

　恭うやうやしく額に口づけられ、逃げないことを約束させられる。

　腕をつかむアレクの手が離れて、ホッと安堵したのも束の間、アレクが騎士服の上着を脱ぎ捨てるのを見て、またもカッと頬に血が昇った。

　躊躇ちゅうちょなく、脱ぎ捨てていく。その間も、イオから視線を外さない。こちらのほうが恥ずかしくなる。

　露わになった肉体の逞たくましさを見て、イオは痛いほどに心臓が高鳴るのを聞いた。

　拒絶する気などなくても、本能で逃げたくなる。あとじさる痩身を力強い腕が捕えて、アレクは食いつくように口づけた。

「……っ！　う……んんっ！」

　湯気にしっとりと濡れた肌と肌が触れ合う。それだけで、身体の芯が高ぶって、立っているのもつらくなる。

　着ているものに縋ることもできない。逡巡ののち、イオはおずおずとアレクの背に腕をまわした。

「……っ、ふっ」

　口づけが深まって、酸欠に思考が朦もう朧ろうとしはじめる。

　背に軽く爪を立てて苦しいと訴えると、ようやく解放された。

「は……ぁっ」

　大きく喘ぐその唇を啄んで、だが、慣れないイオを気遣っているわけではなかった。もつれる足を引きずるようにして、湯船に引きずり込まれたのだ。

「わ……っ」

　思わず色気のかけらもない声が零れる。頭から湯をかぶって、ぶるっと頭を振り、水滴を払った。

　きっと、ムスタとココでもこうするのだろうな、と思ったらなんだか愉快になって、口許に笑みが浮かぶ。それを見たアレクがイオを抱きよせ、「余裕だな」と耳朶に囁く。

「ん……っ」

　くすぐったさに首を竦めると、湯の中でアレクの腰を跨ぐような恰好で抱き寄せられた。

　耳に心地好い湯音を愉しむ余裕などない。

　太腿に硬いものがあたるのを感じて、カッと頬に血が昇る。まだキスしかしていないのに、アレクのそこは充分すぎるほどに滾たぎっていた。

「あ……」

　白濁する湯の中は見えない。でもわかる。

　イオの瞳に浮かぶのが羞恥と戸惑いばかりではないことは、アレクにはばれているだろう。

「……っ！　や……ぁ、んっ！」

　湯の中で、アレクの悪戯な手がイオ自身を撫でて、甘い声が零れた。大きな手に包み込まれて、反射的に逃げる腰を、もう一方の腕に拘束される。

「ダメ……だ、離し、て……」
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　湯の中、アレクの手を離そうとするものの手に力が入らなくて、イオは目の前の逞しい肩に額をあずけ、悶もだえる。

「そんな、こと……っ」

「気持ちよくないか？」

　あまりなことを訊かれて、イオはふるっと頭を振るも、アレクの肩に甘えているようにしか見えない。

「わから、な……」

　何もかもはじめてなのだ。ただ熱くて、脳味噌まで蕩けそうで、思考が滞とどこおって、何も考えられなくなる。

「あ……ぁっ」

　アレクの手に欲望を高められ、我慢できなくなる。

「アレ…ク、ダメ……も……っ」

　ゾクゾクと背を駆けのぼってくるのは確かな喜悦。他人の手から与えられる快感に抗う術もなく、イオは熱い息を吐き出す。

　アレクの手の甲にカリッと爪を立てた。お返しだというように、扱しごく手を強められる。

「……っ、や……っ」

　白い喉を震わせる甘い吐息。

　痩身を震わせてイオはアレクの手に白濁を吐き出した。

　だがすぐに、掛け流しの湯にながされていく。

　床と同じ高さの湯船のさきはインフィニティプールのようなつくりになっていて、そこから湯が滝のように流れ落ち、水音を立てている。その音が潜めた吐息をいくらかでも消してくれるのが救いだ。

　湯を汚してしまった背徳感に苛さいなまれる間も無く、湯から引き上げられ、大理石でできた床に引き倒される。

　湯船からあふれた湯が常時流れ、冷たさはない。大理石の滑らかな肌触りが心地好い。

　吐精後の脱力のままに、身体を投げ出してしまいたいが、許されるわけもなかった。

「……っ!?　うそ……」

　大きな手に膝を割られ、局部を露わにされる。

　驚いて上体を起こそうとしたときには、イオの欲望はアレクの口腔に捕らわれたあとだった。

「──……っ！」

　ねっとりと熱い口腔に捕らわれ、いきなり根元まで扱かれる。自分の手しか知らないイオには、過ぎた快楽だった。

　舌先に先端を抉えぐられて、悲鳴が迸ほとばしる。

　戦慄わななく内腿を大きな手が撫で上げ、逃げる腰は覆いかぶさる肉体に押さえ込まれる。

　先ほど一度達したばかりだというのに、またもその場所が高ぶるのを感じて、イオは己の肉体の反応に戸惑う。

　特別ストイックに生きてきたつもりはない。ただ、己の置かれた立場を思えば誰を幸せにすることもできないと思われて、誰を愛することもできないまま、今日まで来てしまっただけのこと。人並みの欲望はあるつもりだったが、淡泊だと自覚もあった。

　だというのに、アレクの触れるどこもかしこも熱くて、過去に経験がないほど敏感になっているのがわかる。

　しなやかな太腿に食い込む長い指も、肌を擽る漆黒の髪も、そしてイオの敏感な場所を嬲なぶる熱い口腔も。何もかもがイオを煽ってやまない。

「ダ……メ、放し、て……っ」

　このままではアレクの口腔に放ってしまう。そんなことはできない。

　イオの訴えは理解しているはずなのに、アレクは口腔に捉えたイオ自身を嬲るのをやめようとはしなかった。いやらしい水音が、湯音に消されることなくイオの鼓膜に届く。

「ダメ……だ、出る……からっ」

　そのまま出せというように、アレクの舌が敏感な場所を舐ねぶり、きつく吸った。

「──……っ！　ひ……ぁっ、……っ！」

　細腰が跳ねるのを押さえ込み、アレクがイオの射精を促す。

　嫌だと言ったのに、放してもらえなくて、イオは不満を訴えるかのように、伸ばした手でアレクの黒髪をぐしゃりと乱した。

　荒い呼吸にしなやかな胸が上下する。

　熱を孕んだ吐息が、悩ましく開かれた唇から艶っぽく吐き出される。

　いやだと言ったのに……と、潤む碧眼で覆いかぶさる男を見上げると、アレクは満足げに目を細め、舌なめずりするかのように口角を歪めた。

　その、雄の欲望を感じさせる表情が、イオの肌に燻くすぶる熱をたきつける。

「逆の上ぼせそうだな」

　そう言って、アレクは身体を起こした。イオの身体が、ふわり……と浮く。

「……っ！　アレク!?」

　イオは決して小柄ではない。アレクが長身で鍛えられた肉体をしてるから、並べば華奢に見えるかもしれないが、サザンランド王宮騎士のなかでは長身のほうだったし、しなやかに鍛え上げた肉体は決して見劣りするものではない。

　だから、しっかりと全身を覆う筋肉は、決して軽いわけではないはずなのに、アレクはまるでものともせず、イオを横抱きに抱き上げる。

　アレクの整った相貌が間近に迫って、イオはカッと頬に血を昇らせた。ただでさえ全身が朱に染まっているのに、ますます顔が熱くなる。

「下ろしてくださいっ、こんな……」

「暴れるな。さすがに女のように軽々と、というわけにはいかないからな」

　そんなことを言いながら、抱き上げる腕に不安定さは感じられない。そのまま浴場を出て隣室へ足を向ける。

　女性のように抱き上げられたこと以上に、「女」という単語が、イオの鼓膜に引っかかった。

　ふいっと視線を落としたのは、無意識の行動だった。

「妬いたか？」

「……え？　わ……っ！」

　愉快そうな声が間近に聞こえた──次の瞬間、背中から柔らかいものの上に落とされていた。

　湯治のための館という説明は嘘ではなかったようで、隣室には天蓋付きのベッドが置かれていた。その上に、下ろされたのだ。

　湯に浸かって、休んで、また浸かって……という、正しい入浴方法を用いて、本格的な治療の場として使えるように造られているのがわかる。

　だが、さすがは先王妃のために設えられた空間だけあって、華美さのない落ち着いた内装ながら、イオの痩身を受け止めたリネンの肌触りや、ベッドのクッション性、天蓋布に施された刺繍の繊細さなど、どれも一流の職人の手によるものであることが知れる。

　濡れたままベッドリネンの上に下ろされて、濡らしてしまうと恐れるのも、もはや今更に思えた。

「俺の口から女と聞いて、妬いたのだろう？」

「……っ」

　意地悪く訊かれて、今度は意識的に顔を背ける。拗ねているものでしかない子どもっぽい反応だと自覚があったが、ほかに返しようがなかった。

　このもやもやとした感情をヤキモチというのだということも、イオははじめて知ったのだ。

「そなただけだ」

　イオの頬を撫でながらアレクが言う。

　そんなわけがないと返したかったが、言葉をぐっと呑み込んだ。そもそもイオには、アレクに誠実さを求める資格などない。この先もずっとなんて望む気もない。

　今だけでいいのだ。

　今だけ、この瞬間だけ、自分のものであってくれればそれでいい。でも自分は、イオ個人としての感情のすべてを、ここに置いていくと決めた。

「あなただけです」

　生涯ただ一度の恋と、異国の地でこんなふうに出会うことになるとは思わなかった。

　明日になって、アレクは後悔するだろう。自分などに愛の言葉を囁いたことを悔いるだろう。

　申し訳ないと思う。

　でも今だけだから、この瞬間だけだから、どうか許してほしい。

「あなただけ……、……っ」

　鋭い痛みが襲って、掠かすれた悲鳴を上げる、アレクの犬歯が、喉元に食い込んでいた。

「俺を煽ったことを、後悔させてやる」

　剣呑な声でそんなことを言いながらも、アレクの指も唇も、やさしかった。

　サイドチェストに用意されていた香油をイオの局部に垂らし、長い指で丹念にほぐす。はじめての異物感に喘ぐイオを気遣いながらも容赦なく、受け入れることを知らない場所を拓き、快感のありかを知らしめる。

「ふ……ぁっ、……あぁっ！」

　長い指に後孔を拓かれ、感じる場所を暴かれる。

　埋め込まれた指に内壁を押し上げられ、途端襲った強烈な喜悦にイオは悲鳴にも似た嬌声を迸らせていた。

「……っ！　ひ……ぁっ！　あぁっ！」

　未知の快感が、イオの痩身を跳ねさせる。くねる肢体を片手で押さえ込んで、アレクはイオの狭い器官を根気よくほぐしつづける。傷つけないために。

　だが、余裕の表情を浮かべていた男もいよいよ限界だった。

「アレ、ク……、も……」

　焦れったさに耐えかねて、イオが情欲に濡れた瞳を上げる。救いを求めるようにシーツを握りしめていた腕を伸ばして、はやく奪って欲しいと眼差しで訴える。

　そんな初う心ぶな痴態に誘われて、行為に慣れているはずの男も、我慢などきくはずがなかった。

「つらかったら爪を立てろ」

　そう言って、イオの腕を自身の背に回させる。逞しい筋肉の隆起を確かめるかのように広い背に掌を這わせたのは無意識の行動だった。

　屈強な騎士の鍛えられた肉体。

　嫉しささえ覚える逞しく広い背に腕を回して、深い安堵を得る。肩口に頬をすり寄せて、艶めく牡おすのフェロモンを肺一杯に吸い込む。

　眩め暈まいを起こしたかのように、脳髄がクラリと廻る感覚。

　一方、自分でそうしむけておきながら、しなやかな腕にひしっと縋られた男は、腕の中の愛しい存在が見せる甘える仕草に、理性が焼き切れる音を聞いていた。

　くそ……っと毒づく声を鼓膜が拾って、イオは重い瞼を上げる。

　どうしたのか、自分は何か粗相をしたのだろうかと不安に駆られたイオの視界いっぱいに、情欲を露わにした獰猛な牡の顔があった。

「泣いて許されると思うな」

　情欲を孕んだ低い声が甘く恫喝する。

　ゾクリ……とイオの背を突き抜けたのは、恐怖ではなく、あろうことか期待だった。

　何も知らないはずなのに、この先に待つものを肉体が勝手に期待し、奥まった場所を疼かせる。アレクの指しか知らないはずなのに、熱く穿うがつものの存在を待ちわびて、いやらしく戦慄く。

　イオの反応に愉快そうに口角を上げて、アレクは白い太腿を押し開き、熱く滾ったものを押し当てた。

「あ……」

　濡れた吐息が溢れる。

　大きく硬いものが、香油の滑りを借りて、狭い場所をじわじわと押し開く。アレクの指に丹念にほぐされ卑猥に戦慄く後孔が、その大きさに悲鳴を上げる。

「痛……っ、く……っ」

　だがアレクはイオの美しい相貌が苦痛に歪んでも、身を進めることを躊躇しなかった。

　泣いても許さないと告げてある。

　美しい顔が苦痛に歪む様を哀れに思う一方で、たしかに煽られる己の嗜虐しぎゃく性を自覚してもいた。

　イオのプライドまで挫く気はなくとも、騎士として拮抗する力量を認めるからこそ、泣かせたい、美しい顔が屈辱に歪む様を見てみたいと思う、どうしようもない男の性さが。

　イオの純粋さと騎士としての崇高な精神こそが、対峙する者に歪んだ欲を抱かせる。

　アレクが出会いの瞬間からそんな欲を抱いていたなどと思いもしないイオは、何もかもはじめてだというのに、淫らな反応を見せる己に戸惑い、アレクに呆れられないかと不安を覚えて、ただただ必死に縋りつく。それがさらに攻める男を煽って、イオは嬌声を迸らせ、しなやかな背を仰け反らせた。

「ひ……っ！」

　最奥まで一気に貫かれて、悲鳴とともに縋った背に爪を立てる。戦慄く痩身、半開きの唇からは声にならない喘ぎが溢れる。

　イオの内壁が馴染むのも待たず、アレクはさらに深く腰を突き入れ、イオの一番深い場所までを侵蝕しようとする。

　穿つ動きが、やがて激しさを増して、肌と肌のぶつかる艶なまめかしい音が鼓膜を焼く。ガクガクと揺れる視界に攻める男の情欲に染まった瞳を映しながら、ひたすらに翻弄されつづけるよりほかない。

「ひ……ぁ、あぁ……っ！　ダ…メ、奥……が、熱……、ひ……ぁっ！」
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　恥ずかしい声を抑えるすべもなく、やがて羞恥すら過ぎた快楽の向こうに追いやられ、激しい律動に翻弄される。

「イオ……っ」

　男の声から余裕の色が消え、切羽詰まった荒い息遣い。

　そんなものにも煽られて、イオは広い背に縋り、逞しい肩に歯痕を刻んだ。口腔内に広がる鉄てつ錆さび味。イオの犬歯が、アレクの皮膚を噛み切った血の味だ。

　騎士の性か、血の味がイオの興奮を煽って、しなやかな太腿が無意識にもアレクの腰に絡み、もっと深くもっと激しくと誘う仕草を見せる。

　獣の咆ほう哮こうのような唸りを零して、アレクの動きが激しさを増す。

　痩身を揺さぶる律動と、あえかな声、淫いん靡びな水音。

「……っ！　い……く、も……っ、あぁ……っ！」

　最奥を穿たれ、激しく揺さぶられて、イオははじめての頂いただきに追い上げられた。

「……くっ」

　最奥で熱い飛沫が弾ける。頭上から降る、艶めく呻き。

　深い場所を汚される背徳感が、イオの思考を霞ませる。放ほう埓らつの余韻が敏感になった肌を震わせ、わずかな刺激にも、繋がった場所が戦慄く。

「イオ」

　低く甘い声が耳朶に名を呼ぶ。

　繋がったままの腰を揺すられて、かすれた悲鳴が喉を震わせる。

「ダ…メ、待……っ」

　身体の奥に感じる熱が力を取り戻すのを感じて、イオは目を瞠り、男を振り仰ぐ。イオの視線の意味を理解しながらも、アレクは意地悪い笑みを唇に刻むだけ。

「うそ……」

　まだ呼吸すらろくに整っていないのに、と訴えるも、許されなかった。

「泣いても許さないと言ったはずだ」

「ひ、あぁ……っ！」

　上体を引き起こされ、アレクの腰を跨ぐ格好で対面に抱き上げられる。

「無…理、……んんっ！」

　ぐずる唇を啄んで、「無理なものか」と突き上げてくる。

「ひ……っ！」

　欲望に煌めく緑眼に間近に見据えられ、快楽に染まる表情も肉体も、すべてアレクの視界に晒される。

　羞恥に溢れる涙をキスで拭って、「可愛いよ」などと、聞き捨てならない賛辞の言葉を寄越す。その程度で、こんな無体が許されるとでも？　と、背に爪を立てても、淡く啄むキスひとつで、もういいかと思ってしまうから自分も大概だ。

「も……ムリ……」

　半ば意識を飛ばしても、アレクはイオを放してくれなかった。

　鍛えられたしなやかな肉体が、逞しい胸に崩れ落ちる。

　余韻に震える肢体を腕に抱き、宥めるように撫でて、月明かりを弾いて煌めく金の髪に口づける。

　朦朧とした意識下で、イオはそれを受け入れた。

　もしかしたら都合のいい夢だったのかもしれない。もっとキスが欲しいと思ったら、唇に触れる熱。優しく啄むそれが心地好くて、ますます夢現ゆめうつつの区別がつかなくなる。

　もっときつくだきしめてほしいのに……。そんなことを考えたら、「やけに素直だな」なんてどことなく嬉しそうな揶揄の言葉が間近に落とされて、それからぎゅっと広い胸に抱きしめられた。

　温かくて、幸せで、これでもう思い残すことはないと思ったのに、人とはこうも強欲なのだろうか、物足りなさを覚える。

　でも何が足りないのかわからなくて、イオは夢の中で、どうして？　と不安を口にした。

　今だけなのに、明日はもうないのに、どうして欲しいものすべて与えられないのか。自分が何を物足りないと感じているのかもわからないのでは、求めようもない。

　切なくて、涙が溢れた。頬を伝う涙を口づけが拭う。

　その不安を拭いとる、短い言葉。

「愛している」

　許されない愛だとは思わない。

　そうつづけるアレクの声は静かだった。だから、本当に告げられた言葉なのか、自分の願望が見せた、聴かせたものだったのか、夢現をたゆたうイオには図りかねた。

「僕も」と、返したつもりだったけれど、アレクの耳に届いただろうか。










　明け方、イオはアレクが眠っているのを確認して、そっとベッドを出た。

　寝乱れた黒髪をそっと梳き、額にひとつ口づけて。

　西の空に月が消えるように、薔薇園を抜け、東屋の陰の隠し扉に身を翻した。

　身体に残る痛みが、昨夜の出来事が事実であることを教えてくれる。アレクに愛された名残が、肌のあちこちに散って、ひりひりとした痛みを訴えてくる。

　胸を満たす歓喜と、切なさ。ともすれば視界を歪ませようとする涙をぐっとこらえて、イオは夜が明けきる前に離宮に帰り着く。

　夢の時間は終わったのだ。

　夜明けの空に、月はない。
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　離宮から城塞を越えて、王の玉座の間のある王宮の最深部へ。

　高い塔が目印の荘厳な王宮──一番内側の城塞内へは、施政に携わる大臣や官僚、王宮騎士団に所属する騎士、そして各国の要人など、限られた者しか立ち入りが許されない。

　門は憲兵に守られ、女官や侍従たちが往き交い、城下の住民にも立ち入りが許されている第一の城塞の内側に開けた旧市街の雰囲気とはまるで違う。

　城塞と城塞の間は村ひとつぶんくらいの距離があるから当然とも言えるが、城塞を越えるごとに雰囲気が変わるのは、旅の商人たちの目には非常に興味深く映るだろう。

　自分がただの旅人なら、あるいは騎士だったとしても政治に無関係の立場だったなら、長い歴史を持つこの国の文化を、もっと堪能することができただろうに……と、イオは玉座の間へとつづく長い通路に一定間隔に設えられたアーチ窓から臨める景色を見やって思った。

　そして、ひっそりと息を吐く。

　妙に落ち着いている自分がいた。

　仰々しい近衛兵や憲兵の出迎えがなく、想像以上に静かなのも、理由の一端かも知れないが、それ以上に、身体に残る昨夜の熾おき火びが、わずかに残った迷いを払拭していた。

　この通路の先に、ルキウス王の玉座がある。

　一歩一歩、おごそかに、イリア王女一行は通路を進む。

　常から身につけている騎士服は、王宮騎士としての装飾は施されているものの、動きやすさ優先でデザインされているため、見た目から受ける印象以上に軽い。

　だが、今は懐に忍ばせた短刀以上に、王女のために誂あつらえられた正装の民族衣装が重かった。

　手刺繍の施されたシルクのフード付きのマントのような外套は、サザンランドの王室女性の貞てい淑しゅくの証。

　夫となる人以外に顔を見られることのないように作られた衣装は、本来こんな目的で使われるものではなかったはずだが、今回に限っては、イオに課せられた密命の手助けとなっていた。──が、いかんせん重い。

　サザンランドで産出される煌びやかな宝石を誂えたティアラも、繊細な細工に似合わず、思った以上に重い。

　女性たちは日頃からこんな面倒な格好をよくぞしているものだと、感心しきりだ。

　イリアに扮したイオは、そんなこの場に無関係とも思えることを考えていられる自分を不思議に思いながらも、顔を隠す衣装の下、周囲をつぶさに観察していた。

　すぐ後ろに女官長、イリアには部屋で隠れているようにと言ったのに、列の最後尾近くに、下っ端の女官のフリでついてきてしまった。離宮を出たところで気づいたために、止めることはかなわなかった。

　女官長には、万が一のときにはイリアを連れて脱出するようにと言い含めてある。数名の腕の立つ女官にも同様に、自分のことは考えなくていいと言っておいた。

　事実、どんな手練れがイオの思惑を阻もうとも、負ける気はない。ただひとりを除いて。

　だが、そのアレクが立ちはだかったとしても、王の首だけはかならず討つと決めている。そのあとは、アレクの剣にかかって果てればいい。

　あれほどの腕を持つ騎士だ。今日のような公式行事の場には、かならず臨席しているはず。

　玉座の間への騎士の同行は許されなかった。だからイオは離宮に控えていることに表向きはなっている。

　最後にもう一度、本気の彼と剣を交えられるかもしれない。そう思ったら、言い知れぬ高揚を覚えて、イオは己の業深さを胸中で笑った。

　やはりどうあっても自分は騎士なのだ。たとえ王族として育っていたとしても、自分は剣と無縁には生きられなかっただろう。

　長い通路の先に、大きな観音開きの扉が現れた。

　王の玉座の間だ。

　王が公務や式典を執り行うための間であり、各国要人や迎賓との謁見もこの間で行われる。

　市井の民家の何階分の高さがあるのだろうか。重い扉が、思いがけずスムーズに開く。こんなところにも、ノースガルトの技術力の高さを感じて、イオは胸中で感嘆を零す。

　扉の両脇に立つ兵が大仰に手にした槍の柄を、カンッと床に打ちつけた。来訪を告げるしきたりのようだ。

「イリア王女のお着きにございます」

　扉の内側に立つ兵が声を上げる。

「お付きの方々は、こちらでお待ちください」

　扉をくぐってすぐのところで、女官と侍従一行は足止めを食らった。後方でイリアが不安げな視線をイオの背に注いでいるのを感じたが、想定内のことだ。

　王の側近だろう、出迎えに進み出てきた老年の男性が、「陛下がお待ちです」と、玉座の前へ促してくれる。

　縦に長い造りの間だった。

　天井がやたらと高く、一面に宮廷画家の手によるものと思しきノースガルトの歴史絵巻が描かれている。

　シャンデリアなど、華美な装飾はない。

　かわりに、歴史的価値の高い絵画が広い間を飾っている。左右の壁に沿ってズラリと並ぶ王宮騎士の威圧感。

　そのなかに求める顔があるのではないかと、しずしずと進む間、横目に左右を確認するものの、黒衣の騎士の姿は見当たらない。

　イオが思う以上に地位が上ならば、王の傍近くに行かなければ、その姿はないだろう。

　足元の敷物の色が変わった場所で、足を止める。玉座には、まだ遠い。

　膝をついて、最敬礼の敬意を示す。

「サザンランド王国、国王シュテファンが妹、王女イリアにございます」

　お初にお目にかかります、と頭を垂れる。そのために、イオは王の顔を確認できない。玉座の背後の壁に太陽光を受ける巨大なステンドグラスがはめ込まれていて、王の姿は逆光になっていた。

　古の戦乱の時代の名残だ。王を暗殺者から守るため。影武者と入れ替わりやすくするために、あえて逆光になるように造られている。

　その玉座に、王の姿。

　影武者ではないはずだ。王女相手に影武者を立てる必要などない。

　顔をあげられなくても、収集できる情報はある。

　王の左右に並ぶのは大臣だろう。

　王宮騎士は、王に近い場所にはいない。着ているもので、大臣か騎士かはわかる。

　大臣たちは、皆司祭のような長衣を身につけていて足元が見えないのに対して、騎士は膝丈のブーツだ。

　玉座に就くルキウス王は、意外なことにも長いマントの下にブーツを履いている。手には丈。大粒の金剛石のはめ込まれたそれは、同じ金剛石の埋め込まれた王冠と王家の紋章の彫り込まれた剣と並んで、ノースガルト王位の象徴とされる。

「ノースガルト国王、ルキウス陛下である」

　慇懃な声は国務大臣あたりのものか。

「王女よ、お顔をお見せいただけますかな」

　別の大臣が、素顔を見せろという。顔を隠すのはサザンランドの習慣であって、ノースガルトには馴染まないと言いたいのだろう。

「できません」

　イリアの振りでイオは気丈に返した。声音は繕えても、たっぷりと布を使った民族衣装で体格を隠しても、素顔を化粧で隠しても、完全にイリアになりきるのは無理がある。

　まだ、男だとばれるわけにはいかない。

　せめてもう少し、王の傍に近づかなくては、剣が届かない。

「不敬であるぞ！」

　別の大臣が声を荒らげる。

　それをまた別の大臣が「そう声を荒げんでも」と諌める。茶番だ、と思った。

　そのとき、ざわめく場をおさめる低く威厳のある声が、玉座の間に響いた。

「文化は重んじるためにある。強要するものではない」

　好き勝手なことを言っていた大臣たちが口を噤む。

　一方でイオは、密かに息を呑んでいた。

　──……っ!?

　鼓膜に届いたそれは、聞き覚えのあるものとは、ずいぶんと印象が違っていた。

　──この、声……。

　まさか……と、胸中で可能性を打ち消すも、つづく言葉がイオの思考を冷まさせた。

「世には、そなたの素顔を拝む資格があるということだな」

　夫となる男にのみ素顔を晒すというのなら、自分にはイリア王女の素顔を見ることが許されるはずだという。

　玉座を立ったルキウス王が、ゆっくりと歩み寄ってくる。「陛下！」と諌める声が大臣の間から上がったが、ルキウス王は聞き入れない。イオのすぐ前まできて、片膝をついた。

　頬に手が伸ばされる。

　イオは身動きがかなわない。

　大きな手が、頬のラインをなぞるように動いて、頤を捕らえる。

　息を詰めて王の動向をうかがうイオの内心の焦りを嘲笑うかに、ルキウス王が間近に囁いた。

「素顔をお見せいただきたい、騎士殿」

　──……っ!?

　脊せき髄ずい反射で顔をあげた拍子に、顔を隠していた衣装を剥ぎ取られる。

　繊細な刺繍とレースに縁取られた長いストール状の頭巾がひらりと床に落とされ、頤を掴む手によって顔を上げさせられた。

　イオの碧眼が間近に捉えたのは、秀麗な美貌の主。艶やかな黒髪に翠玉色の瞳、白磁の肌。切れ長の怜悧な眼差しが、まっすぐにイオを捉えている。

　黒地に金刺繍の施されたローブの下には騎士服を基調にした衣装。腰には長剣。一般的な王の枠におさまらない人物であることが見て取れる。

　だが当然、イオの唇を戦慄かせたのは、ルキウス王が型にはまらない人物だと、さまざまな噂話を肯定されたためではなかった。

「アレ……ク……」

　強い光を宿す緑眼の持ち主の顔を、明るい陽の下で見るのははじめてだ。けれど、間違いようがない。

　そして気づく、ルキウス王の正式名が、ルキウス・アレクサンドルであることに。どうして忘れていたのだろう。国を出る前に、ちゃんと教えられていたのに。

「イオ……いや、イオカステ卿」

　本名を呼ばれて、唇を噛む。

「私の花嫁はイリア王女だと聞いていたが？」
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　揶揄の口調から、イオはすべてを悟った。

「知って……いた、のか？」

　震える唇が、確認の問いを紡ぐ。

　自分が、イリア王女付きの騎士イオカステと知っていて、夜の逢おう瀬せを重ねていたのか？　まるで知らないふりで、一騎士アレクとして振舞っていたと？

　アレクの唇に浮かぶ意味深な笑み。

　──……っ！

　カッっと、頭に血が昇っていた。

　果たすべきは、密命。

　自分の感情云々は、後回しでいい。決して、個人的な感情に突き動かされた結果の行動ではない。

「ルキウス王、覚悟！」

　不敵な光を宿す緑眼を見据えたまま、イオはアレクの……いや、ルキウス王の腰に提げられた剣へと手を伸ばした。

　鞘から抜き取ったそれを、飛び退りざまに揮ふるう。

　それを紙一重で、ルキウス王はしのいだ。

「陛下！」

　左右に並ぶ王宮騎士のなかから声が飛んで、一本の剣がルキウス王に投げ渡される。それをイオに視線を向けたまま受け取って、腰へ。

「さわぐな」

　刺客かとざわつく周囲に言い放ち、ルキウス王がイオに対峙する。抜刀術の脱力の構えだ。

　イオは、纏っていた王女に化けるためのマントを脱ぎ落とし、素顔を露わにする。豪奢な刺繍と繊細なレースの施された長衣の下には、同じ生地で設えられた民族衣装。だが王女のための丈の長いドレスではなく、足さばきに無理のないデザインを施した、特別な騎士服だ。体のラインにぴたりと沿う白地に金刺繍のそれは、密命のために用意された品だった。

　ルキウス王が何を言い出したのかと訝る様子だった大臣たちも、王女だと思っていた存在が、剣を奪い、さらには王女に化けた騎士だとわかって、驚嘆する。

「一切手出し無用だ！」

　ルキウス王の言葉に、居並ぶ王宮騎士たちが、腰の剣に添えていた手を放した。いくら王の命令とはいえ、普通なら聞き入れていいはずのない命令だろう。それほどに王の騎士としての腕を信頼しているのだ。

　それも当然。アレクとの手合わせで、イオは結局一度も勝てなかったのだから。ルキウス王は、王であり、騎士なのだ。

　抜刀術で対抗したところでかなうわけがない。イオは、正面に剣を構える。

　静かな気配をまといながらも、隙のない立ち姿。見据える緑眼には、戦を知る者のみが持つ強い光。

　シン……ッと玉座の間に落ちる静寂。

　剣を交える者同士にしかわからない呼吸と間合い。

　睨み合った視線を外せないまま、短くも長い時間が過ぎて、そのときは突然訪れた。

　鋼と鋼のぶつかる鈍い音が高い天井に反響する。息を呑んで見守る周囲から、声にならない声が漏れた。

「……っ！」

　剣を合わせた恰好のまま、間近に見据える。

　はじめて剣を合わせた夜のことを、思い出していた。あのときも、本気だった。もちろん今も本気だ。本気で、切り殺してやりたいと思っている。

　だが、動揺を消しきれないでいるイオのほうが、そもそも不利であることは明白だった。

「そなたの怒りはもっともだが、負けてやるわけにはいかんな」

　余裕を感じさせる声が、間近に届く。

「ふ…ざける、な……っ！」

　茶化されているようにしか聞こえなかった。

　自分は必死だ。だがアレクには……いやルキウス王には、余裕がある。それを認めるのが悔しい。認めるわけにはいかない。

　渾身の一撃で切りかかる。

　それを長剣に弾かれ、それでもあきらめずに隙を狙って、隙を誘うように、次々と切りかかった。それをすべて、絶妙のタイミングでルキウス王の剣が払う。

　見る者が見れば、非常に高度の駆け引きであり、拮抗する剣技を有する一流の騎士同士だからこその勝負だった。その証拠に、ルキウス王に自身の剣を投げ渡した、王宮騎士団の隊長と思しき騎士の眼が、驚嘆に見開かれている。彼にしてみれば、王が剣を揮う限り、早々に決着がつくと思っていたのだろう。

　たかが南の小国サザンランドの騎士ごときに、ルキウス王がてこずるようなことがあるなんて……と、驚きを隠せずにいる。

　だが、ルキウス王と対峙するイオにはわかっていた。

「本気を出せ！」

　なまくらな剣で、自分の本気を流そうなどと……！　と怒鳴る。

「充分本気だ」

「うそをつくな！」

　熱くなる一方のイオに対して、ルキウス王の緑眼にやどる光は冷静なままだった。頭に血が昇った状態で勝てるわけがないとわかっていても、感情はどうしようもない。

　計画がバレているとも知らず、すべてを明け渡してしまうなんて……！

　昨夜の自分の姿を、アレクは……いやルキウス王は、どう思って見ていたのか。甘言を本気にして、すべてを明け渡す愚か者を、胸中で嘲笑っていたのか。なのに自分は……っ！

「ほかごとを考える余裕があるとはな！」

「……っ！」

　イオの意識が目の前の存在ではなく昨夜の記憶に逸れた隙を、見逃すような男ではなかった。

　カンッ！　と高い音がして、イオの手から剣が弾かれる。風切り音を立てて宙を舞った王の剣は、玉座の間の大理石の床を滑って居並ぶ大臣たちの足元へ。

　大臣たちが、驚いて壁際に逃げる。

　王宮騎士団が、訓練されつくした動きで、イオとルキウス王の周囲を取り囲んだ。

　痺れる腕を抱えて、イオは片膝をつく。

「イオカステ卿！」

　玉座の間に入ってすぐのところで、イリア王女の付き人たちが、王宮騎士団の他隊に拘束されている。叫んだのは女官長だった。一行に危害は加えられていない。何かを訴えようとするイリアを、女官長が止めている。

　大丈夫だ。イリアの正体には気づかれていない。

　ノースガルトの連中には、誰が本物のイリアなのか、あるいは最初からイオがイリアに扮して入国していたのか、判断材料はない。

「私を殺すがいい、ルキウス王！」

　まだ、懐に忍ばせた短刀がある。これで刺し違えることは可能だ。

「イリア王女はいない。私が身代わりだ。私を殺せば、それで終わりだ！　人質をとって言うことをきかせようなどと下種な策謀は、我々には通用しない！」

　いかな小国といえども、誇りがある。

　大国が力にものを言わせようとしたところで、誇りは挫けないと訴える。

「貴様……っ！」

　王宮騎士のひとりが、陛下を侮辱するのか！　と剣に手をやる。それを先ほどの隊長が、静まれ！　と一喝した。

　脅して小国を自由にしようとするような国王に、なぜ忠誠を誓うことができるのか。イオには理解できない。

「懐のものから、手を放してもらおうか、イオカステ卿」

　ルキウス王に短刀の存在を言い当てられて、唇を噛む。だが言われて差し出すほど、バカではない。イオは動かない。

「いい目だ。本気で私を殺そうと切りかかってくるきみは、本当に美しい」

「……っ、ヘンタイめっ」

　睨み据える碧眼に目を細めて、ルキウス王は愉快げに唇をゆがめた。

「そなたの耳にろくでもない話を吹き込んだのが何者か、そろそろはっきりする頃合いだが、まぁいい、すべて終わるまで大人しくしていてもらおうか」

　そういって、ルキウス王は周囲にチラリと視線をやる。

　──……？

　イオは怪訝にひとつ瞬いた。

　その表情に、ルキウス王がニヤリと口角を上げる。

「本物のイリア王女を探せ」

　側近に命じる。

「……っ！　違う！　イリア王女はいない。最初から自分が……、……っ！」

　懐の短刀を抜いて、ルキウス王に突進する。その広い胸にぶつかるように短刀を押しつけた。

　たしかに手応えがあった。だが……。

「いいかげんにしろ、じゃじゃ馬め」

　間近に、呆れた声が落とされる。

　短刀を握る手に伝う、温かな滴。

　──……え？

　何か？　と視線を落とすと、赤い色が目に飛び込んできた。

「……っ、そんな……」

　イオが突き出した短刀を、アレクが片手で掴んで止めたのだ。

「アレ…ク？　手が……」

　彼ほどの手練れなら、こんなやり方をしなくても、短刀程度しのげたろうに。

　今さっきまで、切り殺そうと本気で剣を向けていた相手が、掌に傷を負った程度で、自分は何を動揺しているのか。しのげたはずだなどと……。そして気づく、自分は最初から、勝てると思って剣を揮っていなかった。ルキウス王なら……アレクなら、負けるはずがないと思って切りかかっていた。

　アレクに、殺してほしいと思って……。

　──僕は……。

　アレクの剣にかかって果てたいと、ただそれだけを望んで、剣を揮っていた。

「陛下……!?」

　側近が驚いた様子で駆け寄ってくる。

「ただのかすり傷だ」

　そう返して、呆然とするばかりのイオの手から短刀を奪った。それを、駆け寄ってきた憲兵に渡す。

「身代わりだといったな」

　傷を負っていない手が、イオの頤を掴む。

「……」

「ならば最後まで、その役目を果たしてもらおうか」

　大きな手が、イオの喉を片手で掴む。簡単に息の根を止められるだろう。

　注がれる翠玉の眼差しを見上げて、イオは瞼を閉じる。

「やめて……！」

「イオカステ卿！」

　最初の悲鳴は、イリアのものだった。頼むから、おとなしく女官のふりをしていてくれ。サザンランドにたどり着くまで、どうか女官長の言うことをきいて、王女として生をまっとうしてほしい。

　だが、いつまで待っても、息苦しさは襲ってこない。

「アレク……？」

　大きな手が、イオの首から外される。その手が乱れた金髪を梳き、耳じ殻かくをなぞって、そして離れた。どこか名残惜し気に。

　はたはたと、床に落ちる赤い血の色。

　しばしそれを眺めて、どうして誰も応急処置をしないのかと、そんなことを思う。床に落ちていた、自身が王女を装うためにかぶっていた長いストールを拾い上げ、気づけばルキウス王に手を伸ばしていた。

　それに気づいた王宮騎士が止めるべく駆け寄ろうとして、途中で足を止める。ルキウス王が制したのだ。

　どうしてそんなことをしようと思ったのか、自分でもわからない。ただ、滴る赤い血が痛々しくて。ただ、それだけだった。

　拾い上げたストールを、包帯替わりに巻き、止血のためにきつく縛る。

　本気で殺そうと剣を向けた相手の傷の治療をする自分を、心底愚かだと思った。

「ありがとう」

　聞き覚えのある声音。

　間近に落とされたそれは、聞き慣れたアレクのもの。間近に見あげた顔も、夜ごと逢瀬をくりかえした、騎士のものに見えた。

「そなたの処分は追って沙汰する」

　おとなしく捕虜となれと言われて、イオはきっぱりと返した。

「この場で殺してください」

　淡々と言う声に、ルキウス王が眉を顰める。

「死ぬことは許さん」

「あなたに命じられるいわれはない」

「そなたは暗殺者だ。罪人だ。どう扱うかは、私が決める」

　イオの身柄は、すでにルキウス王の手の中にある。そう断言される。

「殺せ！」

　挑むように言った。

「その覚悟があるのなら、脱走してでもイリア王女の安全をその目で確認したらどうだ？」

　挑発的に言われて、イオはぐっと口を噤む。

「王女はいない」

　自分が身代わりだと再度言う。

「どうかな」

　ルキウス王の眼に、嗜虐的な色が浮かぶ。

「王女は本国におられる！」

「この私に、嘘が通用すると思うな」

　手が伸ばされて、イオの頬をうっそりと撫でる。ゾクリ……と悪寒が背を突き抜けて、そうけだつ殺気を感じた瞬間、腹部に衝撃を覚えた。

「……っ！」

　低く呻いて、膝から崩れ落ちる。

「き、さま……」

　腹に拳をねじ込まれたと、気づいたときには、イオは意識を失くしていた。

「お兄様……！」

　イリアの悲痛な叫びが、鼓膜に届いた気がした。

　ダメだ、イリア……。はやく逃げろ。

　朦朧とする意識下、最後にイオの脳裏を過ったのは、騎士としての使命感であり、兄としての情だった。










　意識を取り戻したとき、イオは見知らぬ天井を見上げる恰好で、硬いベッドに寝かされていた。

　急速に記憶が蘇ってきて、飛び起きる。

「……っ」

　腹が痛んだ。

「くそ……っ」

　いつもなら絶対にしない油断だった。剣ではなく、拳で負けるなんて……。

　周囲に視線をやって、置かれた状況を把握する。

　殺風景な部屋だ。簡素なベッドにつくり付けの棚、格子のはまった小さな窓はずいぶんと高い位置にある。扉はふたつ。こちらも簡素なものだ。片方にはのぞき窓がついていて、こちらが外へ通じる扉だろう。とするともうひとつがバスかトイレといったところか。

　閉じ込められているのはわかるが、奇妙な扱いだ。

　何より、足かせ。右の足首に、鎖が繋がれている。その鎖は、部屋の中央の床に埋め込まれた金具に繋がっていて、よほどの怪力自慢であっても、抜けないに違いない。

　足かせも、簡単に外せるものではない。硬い金属でできていて、しっかりと螺ね子じが止められている。

　イリアはどうなったのだろう。ほかのみんなは？

　ドアの向こうの気配が変わるのを感じた。

　警備につく兵の緊張がこちらにも伝わってくる。

　鍵の開けられる音。イオは咄嗟にベッドを降り、足音を殺してドア横へ。鎖は部屋を自由に歩き回れる長さがあって、動きに制限はない。が、気をつけないと金属同士のこすれあう音が響く。

「開けろ」

　聞き覚えのある声。玉座の間で、ルキウス王の傍近くにあった騎士のものだと気づく、ルキウス王に自分の剣を投げ渡した騎士だ。

　扉の鍵が開けられる音。

　蝶番ちょうつがいの立てる音に注意を払う。

　扉が開ききらぬタイミングで、イオは動いた。

「……っ！　なに!?」

　驚きの声は騎士のもの。

　予想外にも、先に部屋に入ってきたのは、騎士ではなく、ルキウス王だった。

　その首に背後から腕をまわし、身体を入れ替える。壁に押し付ける恰好で、急所──喉元を拘束した。

　身長差があっても、いやだからこそ有効に働く、懐に入り込み、素手で頚けい骨こつを折る手段だ。クロスさせた両腕でルキウス王の喉を押さえ込み、目を瞠る騎士に「動くな！」と命じる。

「その手を下げろ」

　剣の柄に伸ばされた手を放せと要求する。その間も、イオの碧眼はまっすぐにルキウス王の緑眼を見上げている。

「その言葉はそっくり返す。背中から切り殺されたいか!?」

　騎士の威嚇に、イオはルキウス王の怜悧な眼差しを受け止めながら嘲笑を返した。

「好きにしろ。親愛なる陛下の首の骨が折れるぞ」

　切られても、自分は腕に込める力を抜かないと返す。騎士はぐうっと唸って歯噛みした。

「外に出ていてくれ」

　ルキウス王が、騎士に命じる。

「ですが……」

「平気だ」

　落ち着き払った声が、イオの苛立ちを増幅させた。

　逡巡を見せたものの、「かしこまりました」と一礼を残して、騎士が部屋を出る。外から鍵がかけられる音がした。

「余裕だな」

　この状況で、ひとりになるとは……と吐き捨てる。

「きみの腕が私の首を折る前に、私の剣がきみの腹を貫くとは考えないのか」

「命が尽きる瞬間まで、きさまの首を絞めつづけるだけだ」

　ルキウス王の腰には、玉座の間でイオが奪った剣がさげられている。

「ずいぶんと嫌われたものだ」

　大仰な言い回しにイオが眉間に皺を刻むのを見て、ルキウス王は愉快げに口角を上げた。

「……っ!?　きさま……っ」

　イオがカッと頭に血を昇らせた瞬間を、ルキウス王は見逃さなかった。

「……っ！　く……っ」

　ルキウス王の喉元を締めつけていた腕の拘束を解かれ、あっという間に形勢逆転される。

「あまりにも使い古されたやり口だ」

　対抗手段など、もはや研究されつくしていると返される。それでも、この不利な状況でイオにとれる唯一の手段だった。

「放…せ……っ！」

　暴れるイオの腕を掴んで、ベッドへと放る。イオが体勢を立て直すより早く、上から肩を押さえ込まれた。両の手首をひとまとめにして、頭上に縫い付けられる。

「一応体裁が必要なのでな。しばらくはここで大人しくしていてくれるとありがたい」

「体裁…だと!?　ふ…ざけ、な……っ」

　対外的に繕っている暇があるのならさっさと処刑すればいいものを！　とイオが怒鳴ると、ルキウス王は、「いいのか？」と目を細めた。

「な…に……？」

　嫌な予感が過る。

「イリア王女は拘束した。なるほど、よく似ている」

「……っ」

　それは言外に、イオの素性も調査済みだと言われたに等しかった。

「きみがおとなしくしているのなら、王女の身の安全は保障しよう」

「……っ」

　この場で自分が否と言ったら、どうなる？

「悪い取引ではないと思うが？」

　断るわけがないという、ルキウス王の口ぶりが、神経を逆撫でる。

　己の屈辱程度、イリアの安全と引き換えられない。イオはぐっと奥歯を噛んだ。

「……王女を、国に無事返すと約束するか？」

「彼女がそう望むのであれば、好きにさせよう。そのかわり──」

「俺のことは好きにしたらいい」

　煮るなり焼くなり、処刑方法など好きにしたらいいのだ。一生奴隷として働けというのなら、それもいい。

　イオの返答に満足げに頷いて、ルキウス王は「その言葉忘れるな」と、目を細める。

「男に二言はない」

　イオは、覆いかぶさる男を見上げてきっぱりと言い放った。

　どのみち、イリア以外に気にかける者もない命だ。騎士として使命を全うできるのならそれ以上望むものはない。

「いい覚悟だ」

　両手の拘束を解かれないまま、余裕の笑みを口許に浮かべた男を忌々しく見上げる。見とれるほどの美貌はもはや、腹立たしさしか生まない。その苛立ちの根底に何があるのかなんて考えたくもなくて、イオはぐっと唇を噛んだ。

「噛むな、傷がつく」

　勝手な言葉に返すのも面倒で、ふいっと顔を背ける。一度は情を交わした男だ。憎しみの裏に捨てられない想いがあることを、イオは自覚していた。だからこそ、悔しい。

「触るな」

　短く吐き捨てる。

「つれないな」

　どの口が言うのか。

「さぞ愉快だろう？　あっさりと騙されて貴様にすべてを明け渡した、バカな騎士を弄もてあそぶのは」

「弄ぶとは聞き捨てならないな」

　ぎっと睨むイオに愉快気な視線を注いで、ルキウス王は緑眼を眇める。宝石のように美しい翠玉の瞳が近づいて、イオははっと身をこわばらせた。

「……っ」

　ルキウス王の唇に滲む赤。

　イオの口中に広がる鉄錆味。

「私に触れるな」

　口づけられかけて、咄嗟に噛みついていた。

　何か言いたげにイオを見据えていたものの、ややして両腕の拘束が解かれる。ベッドを降りて扉に向かう長身は、扉の前で足を止め、「欲しいものがあれば届けさせる」と罪人へ情けの言葉をかけた。

「剣を」

　そういう意味ではないと分かっていて、敢えて返す。

「それはダメだ」

　チラリと背後を振り返った男の口許には笑み。

　ルキウス王が指示せずとも、外から鍵が開けられる。「約束を忘れるな」と今一度言い置いて、ルキウス王は扉の向こうに消えた。

　口中に残る鉄錆味が、イオの胸を逆撫でする。

　罪人として捕らえた相手に触れようなどと、頭がおかしいとしか思えない。自分が毒を仕込んでいたらどうするのか。

　そして同時に、どうあがこうとルキウス王を……アレクを討つことなどできない自分の愚かさを思って、ベッドに転がったまま、ぎゅっと瞼を閉じる。

　そうしたら、ほんの一瞬触れた唇の熱が蘇ってきて、イオは小さく毒づいた。

　はじめての恋は、憎しみに転化しても、容易に捨て去れるものではないらしい。

　はやく殺してくれ……と、唇に残った熱を振り払うように、手の甲で拭った。その程度で、情熱的に抱き合い幾度となく口づけた記憶が、消せるわけもないのに。










　イオの軟禁部屋から戻ったルキウスを王の執務室で出迎えたのは、王弟ニコラスだった。

　少し長めの黒髪に翠玉の瞳、兄王より柔和な面差しで体型もひょろりとしているが、兄弟はよく似ていると言われる。だが性格は、幼少時から正反対だった。

「兄上……」

「心配無用だ」

　その言葉は、弟ではなく、弟の背後で不安げに両手を組む存在に向けたものだ。

　まったく、学者肌の奥手かと思いきや、予想外の行動に出てくれる。だがそれが、今はルキウスの思惑を後押ししてくれる。

　ともあれすべては、コトの決着がついてからの話だ。

「この私をたばかろうとした罪は、命をもって贖あがなってもらう」

　ルキウス王の冷淡にも聞こえる声音に、弟ニコラスはぐっと唇を引き結ぶ。兄王がこういう表情をするときに、どんな忠言も聞き入れられないとわかっているためだ。

　背後の存在を気遣って、ニコラスがそっと手を差し伸べる。

　ルキウス・アレクサンドル王は、決して好戦的な人物ではない。だが、売られた喧嘩は買う主義だ。それが外からのものなら当然、もちろん内からのものであったとしても。

「私を怒らせて、無事ですむと思ってはいまい」

　低い声が、王の怒りが深いことを教える。

　策謀は、覚悟をもって巡らすものだ。

　完遂の曉あかつきの未来への希望、という意味ではない。途中で頓とん挫ざした場合の、責任という意味の覚悟だ。

　その覚悟もない者に、討たれるほど安くはない。

「みくびられたものだ」

　自分も、そして本来王子として敬われるべき美貌の騎士も。

　眇めた緑眼に剣呑な光を宿し、ルキウス王は……いや、アレクは東の空に上りはじめた月を見やる。

　風に乗って、薔薇が香った気がした。














５









　五日後、再び部屋の扉が開いた。

　そのときイオは、格子のはまった窓から、青い空を眺めていた。

　おとなしくしていたぞ。イリアの無事を確認させろ。言葉にするのではなく、悠然と現れた男の顔を睨み据えることで訴える。

「怖いな。そんなに睨むな」

　何が楽しいのか、ルキウス王が愉快そうに言う。

「ここから出してやろう。イリア王女にも会わせる。だがその前に──」

　イオの足の拘束が解かれた。

　扉は開いたまま。ルキウス王の腰には剣。この場でイオが逃走をはかったらどうする気なのか。

「逃げられんだろう？」

　イオの胸中を読んだかに、ルキウス王が言う。イリアの無事も確認できなくなるぞ、と指摘されるまでもまく、イオにその気はない。

「逃げる気などない」

　この身の処遇は、ルキウス王に預けたのだ。イリアの無事と引き換えに。

「この五日間、何をしていた？　どうしてすぐに──」

　イリアに会わせてくれなかったのか、と問う言葉を、「その話はあとだ」と遮られる。

「そのまえに、準備が大変だからな」

「……？」

　準備？

　いったい何の？　尋ねる前に、イオの身体がふわり……と浮いた。

「……っ!?　な……っ!?」

　ルキウス王が、抱き上げたのだ。

「な、なに……下ろせ！」

　そのまま部屋を出ようとしていることに気づいて、驚いて暴れる。だがルキウス王は、まるで懐かない虎の子をいなすように、「おとなしくしていろ」と耳元に一喝した。
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「手かせ足かせで連れ歩かれたくはないだろう」

　そのほうがマシだ！　と返す前に、「きみのそんな姿を晒したくない」と言われる。

　警護の騎士の視線に晒される屈辱に顔を伏せるしかなく、それが結果としてルキウス王の肩に頬をあずけているかのような恰好になった。

　数歩のところで抱く腕が揺らいで、驚いて首に縋る。すぐ間近に見据える緑眼とぶつかって、わざとだと気づいた。

「しっかりつかまっていないと危ないからな」

　口で言ってもイオが納得しないとわかっているルキウス王の、悪戯心だと気づく。だがいまのイオには、屈辱以外のなにものでもない。

　抱き上げられた恰好で連れて行かれたのは、王宮の深部。罪人であるイオが足を踏み入れていいとは思えない、奥まった間だった。

　室内でようやく下ろされて、出迎えに出てきた女官たちに囲まれる。

「あ……の？」

「まずは湯あみから。どうぞこちらへ」

　イリア付きの女官長と同じ年頃だろうか、中年の厳しい家庭教師のような風貌の女性に指示される。

「彼女には逆らうな。あとが怖い」

　ルキウス王がイオの耳朶に囁くのを耳ざとく聞きつけて、「陛下！」と鋭い声で諌める。

「全部聞こえておりますよ！　私の耳はまだ耄もう碌ろくしておりません！」

　国王相手に、怯ひるむことのない口調。それなりの立場にある女性なのだろう。言われたルキウス王も、嫌な顔はしていない。

「わかった。あとは任せる」

　両手を挙げて降参のポーズで、ルキウス王が返す。女官長と思しき女性は、「お任せください」と、顎を挙げた。自分になら王の求めるものを完璧に用意できる、自負と自信に溢れた表情だ。

「アレ……、ルキウス陛下？　イリア王女は──」

　部屋にひとり残されそうになって、状況の説明をしてくれと呼び止める。呼び方に困ったのは、胸中での己への言い訳にすぎない。

　足をとめたルキウス王は、イオの頬に手を添えて顔を上げさせると、間近に新たな取引材料を囁く。

「おとなしく彼女の言うことを聞くことだ。ひとつでも逆らったら、妹に二度と会えないと思え」

　含みある口調で言って、背を向ける。

「……っ、待……っ!?」

　追いかけたが無駄だった。

　ドアが閉まる前、廊下でルキウス王を待っていた例の騎士が、なぜかいたわし気な表情を自分に向けたのが、妙に意識にとまった。

　──なんだ……？

　唖然とするばかりのイオの腕を、女官たちが引く。

「さあさ、こちらへ。湯の使い方はわかりますね？　隅々まで綺麗にしてきてください。烏からすの行水ぎょうすいは許しません。そのときは我々が手を出します」

　脅されても、女性相手に強くは出られない。騎士道では、主への忠誠と並んで、女性への敬意が重要視される。

　女官たちに身体を洗われたくなかったら、ちゃんと湯を使ってくるようにと言われて、イオは女性たちの迫力に気圧されるまま、浴室へ逃げ込んだ。

　はじめての夜、アレクと抱き合ったあの薔薇園の浴場ほどの広さはないが、それでも充分に広い浴室だった。甘い香り。湯船に薔薇の花弁が浮いているのに気づいて、ぐっと胸が締め付けられる。

　この五日間、軟禁状態ですることもないなか、考えていたのはアレクのことだった。結局捨てられないままの己の恋情の存在を確認して、ひたすら己のバカさ加減を嘲笑うだけですぎた五日間だった。

　あとはもう、イリアさえサザンランドに返してくれたら、それでいいのに。

　いまさら身ぎれいにしろと言われても……だが、イリアの姿を見られるのもこれが最後なら、せめて一騎士として、血のつながった兄として、イリアの記憶に刻まれる自分はしゃんとしていたい。

　これは、ルキウス王なりの、罪人への情けなのだろうと理解する。

　たっぷりの湯で強張った身体を癒し、身体の隅々まで洗う。あの薔薇園の薔薇からつくられているのか、ソープは濃い薔薇の香りがして、湯から上がったとき、イオは全身に薔薇の香水をまとったかのような状態になっていた。

　湯音が聞こえたのだろうか、タオルで身体を拭いているタイミングで浴室の扉があけられ、女官たちが入ってくる。

　悲鳴を上げるわけにもいかず、イオは慌ててタオルを巻いた。

「あ……の？」

　戸惑うイオを、女官長が目を細めてみやる。見分するかのように。

　軟禁されていた五日の間に想像の範疇を大きくはずれた謀略が画策されていたことを、イオはようやく知ることになったのだ。










　王宮の一角に、施政者が神に祈りを捧げるための場所がある。ノースガルトでは政教分離が確立されていて、施政者が統治に宗教を利用することはないが、個人的に祈りを捧げることは許されているし、式典の場として教会が使われることもある。

「イオカステ殿下のおこしでございます」

　恭しく観音開きの扉が開く。女官たちの手によって過剰なほどに飾り付けられたイオが案内されたのは、教会で式典を行うときに使われる控えの間だった。

　扉の向こうに、まず見たのはイリアの顔。向こうも、イオを認めて駆け寄ってくる。

「お兄様……！」

「姫！」

　周囲を憚はばからずイオを兄と呼ぶイリアと、あくまでも一騎士としてふるまおうとするイオと。

「よくぞご無事で」

「すべてルキウス陛下の計らいのおかげです」

「……？　それはどういう……」

　だが、状況説明より前に、イオにはイリアに尋ねたいことがあった。イリアも、美しく着飾っていたのだが、サザンランドの民族衣装とは違うものを着ている。華やかなレースの施された純白のドレスに、金の髪を飾るティアラ、そして、繊細なレースに小花を散らした長いヴェール。この衣装は……これではまるで……。

　──花嫁衣裳ではないか……。

　つづく言葉を思わず呑み込んだのは、口にしていいかわからなかったから。

「姫、このお姿は……」

「これからは、イリアと呼んでください、兄上」

　兄上もとても綺麗です……と、イオに着せられた華やかな騎士服をみやる。

　そうなのだ。女官たちに囲まれて、何をされるのかと戸惑うイオを、女たちは好き勝手に飾り付けたのだ。

　生涯ただ一度の式典でも着ないような純白にプラチナ刺繍を施した丈の長い騎士服はおよそ実用的ではない重さだし、いつも洗いざらしでロクな手入れなどしたことのなかった金髪にはローズウォーターを振りかけられ、ノースガルトに来てから少し伸びていた髪を編み込むように結われたうえにプラチナの髪飾りをつけられた。正直邪魔だ。

　騎士服の胸元には、イオの瞳と同じ色の大粒の燐灰石アパタイトがあしらわれていて、稀少宝石の重さが気になってしかたない。

　イリアとの最後の面会を御膳立てしてくれるにしては、飾り立てすぎだ。自分はもちろんイリアも。

　それから、イリアの背後に立つ男性。

　黒髪に緑眼はルキウス王と同じだが、面立ちは柔和で学者肌の印象。だが、ルキウス王に似たハンサムで、こちらも正装と呼んでいい恰好をしている。袖口と肩に飾られた紋章は王家のものだ。

「まさか……」

　イオの呟きを受けて、男性が進み出る。

「はじめましてイオカステ殿下、ルキウス国王の弟で、ニコラスと申します」

　ルキウス王が……いやアレクが学者だと話していた弟だ。

「先にご挨拶にうかがうべきところ、失礼いたしました。お許しをいただき、ありがとうございます。どうか兄をよろしくお願いします」

　イオに深々と頭を下げて、意味の分からないことを言う。

「……は？」

　思わず、頓狂に聞き返していた。

「それはどういう……」

「お兄様、私、幸せになります。ですからお兄様も、これからはご自分のことだけを考えてください」

「……」

　イリアの言葉が、もはやひとつの結論しか呼ばない。

　これは……イリアが身に着けているドレスは、間違いなく……。

「……花嫁衣裳……」

　茫然と碧眼を瞬く。

「陛下からのお祝いの品です」

「私はこういったことに気が利かないもので、女官長に助けてもらいました」

　イリアに似合うものをつくらせたのだとニコラスが嬉しそうに言う。

　状況が見えない。

　自分は、処刑の場に引きずられる前に、ひと目イリアの無事を確かめるためにここに連れてこられたのではなかったのか。

　それ以前に、とうのルキウス王はどうした？　この場にいないではないか。

「兄上の準備も、そろそろ整うと思います。なんせイオカステ殿下を優先するようにとうるさくて……主役の国王がちゃんとしてなくてどうするっていうんでしょうね」

　ニコラスが愉快そうに言う。

　いまだもって、イオには話が見えない。

　そこへ、警備の兵が槍の柄を床に叩く音。ルキウス王の登場を知らせるものだ。

　観音開きの扉が開く。

　大股にやってきたルキウス王は、ニコラスの衣装の何倍も華やかな、正装だった。国王のために設えられたものなら当然だ。

「ニコラス、説明はしてくれたか？」

「はい、ちゃんとお礼をしましたよ」

「そうではない。この五日間のあらましだ」

「それは兄上がお話されているのでは？　だからこそ今日の……」

　言う途中でニコラスの頬に冷や汗がしたたり、顔色が悪くなる。

「兄上？　まさか……」

　なんの説明もなくコトを運んだのですか？　と、呆れた口調。夫となる男の様子から何を察したのか、イリアがレースの手袋をはめた手を口許にやる。

「お兄様？　まさか何もお聞きになっていらっしゃらないの？」

　自分だけカヤの外で、この五日間に、何やらよからぬ策謀が巡らされていたということらしい。もちろん首謀者はルキウス王だ。

「いったいなんの話でしょう？　イリア王女、ニコラス殿下？」

　憤りに輝く碧眼を眇めてルキウス王を睨み据えるイオの声が冷えているのを聞いて、イリアが「まぁ」とルキウス王を見やる。ニコラスは大仰にため息をついて、天井を仰いでいる。

　だが、イオの怒りをサラリと受け流して、ルキウス王は侍従が差し出した盆から一通の封筒を取り上げた。

「ちょうどいい。シュテファン国王からきみ宛の親書だ」

　ちょうどいい？　なにが？

　むっと唇を引き結んだままのイオに、ルキウス王が親書を差し出してくる。その口許には余裕の笑み。

　たしかに、サザンランド王家の紋章の封蝋がなされている。宛名の文字は、今回は兄王シュテファンの直筆に違いなかった。そのことで、以前に大臣から渡されたものが、本物だったか怪しくなる。結論からいえば、そのあたりの経緯も、イオがこんな華やかな恰好をさせられている理由も、すべては異母兄からの親書にしたためられていた。

　ルキウス王がちょうどいいと言ったのは、面倒な説明がはぶけるという意味だ。親書に何が書かれているのかわかっていたのだ。当然だろう。全部画策したのは、この食えない男なのだから。

「あなたの口からの説明はないのですか？」

　読み終えた親書を、まったく悪びれない男の眼前に突きつける。

「そこに全部書いてあったろう？」

「そういう問題じゃない！」

　イリアの身の安全のためにいろいろ我慢してきたが、その必要がないとわかって、とうとうイオはキレた。

「貴様の口でちゃんと説明しろと言ってるんだ！」

　怒鳴って、胸倉を掴み上げる。高貴な衣装に皺が寄ったところで知ったことか。

　シュテファン国王からの親書には、イオに命じられたルキウス王を暗殺せよという密命が国務大臣のでっちあげだったこと、その理由となったノースガルトの水面下の内政干渉などはすべて嘘で、それをでっちあげたのがノースガルト側で糸を引いていたハンネス財務大臣であったこと。そうした企みに気づけず、国務大臣の言葉を信じきって、自分は異母弟であるイオによる暗殺に許可を出してしまっていたこと、そうした水面下の企みに早々に気づいたルキウス王が、証拠を明らかにし、シュテファンの誤解を解き、双方の首謀者摘発に尽力してくれたこと、そのルキウス王の後ろ盾を得て、今後は自力で施政をおこなう決意を固めたこと、そしてイリアとイオの結婚に王として許可を出すことがつづられ、最後に出来の悪い兄で申し訳なかった、どうか幸せになってほしいとしたためられていた。

「玉座の間でそなたに斬きりかかられたとき、あとひといきといったところだったのだ。そなたに暴れられると予定が狂いかねなかったからな。悪いが大人しくしてもらった」

　ルキウス王がようやく自分の言葉で補足する。

　ようは、イリア王女一行がノースガルトについたときには、ルキウス王はとうにハンネス財務大臣とサザンランドの国務大臣が手を組んで、双方の王権奪取を企んでいたことに気づいていたのだ。その謀略を暴き、首謀者を捕え、施政をクリーンなものにするために、ずっと水面下で動いていた。

　イオが密命を果たさんと王宮に忍んで来るのは想像の範疇で、そこで一騎士のふりで接触を図り、サザンランド側の情報収集にも動いていた。

　イオを騙して。

　すっかりアレクを信じ、あんなことまで許した自分はなんだったのか。

　それよりなにより……。

「結婚なんて、僕は聞いてない」

　イオの発言に、イリアとニコラスが顔を合わせる。それに気づいて、イオは訂正した。

「イリア王女とニコラス殿下の件は……どこで出会われたのか存じませんが、王女が望まれるのであれは、私がどうこういう問題ではありません。ですが……！」

　今一度、シュテファン国王からの親書をルキウス王の顔面へ。そこには、イオの結婚も許すと書かれているのだ。

「なんの話だ！」

　イオの憤りを受けて、ニコラスが長嘆を吐く。「まさかと思ってたけど……」と片手で額を押さえ、「兄上、それ、ほとんど詐欺……」との弟の指摘を受けて、ルキウス王が眉間に深い皺を刻む。

「好きにしろと言ったではないか」

「……は？」

　イリアの無事が確約されるのであれば、自分の身がどうなろうと構わない。ルキウス王にまかせると、たしかに言ったが……。

「あれは、処罰の話でしょう！」

　斬首でも火あぶりでも、好きにしろという意味で言ったのであって、結婚など範疇に含まれていない。

「そなたは罪など犯していない」

「あなたに剣を向けた」

「そう仕向けたのは私だ」

　大臣たちの企みを知りながら、イオに何も教えず、行動させた。大臣たちを泳がすために。

「それはそれ、別問題です！　国主への不敬罪は──」

「不敬？　なんの話だ？　あれはたんなる痴話喧嘩だ」

「……」

　あまりの返答に、イオは返す言葉を失う。

「……正気ですか？」

　そんな言い訳で、あの場に居合わせた大臣たちや王宮騎士たちを納得させたというのか？　では、騎士から向けられた憐あわれむようなあの眼差しは……。

「……」

　今度はイオが、深い深い長嘆をついて、頭を抱える番だった。

　奔放な国王に振り回される哀れな生贄への、あれは憐れん憫びんの情だったのだ。

　もう、どう収めたらいいのだ、この胸中のモヤモヤは。

　この場で蹲うずくまってしまいたい気持ちに駆られながら、癇癪かんしゃくを起したかのように唸る。そして、数々胸中で渦巻く文句とか文句とか文句とか……！　罵倒の言葉を呑み込んだあと、イオの唇から紡がれたのは、拗ねたような、短いひと言だけだった。

「……プロポーズ、されてない」

　ぼそり、と不服を落とす。

　イリアとニコラスが、手に手をとって喜んでいるのが視界の端に映った。

「それは、祭壇の前でさせてくれるか」

　大きな手が伸ばされて、イオの頬を撫でる。

　ルキウス王に促されて、侍従ふたりが恭しく盆を掲げて入ってきた。

　ひとつには剣、もうひとつにはマリアヴェール。

　剣は特別に誂えられたもので、柄に王家の紋章とイオの胸元で輝くのと同じデザインの宝石が埋め込まれている。金とプラチナに飾られたそれは、式典用のものではなく、王のパートナーが持つにふさわしい逸品として、刀匠によって鍛えられたものだ。

　イオの腰に剣をさし、頭にそっとヴェールをかぶせる。イリアのもののような派手なレースに飾られているのとは違う、純白の騎士服に合うシンプルなヴェールだ。だがよく見ると細かな刺繍が施されている。

「さあ、司祭がお待ちです。二組の合同結婚式なのですから、大臣たちもそわそわとお待ちですよ」

　それ以上に城下町の騒ぎがすごいと、四人の背を押したのはノースガルトの女官長だった。

　教会へ通じる、大きな観音開きの扉が開かれる。

　その向こうから、わ……っ！　と上がる歓声。参列者からのものだ。

　ルキウス王に腕をとられ、歓声のなかへ。

　大臣や王侯貴族たちが拍手で迎えてくれる。歓迎されていることに驚く間もなく、式典がはじめられる。

　イオの腰を抱く腕の力が強まって、傍らの男を見上げる。

「もしかして緊張しているんですか？」

　式典が進む中、小声で尋ねる。ルキウス王は……いやアレクは「当然だろう」と意外な言葉を返してきた。

「きみに一世一代の申し込みをするのだからな」

　そんな言葉で、すべてを許してしまう自分を自覚して、イオは唇を噛む。

「妙に可愛いこと言わないでください」

　絶対的な権力と、本気でかかっても勝てない騎士としての腕を持つ極上の男が、自分に愛を請おうとしている。一生の約束を取り付けるのに、らしくなく緊張している。

「可愛いのはそなただ。……いや、美しい」

　さすがは女官長だ。褒美をやらねば……と、眩しそうにイオを見やる。そういう自分だって、豪奢な正装は誰の眼も惹きつけるというのに。

「陛下」

　コソコソ話はそのへんで、と司祭が小声で忠告を寄越す。

　ニコラスとイリアが小さく噴き出した。大切な式典の最中だというのに、緊張感のないことだ。緊張しているのは、ルキウス王ひとりらしい。

　司祭に倣ならって、誓いの言葉を紡ぐ。

　だが、イリアとニコラスの誓約の儀と、ルキウス王と騎士イオカステ卿の誓約の儀は、違うものだった。

　一般的な誓約の儀を行ったイリアとニコラスの一方で、ルキウス王とイオカステ卿は、互いの剣を抜き合い切っ先を交わして、互いの命を預け合う、古から王に騎士が忠誠を誓う儀式に行われる誓約の儀を行ったのだ。

「この命果てるときまでともに」

　ルキウスの緑眼がイオを射抜く。

「この身も心もすべて陛下とともに」

　毅然と言葉を返す。

　抜いた剣を鞘に納めて、その緑眼にたゆたう熱に誘われるように、イオはルキウス王の懐へ身をあずけた。

　式次第にある誓約の口づけの範疇を大きく逸脱した情熱的なキスを交わす。

「愛している。薔薇園ではじめてそなたを見た瞬間に、捕らわれていた」
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　甘い声が真摯な言葉を紡ぐ。

　見守る参列者から歓声が上がり、城下で花火が打ちあがる。

　喜びに包まれる空間で、イオは隠し持っていたサザンランドの紋章の入った短刀を抜いた。それをルキウ王の喉元に突きつける。

　唐突な暴挙に、歓声がぴたりとやむ。

　満ちる緊張。

　息を呑む気配。

　居並ぶ王宮騎士たちも動けない。

　イオは愛しい男の瞳を間近に覗き込み、教会の端まで届く声で、不敵に言い放った。

「裏切ったら、殺す」

　それが自分の愛し方だ、と……。

　イオを映す緑眼に満ちる歓喜。きつく抱きしめる腕とともに、先以上に情熱的な口づけを受けとった。







　婚礼の宴は三日三晩つづいた。

　それがあけてしばらくのち。

　王弟妃懐妊の知らせが、ノースガルト国民はもちろんサザンランドにも、歓喜とともに伝えられた。














エピローグ









　心地好い目覚めを促されて、気け怠だるく重い瞼を上げる。

　イオの視界いっぱいに、白磁の肌。広い胸に頬を寄せた格好で寝ていたことに気づいて、ハッと瞼を押し上げる。

　枕が硬い。筋肉に弾力性があるとは言っても枕とは比べようもない。

「イオ……」

　腕の中のイオが動いたために目を覚ましたらしい、ルキウス……いやアレクが掠れた声で呼んだ。

　ドクリ……ッと心臓が鳴る。

　端整な面は、強い光を湛える翡翠の瞳が閉じられていると、常以上に美貌が際立つ。男に使う言葉ではないかもしれないが、蛮勇で知られるノースガルトの民のなかにあっては、アレクとニコラスの兄弟は異質に見える。それほどに整った容貌をしている。

　ずっと深夜に逢瀬を繰り返していたから、陽の中で男の顔を見るのに慣れない自分がいる。

　軟禁されていた間は顔を見なかったし、部屋から出されたと思ったら、いきなりの挙式だ。式典の間はそんな余裕がなかったし、祝宴がはじまれば来賓に囲まれてイリアともニコラス殿下ともろくろく言葉を交わせないまま、お色直しと言い訳して、そのまま王の自室に引っ込んだ。

　ふたりきりになったら、式の前にあやふやにされたあれこれをはっきりさせて、溜めに溜めた文句を全部吐き出してやろうと思っていたのに、またも口づけに阻まれ、そのまま王と王妃のために用意されていた天蓋つきの大きなベッドに放られて、はじめての夜以上に執拗に貪られた。

　祝宴の場を辞したときにとうに夜も深い時間だったのもあって、アレクからぶつけられる情熱に翻弄されるまま、聞くに耐えない甘ったるい声を上げつづけていたら夜が明けていた。それからまた抱き合って、いいかげんに放せと文句を言ったのは覚えている。

　そのあとどうやら意識を飛ばして……果たしてどれくらいの時間が過ぎたのか。朝から爛ただれた行為にふけって、寝落ちして、外が暗いということは、いつの間にか日が暮れていたということだろう。

　祝宴は三日三晩つづくと言われたが、すでに二日が過ぎたことになる。その間ずっとベッドのなかとは……。

「起きたのか」

　イオがあれこれ考えを巡らせている間に完全に目が覚めたらしい、アレクが気怠げに言う。

　間近に自身を映す緑眼を睨むように見据えると、アレクは目を細めて、「何か怒らせるようなことをしたかな？」と、ニヤリ。

　腕枕で一枚のブランケットに包まれた状態で何を言ったところで説得力はないが、「言葉足らずすぎて腹が立つ」と、それだけ返した。

「何が聞きたい？」

　そんな風に訊かれると、逆に困る。あれもこれもわからないことだらけで、何から訊いていいかわからない。

「イリア王女はいつニコラス殿下と？」

「聞いていないのか？」

　イオがムッとした顔をすると、アレクは苦笑して、「なかなか活発な姫君だな」と笑った。そして「よく似た兄妹だ」とつづけた。

「夜中にひとりで散策に出て、温室をみつけたそうだ」

　温室はニコラスのラボを兼ねていて、そこに咲く珍しい花に見惚れていたら見つかり、ともに植物好きなのもあり、話が弾んだ。夜毎、イオが薔薇園に忍んでいたのと同じようにイリアも温室でニコラスと逢瀬を繰り返していたと聞かされて、イオはため息しか出ない。

「なにかあったら……」

　何事もなかった……と兄の立場では言いがたいが、だが危険がなくてよかった。しかし、危険だとわからないイリアではないのだが……。

「愚弟が言うには、以前に会ったことがあるらしい」

　互いの素性は知らなかったらしいが、と言われて、イオは首を傾げる。

「……？」

「昨年、植物博覧会があっただろう？」

「ええ」

　大陸のほぼ中央に位置する交易路の要所となっている都市で開催された、大陸中の植物を集めた学術的な催もよおしだったと記憶している。

「ニコラスは学者として招かれていた」

　イリア王女は賓客として招かれていたのではないか？　と聞かれて、警護のために同行した記憶が蘇ってきた。だが、ずっとイリアの傍についていたが、ニコラスと会った記憶はない。

　とはいえ、今回の件で、自分のそんな記憶などあてにならないことはよくわかった。どこかで会って、互いの素性も知らないままに、惹かれるものを感じていたのだろう。

　ともにノースガルトの学者とサザンランドからの来賓とだけでも知っていれば、今回の一件で、もしかして同行してきているのではないか、ラボが併設されてると聞く温室に行ったら会えるのではないかと、若いふたりが考えてもおかしくはない。

　はぁ……とため息をついて、ベッドリネンに沈み込む。イリアが幸せならそれでいいのだが、なんだかちょっと微妙な気持ちが拭えないのは、目の前の男の策謀に嵌った事実があるからだろう。

「ほかには？」

　聞きたいことがたくさんあるのだろう？　と返す声が愉快そうで、本当に腹立たしい。

「私は王子ではないのですよ、それを……」

「ノースガルト国王妃が王族出身でなくてはならない決まりはない」

「私では世継ぎが……」

「そなたの妹君が産んでくれる」

「……っ」

　当然のことだが兄としては複雑だ。「すでにできているのではないか」などと不穏なことを言われて、はたと視線を上げる。

　まさか挙式をこんなに急いだのは……。

「アレク……っ！」

　首を絞め上げ揺さぶると、「俺に怒るな」とホールドアップされた。

「いいではないか。おかげで私はそなたをパートナーに娶めとれた」

　注がれる緑眼に滲む光がなんとも幸福そうで、こちらのほうが恥ずかしくなる。

「そもそも、そのための三日三晩の宴なのだから……」

「……それ以上言ったら殺す」

「熱烈だな」

「貴様の耳はおかしい」

　睨んでも、それが愛しいと言わんばかりに返されて、視線が泳ぐ。怒りが持続しない。

「そなたが可愛すぎるのがいけない」

　可愛くなんかない！　と返す唇を啄まれ、言葉がつづかなくなる。

　腕枕に甘んじていた大きな体躯が身動いで、筋肉の重み。あっさりと押さえ込まれてしまったのは、挙式後の情事が濃厚すぎたから。身体が思うように動かないのだ。

「……？　ちょ……っ」

　アレクの手が不ふ埒らちな動きを見せるのに気づいて、それを払う。だが、自分より大きな体躯にのしかかられていては抗いようがない。

「や……っ」

　アレクの逞しいものに散々擦られ、熱い飛沫を溢れるほどに注がれた後孔の入り口を長い指になぞられて、イオは甘い悲鳴をあげた。掠れた声が、情事の激しさを教える。

「あ……ぁっ、ダメ……まだ……っ」

　敏感になったままのそこは、アレクの指を難なく咥え込み、もっと奥へと誘う動きを見せはじめる。

「まだやわらかいな」

　最低な言葉を耳朶に囁いて、アレクの唇が首筋を啄む。

　じゃれるようなそれが、「いいだろう？」と甘えているように感じられて、イオは「も……これで、おわり……」と、涙目で応じた。

　これ以上は、絶対に寝込むことになる。

　後日、イリアにどんな顔で会ったらいいかわからない。ルキウス王の側近や騎士たちになんと思われるか……。恥ずかしくて死にそうだ。

「あ……ぁっ！　……あぁっ！」

　硬度を失わない猛々しい剛直が、後孔を押し拓げ、感じる場所を擦り上げながら最奥まで埋め込まれる。それだけで果ててしまいそうになって、イオは広い背にひしっと腕をまわした。そこにはすでに、幾筋もの情事の名残が刻まれている。

「……っ、は……ぁっ」

　蠢うごめく内壁が、力強く穿つ肉棒をうねるように締めつける。

　それに誘われるように、アレクの穿つ動きが早さを増し、肌と肌のぶつかる艶かしい音、上から突きおろすような荒々しい律動が、すでにアレクのいいように教え込まれてしまったイオの肉体を高みへと一気に押し上げる。

「──……っ！」

　掠れた声にならない嬌声に喉を震わせて、イオは頂を見る。だが、放ほう埓らつの余韻が襲ってこない。それどころか、さらに深い喜悦が底なしに湧き起こってきて戸惑いを覚える。

「な……に？」

　自分の身体はどうしてしまったのか。果てたはずなのに、また欲しくなるなんて。もっともっと欲しいなんて。

「アレ…ク……？」

　不安に駆られて、眉間に皺を刻む男を見上げる。端整な口元に刻まれる艶めく笑み。「ドライでいったのか」と感嘆の呟き。

「ドライ……？　ひ……っ！　や……ぁっ、も……無理……っ！」

　言葉の意味を理解できないままに、埋め込まれたままの剛直が再び最奥を突く。イオは悲鳴にも似た嬌声をあげて、痩身をくねらせた。

「い…や、あぁっ！　や……っ、ひ……っ！」

　迸る甘ったるい喘ぎ。

　己が発するものとは思えない淫らなそれがイオの鼓膜を焼いて、たすけて……と攻める男に救いを求めるも、当然かなえられるわけもない。「そなたが悪い」と嘯うそぶく男を喜ばせるばかりだ。

「愛しているよ」

　朦朧とした意識下にも、たしかに鼓膜に届く愛の言葉。

「唯一無二の、王の剣だ」

　ただ、女の代用にされたのではない。騎士として、イオカステというひとりの人間として、ノースガルト国王、ルキウス・アレクサンドルに求められたのだと、ようやくすべての蟠わだかまりが解ける。

「私が王の器でないと感じたときには、いつでも斬るといい」

　その資格がイオにはあるという。

　頬を濡らす涙を、口づけが拭う。

　愛していると返す代わりに、のしかかる広い背に、新たな爪痕を刻んだ。







あとがき







　こんにちは、妃ひめ川かわ螢ほたるです。

　拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　策略家の国王陛下と気丈な騎士の組み合わせでしたが、いかがでしたか？

　絶対的に強いくせして喜んで尻にしかれるタイプの攻めと、意地っ張りでオトコマエな受けのカップリングは王道中の王道ですが、そこに絶対君主という権力と騎士道という忠誠心を加味すると、いろいろこじれたり恋愛面のスパイスになったりと、ＢＬ的に実に萌えの宝庫です。

　この手のファンタジーの場合、守られるだけの可愛い受けキャラより、自ら剣をふるう雄々しい受けキャラのほうが、個人的には書いてて楽しいのですが、読者の皆様のお好みはいかがでしょうか？

　警察モノやマフィアものなどでも、受けが拳銃を構えるほうがよりカッコいいと思いませんか？　もちろん攻め様には、それ以上のカッコよさでご登場いただかなくてはなりませんが（ハードル高いですね・笑）

　イラストを担当していただきました、みずかねりょう先生、お忙しいところありがとうございました。

　表紙ラフの正装のふたりに爆萌えし、私の拙いにもほどがある描写からこれほどに汲み取っていただける作画のすばらしさに感動しました。

　お忙しいとは思いますが、機会がありましたらぜひまたご一緒させてください。よろしくお願いいたします。

　最後に告知を少々。妃川の今後の活動情報に関しては、ブログをご参照ください。

　http://himekawa.sblo.jp/

　Twitterアカウントもあるにはあるのですが、システムがまったく理解できないまま、ブログ記事が連動投稿される設定だけして、以降放置されております。

　ブログの更新はチェックできると思いますので、それでもよろしければフォローしてやってください。

　@HimekawaHotaru

　皆様のお声だけが執筆の糧です。ご意見ご感想等、気軽にお聞かせいただけると嬉しいです。それでは、また。どこかでお会いしましょう。






二〇十七年七月吉日　妃川螢












王と剣　─マリアヴェールの刺客─（特典ショートストーリー）












　訪れた温室は、どういう仕掛けになっているのか北国ノースガルトとは思えぬ温度と湿度に保たれている。

「お兄様……！」

　呼ぶ声が、大きく葉を茂らせる植物の向こうから届く。視界を塞ぐ葉を避け進むと、開けた場所に設けられたカフェスペースに、身重の妹の姿があった。

　王弟ニコラスのラボを兼ねた温室の一角、植物を愛でながらゆったりと過ごすことのできるスペースでの歓談が、ここのところの兄妹のティータイムの定番だ。

「なぁう」

　イオの足元にじゃれつくようについてきたムスタとココが、甘えた声で鳴いて、イリアの横の空いたスペースに飛び乗った。

「こら、いい子にしてるって約束しただろう」

　薔薇園を住処にしていた二匹は、いまや我が物顔で王宮内を闊歩している。

　挙式のあと、アレクと過ごす時間を持て余した──半分以上は照れからだが──イオが薔薇園に逃げ込むことが何度かあって、そのときに緩衝材となってくれた二匹をついつい王宮内に連れ込んでしまったのがそもそもで、以来二匹は王宮騎士団のマスコット的存在として可愛がられている。

　最近では、イオの行くところ行くところついて歩くようになって、今日も執務に追われるアレクを放って温室に足を向けたイオについてきたのだ。

「いらっしゃい、ムスタ、ココ」

　イリアに撫でられて、二匹はすっかりくつろぐ気満々の様子で長椅子に躯を伏せる。

「まったく、すっかり我が物顔だな、おまえたち」

　そういうイオが誰より一番二匹を可愛がっているから、文句を言う口調も弱いものになる。

「うなぁう」

　文句を聞く気は無いというようにムスタが返すのを見て、イリアがクスクスと笑った。「なんてかしこいのかしら」と微笑ましげに言う。

　そこへ、ワゴンを押す音がして、お茶の準備を整えたニコラスが奥から現れた。

「お待たせしました」

　当初は王弟殿下にお茶の用意をさせるなんて……と恐縮したイオだったが、王妃の立場にある人が何を恐縮する必要があるのかと苦笑されてしまい、意識の切り替えの難しさを知った。

　自分が周囲からどう見られているのか……と考えたら恥ずかしくて、薔薇園に逃げ込む回数が増え、温室でイリアと過ごすことが増え、いつの間にか、猫二匹をひきつれて、王弟夫妻のお茶の時間を連日邪魔するようになり……ようは、アレクとふたりでは間が持たないのだ。

　ふたりきりになると、アレクはすぐにイオに手を伸ばしてきて、そうするとどうしても甘い空気になるから、イオはそれが耐えられないのだ。

　過去に異性と付き合った経験のないイオには、結婚してからがドキドキの連続で、どうしていいかわからなくて逃げているだけのことなのだが、当人にその自覚はない。

「今日はお花のお茶です。果物のような甘い香りがするんですよ」

　植物学の権威であるニコラスは、植物の薬効にも詳しく、身重の愛妻のために選んだハーブティーを手ずから淹れて振る舞うのを、日々の楽しみにしている。

「いい香り」

　一口飲んで、「美味しいわ」とイリアが微笑む。ニコラスは満足げに頷いた。

　仲睦まじい王弟夫妻の様子を眺めながら、甘い香りのお茶をいただく。

　いつもは自分の膝にいるムスタとココも今はイリアの傍らで、少しさみしい気持ちになる。

　かといってそれを口に出す気など毛頭なく、ふたりにじゃれる二匹を呼びよせようとも思わない。ただ、今自分の傍らになぜ温もりがないのか……と思うのだ。

　アレクを置いて城を出てきたのは自分なのに。

　自分もイリアがニコラスにするように、アレクに素直に接することができたら……と思うのだけれど、どうしても上手くいかない。ついつい逃げてしまう。

「そんな顔を俺以外に見せるんじゃない」

　唐突に背後から低い声がかかって、大きな手に頤を捕られた。

「……っ!?　アレク……っ!?」

　驚いて背後を振り仰ぐと、執務に勤しんでいたはずのアレクが、眉間に深い皺を刻んでイオを見下ろしている。

「そんな……？　え……？」

　驚きに長い睫毛を瞬くイオに救いの手を差し伸べるかに、ニコラスが「仕事はどうされたのですか？」と指摘した。

「国王にも休息は必要だろう？」

「放り出して脱走してきたわけではないのですね」

　あとあと、大臣や側近から、共犯扱いで叱責を受けるのは勘弁だと言う。

「たまには代われ。俺は一向にかまわん」

「全国民がかまいますよ」

　何を言い出すのか……と呆れる弟に、王子が生まれたら玉座を譲るからニコラスが摂政になればいいなどと言い出す。

「で？　陛下はどうされるのですか？」

「イオと田舎に引っ込む」

「……は？」

　頓狂な声で返したのはイオ。

「山羊と羊しかいない田舎なら、堂々とこういうことができる」

　そう言って、イオの頤を捉えていた手に力を込めてくる。ぐいっと仰向けられたかと思ったら、視界とともに唇を塞がれていた。

「……っ！　や…め……っ」

　イリアとニコラスに見られている、と頤を掴む手の甲に軽く爪を立てるも、口づけをより深められ、それ以上の抵抗を奪われてしまった。

「……ひとり除け者にされて寂しかったのならそう言えばいいではありませんか」

　ニコラスが長嘆とともに呆れ顔で言う。

「陛下もお兄様も、似た者同士ですわね」

　素直じゃないんだから……とイリアも笑う。ムスタとココが、示し合わせたかのように「なぁう」と鳴いて、イオの膝に飛び移ってくる。

　口付け以上に、鼓膜が拾う指摘のほうが恥ずかしい気がして、イオはアレクの舌に軽く歯を立てた。





おしまい♡
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